
構造設計特記仕様（１）

S-01

 －　
 －　

（施工方法等計画書）

備　　考
工事監理者工場自主検査

％ 個

検査率又は検査数

完全溶込み溶接部

検　査　箇　所

接合部の検査(５)

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を

注2）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

軸力導入試験

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら

契約した検査会社をいう。

溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

検　査　方　法

マクロ試験・その他

外観検査（※）

超音波探傷検査

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

(６)防錆塗装

(７)耐火被覆の材料

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し、２回塗りとする。

錆止めペイントは、　JIS K 5621、　JIS K 5625、　JIS K 5674、

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

100

を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

 100％行うこと

外観検査（※）

（突合せ溶接）

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

第三者受入検査

(注) 東京都の要綱に

 基づき必要となる建築

 物の場合に実施する

要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。また、地震時の層

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ５cm

以上を原則とする。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

100 ％ 個

個

％ 個

％ 個

％ 個

個

％ 個

30

30

％ 個

％ 個

個

％ 個

１. 本仕様の適用範囲

(１)本仕様の適用範囲
本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 18 N/mm 以上 60 N/mm 以下のコンクリートと、2 2

JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSD490の鉄筋コンクリート用棒鋼を用いる

高さが 60 m 以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の設計及び工事に適用する。

(２)仕様書等の優先順位
設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

①特記仕様

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

２. 建築物の構造内容

(１)建築場所

(２)工事種別
新築 増築 改築

(３)構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

 法第20条第二号（ 　RC造高さ 20 m超　　 S造 4 階建以上　　 木造高さ 13 m超　　 その他 ）

(４)階数
地下 地上    階     階 塔屋    階

(５)構造種別

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造（一部）

構 造 種 別

（RC）

（SRC）

（S）

該 当 階 等

基礎

階～  階

        階～   階

架構特徴等

免震建物

制震建物

塔状建物

(６)主要用途
事務所 共同住宅 病院 店舗 倉庫

(７)屋上付属物
キュービクル 補給水槽 広告塔 煙突    m

太陽光発電設備

(８)設計荷重
（a）主な積載荷重

室　　 名 床　 用 架 構 用 地 震 用

（N/m ）2

（b）1次設計用地震力

Co = Z = Rt = K（地下）=

（c）風荷重

地表面粗度区分 基準風速　Vo = m/sec

（d）雪荷重

垂直積雪量 設計用雪荷重　　　　　     cm 　　　　　              kN/m2

（e）特殊の荷重及び仕上材

エレベーター   1 基 受水槽　　　　　 kN エスカレーター

(９)構造計算ルート
Ｘ方向ルート   －（　3　）Ｙ方向ルート  －（　3　）

(10)一次設計時用層間変形角
Ｘ方向    1/    rad      Ｙ方向    1/    rad

(11)付帯工事
門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

(12)特定天井
有 無

(13)屋根、床、壁

ALC   （JIS A 5416）

押出し成形セメント版

折　版

特殊デッキプレート 大臣認定（  ）

材　　種

厚

H = 厚

型式 厚

壁

屋根

壁

型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

屋根

ハーフPca版 Pca版

床版

床版

床版

スライド

ロッキング

ボルト止め

プール諸室、S階段，雑

３. 使用建築材料表・使用構造材料一覧表

(１)コンクリート（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308）

備　考
cmスランプ

２Fc = N/mm

設計基準強度適 用 箇 所 品質基準強度

部　位階

柱 壁
梁 床版

（スランプフロー）２Fq = N/mm

比重
3γ=kN/m

柱 梁

柱 梁

床版
基礎 地中梁

床版
壁

壁
床版
柱 梁 壁
床版
柱 梁 壁
床版
柱 梁 壁
床版

土間コンクリート

捨てコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

セメントの種類

※本仕様適用外

※本仕様適用外

普通ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

中庸熱ポルトランドセメント

砂 山砂 砕砂

砂利 砕石

水道水 地下水 工業用水

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

材齢（　　　　　　　　　　　　 ）28日 56日 91日

養生（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）標準 現場水中 現場封かん

単位水量

単位セメント量

185 kg/m 以下3 175 kg/m 以下3

270 kg/m 以上3

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

AE減水剤 高性能減水剤

4.5 % 3.0 % 

0.3 kg/m 以下3

65 % 以下 50 % 以下

(２)コンクリートブロック（　JIS A 5406）
A種 B種 C種    厚 100 120 150 190 使用箇所（ 　）

(３)鉄　筋
鉄　 筋

異 形 鉄 筋

（JIS G 3112）

種　類 使用径 使 用 箇 所 備　 考mm

高強度せん断補強筋

溶 接 金 網

（JIS G 3551）

SD295 A

SD295 B

SD345

SD390

SD490

685

785

1275

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

機械式定着工法

機械式継手

大臣認定品

注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.（2）鉄筋の項の鉄筋継手の項に　にて表示すること。

(４)鉄　骨
種　 類 現場溶接

有 無

JIS規格・認定番号等使用箇所

SSC400

SN490 B

STKN400 B

BCR295 BCP235 BCP325

SN490 C

SS400 SM400 SN400 B

溶接材料

有 無

有 無

有 無

有 無

大臣認定品 認定番号 MSTL-

JIS G 3160

JIS G 3466

JIS G 3350

JIS G 3136

JIS Z

(５)ボルト等

4.8（4T）

大梁 小梁 ）柱使用箇所（

高力ボルト

アンカーボルト（構造用アンカーボルト）

ボルト（JIS B1180）

L= 

L= 

φ= 

φ= 

頭付スタッド（JIS B1198）

鉄骨部材リストによる

M

（                                 ）M24、M22、M20、M16、F10T（JIS B1186） S10T 大臣認定番号（ ）

溶融亜鉛めっき高力ボルト F8T 大臣認定番号（ ）

M

ダブル ）ナット（ シングルSS400

ダブル ）ナット（ シングル

大梁 小梁 ）柱使用箇所（

（                                 ）M24、M22、M20、M16、

ダブル ）ナット（ シングル

ABR400 （JIS B 1220）

４. 地　　盤

(１)地盤調査資料と調査計画
無）近隣 無有 （ （調査計画　　　敷地内 有）

水平地盤反力係数の測定

ボーリング調査

試験堀（支持層の確認）

静的貫入試験

土質試験

調　査　項　目 資料有り 調査計画

現場透水試験

平板載荷試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

調査項目 調査項目資料有り 調査計画 資料有り 調査計画

５. 地業工事

無有

支持層－　　　  　、

独立基礎 試験堀布基礎

（校舎棟）

深さ

(３)

長期許容支持力度

杭基礎

GL－      m、

ベタ基礎直接基礎(１)
kN/m

(２)地盤改良
深さ S-86図による 長期許容支持力度

浅層混合処理工法 深層混合処理工法

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

載荷試験 無有

備　考施　工　法

拡底杭

手掘

機械掘

2

深礎

3
アースドリル

cm以下

kg/m

Fc N/mm

リバースサーキュレーション

オールケーシング

杭　　種

スランプ

場所打ち

コンクリート杭

セメント量

コンクリート

材　　料

3
kg/m単位水量

  年   月   日

　認定

第 　 号

鋼管補強杭

拡頭・拡底杭

既製杭・杭種

C種

Ⅲ種

B種

Ⅱ種

PHC

PRC

鋼管

A種

Ⅰ種

SC

種　 類 材　 料 施　工　法 備　 考

TMCP-0322（礫質土）

認定

TMCP-0321（砂質土）

鋼材

鋼材

コンクリート FC85

コンクリート FC105

打ち込み

埋め込み

孔壁測定）　　    本

杭施工結果報告書

載荷・（ 打ち込み・

杭仕様

無）有・（試験杭

施工計画書承認

本数 特 記 事 項(kN) 杭の先端の深さ杭径(mm) 設計支持力 (m)

６. 鉄骨工事

工作図 施工計画書製作要領書　

頭付スタッド特殊ボルト

(２)
製作工場

(１)

社内検査表

鋼材

認定または登録工場（大臣認定　S  H  M  R  J  グレード　　都登録　T1　T2　T3 ランク）

高力ボルト

材料規格証明書※、または試験成績書

―社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

工事監理者の承認を必要とするもの

鉄骨工事は指示のない限り下記による
日本建築学会「ＪＡＳＳ６ （最新版）」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

※―社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

製品検査組立・開先検査

(３)

現寸検査

(４)
建方検査

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

（　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

接合部の溶接は下記によること

工事監理者が行う検査項目

内質
検査
（注） 示温塗料塗布

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

（フォースター　F☆☆☆☆）

７. 設備関係

間変形に追従できること。

９. その他

８. 令第129条の2の3の事項

2

載荷試験 無有

新 構造設計特記仕様 ※修正箇所は下線を引くこと
※適用は 　印を記入すること

その１

mm

mm

  1   4   0 

・ 1 

（b）

0.20

Ⅲ 34

30

200

1.00 1.00

600

200以下 以下

t=60

地上 36 36 21

基礎 30 30 18

18 18 15

18 18 15

D10～D16

D19～D25

柱、梁、壁、スラブ他

柱、梁

柱

梁、B.PL、G.PL

ダイアフラム、B.PL

柱

16 100

 STKR490

－

－

(６)スカラップ形状
ノンスカラップ工法 スカラップ工法

・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備*を除く)は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下[ 屋上水槽水] ）は、支持構造部又は

設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止の

ための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等

有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の

緩和のための措置を講ずること。

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示第１３８９号により、

風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが

２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

※「給湯設備」：建設物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

杭リストによる

SM490A

隅肉溶接部 100 30 －

第三者検査機関名 （都知事登録　     号）

AOQL4% 第6水準 ロットの大きさ：220　　サンプルの大きさ：20

硬さ試験

AOQL4%
第6水準

校舎棟：

地名地番：八潮市大字垳字用水東８１番１外

（八潮南部西一体型特定土地区画整理事業保留地１４４街区１画地外）地内

住居表示：

 PH 

小学校

屋外機

教　　室 2,900 2,100 1,100

特別教室 3,900 2,600 1,600

メディアセンター、倉庫 7,800 6,900 4,900

アリーナ、ホール、廊下 3,500 3,200 2,100

0.10

［再現期間：100年］

厚

厚 t=100

S13 柱、梁

D29～D32 柱、梁

1FL立上り～RFL23

23

中堀工法

SKK490

S-86図による

（外構）

1.0 埋土

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



構造設計特記仕様（２）

S-02

 －　
 －　

10.

(１)コンクリート

鉄筋コンクリート工事

新 構造設計特記仕様 ※修正箇所は下線を引くこと

と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5の3節～11節

を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS 5の17節(高強度コンクリート)を適用する。

また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度以上とし、発

受ける。

による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の承認を

機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「 鉄筋コンクリート構造

高強度せん断補強筋は技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

鉄筋は、JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子

は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

標準図による

告示1463号第2項各号

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

鉄筋継手工法

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

A 級

鉄筋の径

D（   ）以下

D（   ）以上

D（   ）以上

D（   ）以上

(1) 引張力最小部位
(2) (1)以外の部位     

(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、 注）

日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

16

19

B 級 SA級

※適用は 　印を記入すること
その２

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 （最新版） による。

（a）コンクリートの仕様

本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」
2

2

注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合は、法第37条の

大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け

軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

設計基準強度 Fc

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

2

呼び強度(JIS規格品)

18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

JASS 5での区分 普通コンクリート 高強度コンクリート

調合管理強度(N/mm ) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 602 60超

21 24 27 30 33 36 40 42 45 50 55 55 60 60 ※

※印は規格外

（b）品質と施工

構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

標準 長期 超長期

コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とする。

設計基準強度が 36 N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、「高強2

度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通大臣が指定

建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンクリー

ト主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認められる技

術者が常駐していなければならない。

施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、工

事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプ または スランプフローで表し、設計基準強度が

36 N/mm 以下 33 N/mm 以上の場合スランプ 21 cm以下、33 N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし
2 2 2

設計基準強度が 36 N/mm 超 45 N/mm 未満の場合はスランプ 21 cm以下またはスランプフロー 50 cm

以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23 cm以下またはスランプフロー 60 cm以下

とし、特記による。

2 2

2

コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。3

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

（c）調合および構造体コンクリート強度

ⅰ）高強度コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は 28日とする。

構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は 91日とする。

構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において、調合

管理強度以上とする。

② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において、

設計基準強度に 3 N/mm 加えた値以上とする。2

調合管理強度は、以下による。

 Fm = Fc + mSn (N/mm )H
2

 Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )2

 Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )
2

H

mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS 5 による。

調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

 F ≧   Fm + 1.73σ　    (N/mm )H H

 F ≧  0.85  Fm + 3σ  (N/mm )H
2

HH

  F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )
2

H

σ  : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/mm ）で、レディーミクストコンクリート2
H

工場の実績による。実績がない場合は、0.1（Fc+mSn）とする。

ⅱ）普通コンクリート

調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。

構造体コンクリート強度は 表9.3 を満足すれば合格とする。

供試体の養生方法 試験材齢 判定基準(1)

コ ア 91 日

標準養生 28 日 X ≧ Fm(2)

X ≧ Fq

表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

ただし、 X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値（N/mm ）

Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )
2

2

Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )
2

[注]（1）早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

 （2）工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当ら

ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

* 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平

均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値

から 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内の n 日において3個の供試体の圧縮強度の平均値か

ら 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

調合管理強度は、以下による。

 Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )

 Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )
2

mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日における

2

圧縮強度の差による構造体強度補正値（N/mm ）
2

調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足する

 F ≧  Fm + 1.73σ　  (N/mm )
2

 F ≧  0.85 Fm + 3σ　(N/mm )

  F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )
2

 σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/mm ）で、レディーミクストコンクリート2

工場の実績による。実績がない場合は 2.5 N/mm 、または 0.1Fm の大きい方の値とする。

ように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。

2

2

2

（d）

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センターの技

検査

術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影し

た写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合 1 日 1 回以

上とし、1 回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その平均値を試験値

とする。

スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合 ±2.5cm、21cmの場合

±1.5cm（呼び強度 27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は ±2cm）とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合 ±2.5cm、21cm以上の場合 ±2cmとし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は ±7.5cm、50cmを超える時は

±10cmとする。

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用いて材

齢 28 日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m またはその端数ごとに

3 個の供試体を用いて行う。3 回の試験で 1 検査ロットを構成する。

高強度コンクリートでは、打込み日 かつ 300 m ごとに検査ロットを構成して行う。1 検査ロットに

おける試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータから採取

3

3

した合計9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法は標準養生とする。

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

かつ 150m またはその端数ごとに1回行う。1 回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車から 

1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。

高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区 かつ 300 m ごとに行う。検査には適当な間隔をあけ

た任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる供試体の

3

3

養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

3

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 第4条の

試験機関で行うこと。

試験・検査機関名 (都知事登録 　号）

代行業者名 (登録番号 　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

(２)鉄　筋

配筋標準図(1)～(3)」による。

鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用箇

所を定め特記による。

(注) 使用箇所

の設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・覆いなど

提出し、承認を受ける。

圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理者に

いる。

機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物を用

（a）施工

（b）検査

継手部の検査方法

各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋継手協

会の仕様書を参照のこと。

継手方法

表9.5　継手の検査

表9.4　鉄筋の継手

ガス圧接1

外観検査

有 　　　％

引 張 試 験

有 無 　　 ％    　個

超音波探傷試験

有 無

溶　　接2 有 　　　％ 有 無 　　 ％    　個 有 無

機 械 式3 有 　 　％ 有 無  ％ 個

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用

し、1 回の引張試験は 5 本以上とする。（ 1ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接箇所で

200 箇所程度とする。）

鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第 4 条の試験機関、又は第 8 条の検査機関で行うこと。

試験・検査機関名 (都知事登録　　 号）

(３)かぶり厚さ
最小かぶり厚さは、表9.6 に規定する設計かぶり厚さを 10mm減じた値とする。

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが確保され

るように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6 以上の値とする。

標準・長期構造体の計画供用期間の級

表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）

部材の種類

構造部材

屋　内 屋　外(2)

柱・梁・耐力壁 40 50

超長期

屋　内 屋　外(2)

40 50

床スラブ・屋根スラブ 30 40 40 50

構造部材と同等の耐久性を

要求する部材

計画供用期間中に維持保全

を行う部材

非構造部材

(1)

30 40 40 50

30 40 (30) (40)

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤

50

70

 注）

て定める。

(1) 計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じ

は設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。

(2) 計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側で

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定する

数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を講じれば上

記によらなくても良い。

(４)型　枠
型枠および支保工の存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。

普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

梁下

普通ポルト

スラブ下

ランドセメント

高炉セメント

支　　柱

Ａ種

Ａ種

28

シリカセメント

高炉セメント

100％

28

28

Ａ種

178

2815

85％

12 25

設計基準強度の

シリカセメント

Ａ種 ランドセメント
高炉セメント

ランドセメント
普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

せ　き　板

スラブ下、梁下

種 類

位

セメント

部

の種類 ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

普通ポルト

基礎、梁側、柱、壁

Ａ種

6

シリカセメント

16

10

4

10

6

設計基準強度の50％

Ａ種

2

5

5.0N/mm

3

15℃以上コンク

の平均気温

5℃未満

5℃～15℃

圧縮強度

コンクリートの

（日）

3

8

5

シリカセメント

在置期間

Ａ種 Ａ種

ランドセメント
早強ポルト

リート
の材令

2

※ JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5 N/mm 以上、長期及び超長

期の場合は 10 N/mm 以上、または高強度コンクリートの場合は 10 N/mm 以上。

 注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

 注）

 注）

 注）

 注）

 注）

 注）

2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

　ならない。

5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては

4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わ

　ないこと。

7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与

　えないように行うこと。

表9.7　型枠存置日数 昭和46年建設省告示第110号（昭和63年改正建設省告示第1655号）

H

※

2

2 2

 Fm = Max(Fc,Fq)+mSn (N/mm )2

100

100

1検査ロットにつき　　     　30個

1検査ロットにつき　　     　30個
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鉄筋コンクリート配筋標準図（１）

S-03

 －　
 －　

5d 10d以上（片面）

2d程度 2d程度

§1 一般事項

1. 本配筋標準図は表1-1に示すコンクリートおよび鉄筋を使用する鉄筋工事に適用する。

2.

高強度せん断補強筋を使用する場合は、構造図による。

構造図に記載された事項は、本配筋標準図に優先して適用するものとする。

また、監理者の指示のある場合はその指示による。

3. 図表中の寸法の値は最小値を示し、当該寸法以上を確保することを原則とする。

（～程度、～以下、＠、Pと表記しているものを除く）

本配筋標準図に　　印を記した項目は、適用しない。4.

杭に関する事項は、構造図による。5.

表1-1　適用範囲

コンクリート1.

鉄筋2.

溶接金網3.

および鉄筋格子

普通　Fc=18N/㎟以上 60N/mm 以下

軽量　Fc=18N/㎟以上 36N/mm 以下

SD390の鉄筋を使用する場合は Fc=21N/mm 以上

SD490の鉄筋を使用する場合は Fc=24N/mm 以上

SD490の鉄筋を使用する部位に軽量コンクリートを用いない。

規格番号

JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼

規格名称

SD295A ,SD295B

SD345 ,SD390

SD490

異形鉄筋はD41以下とする。

溶接金網および鉄筋格子は、JIS G 3551

（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを使用する。

§2 鉄筋加工共通事項

2-1 折曲げ形状・寸法
1. 鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。

折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を実施するか

メーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

2.

SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い、

支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。

3.

 

余
長
6d以

上

余
長

8d
以

上

余
長

8d
以

上

2d程度溶接長さ

溶接長さ10d以上

L1
h※

L1
h※

図2-3-3　あばら筋・帯筋の溶接要領

として交互にする
溶接位置は原則

として交互にする
溶接位置は原則

・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。

・ビード形状は表3-1-2による。

矢視図

図2-3-4　あばら筋・帯筋の形状（溶接閉鎖形の場合）

90°フックの位置はスラブの
付く側とし、取り付くスラブ
が無い側は135°フックとする

L型梁 T型梁

・スラブと同時に打ち込むT型・L型梁の末端部は本図によってもよい。

・スラブが取付かないあばら筋末端部は135°フックとする。

図2-3-5　スラブ付梁のあばら筋（末端部がフックの場合）

フレア溶接

図2-3-6　副あばら筋・副帯筋の形状

余
長

8d
以

上

余
長

8d
以

上

上下スラブ付

図2-3-7　梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の

※L1h（フック付重ね継手）は、表3-1-1による。

ア ア

ア

 5d以上（両面）

あばら筋・副あばら筋の形状

フックを付ける
（フック角度は180°
 135°、90°の
 いずれとしてもよい）

種類の記号

10d以上（片面）

柱 梁

図2-3-2　あばら筋・帯筋の形状（末端部が溶接の場合）

 5d以上（両面）
溶接長さ

10d以上（片面）
 5d以上（両面）

溶接長さ

として交互にする
溶接位置は原則

柱 梁

フレア溶接 2d程度

フックを付ける
（フック角度は180°
 135°、90°の
 いずれとしてもよい）

表2-1　折曲げ形状・寸法

折曲げ角度

 180°

 135°

  90°

鉄筋の種類

SD295A

SD295B

SD345 

鉄筋の径に

D16以下

D19～D41

鉄筋の折曲げ

　よる区分 内法直径(D)

3d以上

4d以上

折曲げ形状

SD390 D41以下 5d以上

5d以上

6d以上

D25以下

D29～D41

SD490  90°

180°

余長4d以上

フック

135°

余
長
6d
以
上

フック

 90°

余
長

8d
以

上

d

フック

d
d

（注） 1.

場合には、余長は4d以上とする。

2. 90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の

90°フックと同じとする。

3. 幅止め筋の折曲げ形状は、図2-1による。

d

余
長
4d
以
上

余
長

4d
以

上

D=3d以上

幅止め筋

図2-1　幅止め筋の形状

2-2 鉄筋のフック
1. 次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。（図中◎印）

（1）柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合

（フックの形状は180°フックとする）

（a）柱

壁

（b）梁（基礎梁を除く）

床

壁

図2-2-1　フックが必要な重ね継手

（2）柱の四隅にある主筋で最上階（中間階で上に柱のない場合を含む）の柱頭部

（フックの形状は180°フックとする）

梁

柱

壁

梁

図2-2-2　最上階（上に柱がない場合を含む）の柱頭でフックが必要な主筋

（3）あばら筋および帯筋（フックの形状は2-3による）

（4）煙突の鉄筋（フックの形状は180°フックとする）

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法
1. あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。

a≧135° a≧135°

d

図2-3-1　あばら筋・帯筋の形状（末端部がフックの場合）

フック位置は原則
として交互にする

a

a

a

余長
6d以上

余
長6d以

上

余長
6d以上

40d

フック位置は原則
として交互にする

a

片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用いる

2-4 主筋のあき・2段筋の間隔
1. 主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍以上とする。

2. 2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

表2-4　主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　（単位mm）

呼び名

（d）

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

D41

最外径

11

14

18

21

25

28

33

36

40

43

46

主筋のあき

aの最小値

32

32

32

32

33

38

44

48

53

57

62

2段筋の間隔

P2の最小値

 43

 46

 50

 53

 58

 66

 77

 84

 93

100

108

（注） 1. 粗骨材の最大寸法が25mmの場合を示す。

2. 鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に

2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。

（1）柱

間隔 P2

最外径

あき a

最外径

図2-4　柱梁主筋のあきと間隔

（1）柱

寄せ筋を示す

P2
P2

a

a

a

P2

（2）梁

（2）大梁・小梁

Ho
/2

Ho
/2

Ho

梁下端近傍

梁上端近傍

柱中央近傍

当該床のコンクリート
打設前に取付ける

図2-5-1　2段筋位置保持金物の配置例

・大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋と

する場合は、全域で＠2000程度とする。

・ 印は2段筋位置保持金物位置を示す。

図2-5-2　2段筋位置保持金物の形状例

@2000程度 @2000程度

カットオフ筋先端近傍

端部近傍

P2

P2

P2 P2

柱主筋
2段筋位置保持金物

d

梁上端
2段筋位置保持金物

梁下端
2段筋位置保持金物

保持金物はスペーサー
または両側の2段筋

保持金物

に緊結し、支持する

D

D

D

合わせて適宜判断すること。

2

2

2

2
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鉄筋コンクリート配筋標準図（２）

S-04

 －　
 －　

§3

表3-1-1　鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

鉄筋

SD295A

SD295B

SD345 

L1h:フック付

SD390

SD490

の種類

Fc(N/mm )
L1 :フックなし 18 21 24～27 30～36 39～45 48～60

d

L1/2 L1/2

床

直線重ね継手の長さ　L1 45d 40d 35d 35d 30d 30d

50d 45d 40d 35d 35d 30d

50d 45d 40d 40d 35d

55d 50d 45d 40d

d

L1h/2 L1h/2

L1h

SD295A

SD295B

SD345 

SD390

SD490

35d 30d 25d 25d 20d 20d

35d 30d 30d 25d 25d 20d

35d 35d 30d 30d 25d

40d 35d 35d 30d

1.1d以上

（1.2d以上）

1.
4d

以
上

ガス圧接

d d

h1
h2

圧接面

d/4以下

d d

d

圧接面

θ≦2°

2mm以下

θ

10

13

16

6

7

8

L

2d程度 2d程度10d以上

d

2d程度 2d程度5d以上

d

表3-1-3　フレア溶接に用いる鉄筋と溶接材料の組み合わせ

SD295A

SD295B

SD345

YGW11

YGW13

YGW16

YGW19

YGW12

YGW15

YGW18

E4316,E4915,E4916等の低水素系溶接棒

JIS Z 3211 JIS Z 3312

400以上

L1

L1

L1/2

表3-2-1  鉄筋の定着長さ　L2,L2h

鉄筋

SD295A

SD295B

SD345

L2h:フック付定着

SD390

SD490

の種類
L2 :直線定着 18 21 24～27 30～36 39～45 48～60

d

L2

直接定着長さ　L2 40d 35d 30d 30d 25d 25d

SD295A

SD295B

SD345

SD390

SD490

30d 25d 20d 20d

30d 25d 25d 20d

30d 30d 25d

35d 30d

フック付重ね継手の長さ　L1h

フック付定着長さ　L2h

余
長

8d
以

上

L2h

d

40d 35d 35d 30d 25d30d

40d40d 35d 35d 30d

45d 40d 40d 35d

15d 15d

20d 15d

25d 20d

30d 25d

表3-2-2　小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h

鉄筋

SD295A

SD295B

SD345

L3h:フック付定着

SD390

の種類
L3 :直線定着

18～60

d

L3

直線定着長さL3

SD295A

SD295B

SD345

SD390

フック付定着長さL3h

余
長

8d
以

上

L3h

d

20d

<25d>

10dかつ

150mm以上

<25d>

10d －

鉄筋

SD295A

SD295B

SD345 

SD390

SD490

の種類
18 21 24～27 30～36 39～45 48～60

SD295A

SD295B

SD345 

SD390

SD490

余
長

8d
以

上

L2

余
長

8d
以

上

L2
15d20d 15d 15d 15d 15d

15d15d15d20d 20d 20d

20d 20d 20d 15d 15d

20d20d25d25d

15d 15d 15d 15d 15d 15d

15d15d15d15d20d20d

20d20d 15d 15d 15d

継手および定着

3-1 継手
1. 対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他（機械式継手・突合せ

アーク溶接継手など）の仕様は構造図による。

2. 柱梁主筋を除く異形鉄筋の重ね継手長さは、表3-1-1による。重ね継手の継手位置とは、継手長さ

の中央を示す。また、保有水平耐力計算を行わない場合の直線重ね継手長さは、40dかつ表3-1-1

の継手長さ以上とする。

（凡例：　採用、　不採用）

表3-1-1による。

表3-1-1かつ、40d（軽量コンクリートを使用する場合は、50d）以上とする。

3. D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

4. 径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径（d）を用いる。

5. あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。

その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-1のL1を確保すること。

6. 梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議すること。

床

梁 梁

図3-3-1　梁主筋の重ね継手

水平重ね継手 上下重ね継手

7. ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-2による。

径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径（d）を用いる。8.

径の差は、原則として7mm以下とする。

鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。9.

フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材料は10.

表3-1-3による。

隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、壁の場合およびスラブ筋（基礎スラブ筋を含む）11.

杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。12.

でD16以下の場合は除く。

表3-1-2　ガス圧接・フレア溶接の形状

軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。1.

継手位置は、継手の好ましい位置に設けること。2.

（注）

圧接の場合

主筋（柱梁主筋を除く）のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

図3-1-2　隣り合う継手位置

3-2 定着
1. 異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。

ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

2. 梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

3. 梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

4. 柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さを確保で

きない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面ま

での投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。

5. 大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さを確保できな

い小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、仕口面か

ら鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb（かつ、原則として、定着される梁幅の1/2

倍）以上とする。

6. 開口補強等の鉄筋定着長さは、表3-1-1に示す継手長さとする。

ここで、開口補強等の鉄筋とは、§12に示す鉄筋とする。

（注）1. 軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

（注）1. 軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

2. 「 - 」は適用範囲外を示す。

3. < > は片持ち部材の場合を示す。

表3-2-3　折曲げ定着長さ　La,Lb

（注）1. La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ

2. Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ

3.

（片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)

その他の継手および定着
1. 溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は応力伝達用とする。

2. 溶接金網の定着は、図3-3-3による。

3. 帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。

溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

4. 鉄筋格子については、3-1継手、3-2定着による。

（a）応力伝達用

図3-3-1　溶接金網の重ね継手

図3-3-3　溶接金網の定着

（b）ひび割れ幅制御用

図3-3-2　溶接金網の重ね継手の合わせ面

あきaを確保する

重ね継手長さ

継手位置

継手位置

180°フックの場合※

折曲げ開始点 折曲げ開始点

※フックを135°フック、90°フック
とする場合のフック形状は表2-1による。

（ ）内は、

SD490の場合

に適用する

原則として

鉄筋は、

D16以下と

する

フレア溶接

ふくらみの直径・長さ 片ふくらみ

E4915,E4916等の低水素系溶接棒

主筋（柱梁主筋を除く）のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む）

軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

 

圧接面 圧接面

圧接面形状

片面の場合 溶接のビード幅

鉄筋径d 最小値

（ビード幅）

とする場合のフック形状は表2-1による。
※ フックを135 °フック、 180 °フック

定着起点折曲げ開始点

定着起点

溶接される鉄筋の種類 被覆アーク溶接棒の種類 ソリッドワイヤの種類

定着長さ

定着起点

定着起点折曲げ開始点

下端筋定着長さ

部位
小梁 スラブ

折曲げ定着長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さLa

小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影長さLb

La（ただし、柱せいの3/4以上）

Lb（ ただし、梁幅の1/2以上）

異形鉄筋

圧接面のずれ

折れ曲がり

鉄筋中心の偏心量
圧接面

Δh=h1-h2≦d/5以下

両面の場合

<90°フック
のみ>

90 °フックの場合※

<90°フック
のみ>

柱せい

梁幅

1.5Pかつ150以上

50

2本以上
L3 L2 P

1.5Pかつ150以上 P Pかつ100以上 P

タイプA タイプB

3-3

L1/2

1.5巻以上

135°折曲げ

余長6d

90°折曲げ余長12d

余長6d以上
余長12d以上

末端定着 重ね継手

重ね継手50d

余長12d以上

1.5巻以上

末端定着 重ね継手

（a）円形スパイラル筋

135°折曲げ

余長6d

90°折曲げ余長12d

（b）角形スパイラル筋

図3-3-4　スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

または135°折曲げ余長6d

または135°折曲げ余長6d

余長6d以上

余長6d以上

2

2

Fc(N/mm )2

Fc(N/mm )2

Fc(N/mm )

重ね継手50d

余長6d以上

（
1.

5d
以

上
）

d/
5以

下

2013.03.27 改訂社団法人　日本建築業連合会　設計委員会　鉄筋コンクリート造配筋標準図WG

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



鉄筋コンクリート配筋標準図（３）

S-05

 －　
 －　

§4 かぶり厚さ

2. 柱・梁かぶり厚さは表4-1を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。

3. 配筋は構造体寸法（打増しを除いた寸法）から所定の設計かぶり厚さを確保できる位置にて行う。

耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。4.

　耐久性有効な仕上げの例

4-2 バーサポート・スペーサー・結束線
1. バーサポート・スペーサーのサイズは設計かぶり厚さを満足するものを使用する。

2. バーサポート・スペーサーの種類は設計基準強度以上のコンクリート製または鋼製を使用する。

・タイル張り

・モルタル塗り（10mm以上）

・打増し（10mm以上）

ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを確保する。

柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。

この打増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。

捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。7.

軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。

表4-1　鉄筋のかぶり厚さ

4-1 鉄筋のかぶり厚さ
1. 鉄筋のかぶり厚さは表4-1による。

5.

6.

8.

最小

かぶり厚さ
部  位

設計

かぶり厚さ

設計かぶり厚さ

施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後最小かぶり厚さを下回る危険性を

少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さを示す。

最小かぶり厚さ

建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側については耐久性の観点から10mm増した

かぶり厚さを示す。

※3

※4

柱・梁・基礎・基礎梁・壁・地下外壁の側面のスペーサーはプラスチック製でもよい。

3. バーサポート・スペーサーの数量、配置は図4-2-1～図4-2-4による。

スペーサー（ドーナツ形）は縦使いを原則とする。梁の側面の場合、スペーサーを設置する腹筋と

近傍のあばら筋を動かぬよう緊結させる。

4.

断熱材打込み時のバーサポートは断熱材用の製品（プレート付き）を使用するか、またはバーサポ

ート下に樹脂バットを設置し、断熱材にめりこまないようにする。

鋼製バーサポートは在来型枠との接触面に防錆処理を施した製品を使用する。

結束線は内側に折り曲げることを原則とする。7.

5.

6.

40

40

40

耐久性上有効な

耐久性上有効な

30 30

50 40

40
5
0

50

40 40

50 40

50

70 50

50

70

40

5050

70 50
40

5050

70
70

70 70

70 70

70

50 50

70 50

70
70

50
40

地業または断熱材

30

※140

40

50

30

40

※1

※1

60

50

※250

※270

※270

20

※130

30

40 ※1

20

※130

50

40

40 ※2

※260

※260

50
70

40
30

基礎スラブ

D

D≦1000   1辺に2個

D＞1000   1辺に3個（ただし、Dが500毎に1個増す） 

d

b c

a

20
0程

度
20

0程
度

P

a b c

a

d

b c

P
P

50
0程

度

P

300以下

PP

300以下

P

300以下
P

300以下

4
0

40

スラブ

柱・梁

耐力壁

非耐力壁

土に接し
ない部分

※3 ※4

（単位mm）

煙突内面

擁壁・基礎スラブ

土に接す
る部分

柱・梁・壁・スラブ

布基礎の立上り部分

基礎スラブ・擁壁

基礎

非耐力壁（断面） 機械架台基礎（屋外）

 （屋内）（屋外）

仕上げなし

耐力壁（断面）

（屋内）（屋外）

地下外壁（断面）

（屋内）（屋外）

柱（地下階）

（屋内）

（屋外）

（屋外）

一般階スラブ 

（屋外）

（屋外）

基礎梁（基礎スラブ付の場合）

（屋内）

（屋外）（屋外）

（屋外）

擁壁 ドライエリア

・図中の     は 土が接する部分を示す。

図4-1  部位別設計かぶり厚さ

基礎梁（基礎スラブのつかない場合）

（屋内）

（屋外）（屋外）

（屋外）

地階二重スラブ 土に接する構造スラブ・土間コンクリート

（屋外）

（屋外）

（屋外）

（屋外）

（屋外）

（屋内）

杭基礎 

（屋内）

FL

注）基礎下端筋のかぶり厚さは
杭天端からの寸法を示す。

独立基礎

布基礎・ベタ基礎

柱・梁

Pは1500程度とする。

または

バーサポート

スペーサー

または

梁（片側スラブ付の場合） 梁（両側スラブ付の場合）

（a）梁（片側スラブ付の場合）

スペーサー
（原則として腹筋に取り付ける）

（b）梁（両側スラブ付の場合）

バーサポート

かんざし筋
（梁主筋と同径程度）

（c）柱

ⓑまたは  いずれとしてもよい。

図4-2-1   柱・梁のバーサポート・スペーサーの取付け要領

壁

Pは縦・横共1500程度とする。

壁前後のスペーサー位置は、縦方向・横方向のいづれかの間隔を200程度とすればよい。

第一横筋位置

図4-2-2　壁のスペーサーの取付け要領

P

（屋外）

屋内

屋内

屋内

屋外

屋外

屋外

c

スペーサー
（原則として

腹筋に取り付ける）

スペーサー
（原則として

腹筋に取り付ける）

スペーサー

仕上げあり

耐久性上有効な

耐久性上有効な

仕上げなし

仕上げあり

50 40

40
40

柱（一般階）

（屋内）（屋外）

耐久性上有効な
仕上げなし

耐久性上有効な
仕上げあり

30
30

（屋内）

（屋内）

40

4050

梁（一般階） 梁（地下階）

（屋内）（屋外）

40

40
4050 （屋内）（屋外）

40

耐久性上有効な
仕上げなし

40

耐久性上有効な
仕上げあり

基礎スラブ

土間コンクリート

耐力壁

天井（ルーバー天井など

（屋外）

（屋内）

（屋内）

（屋内）

（屋外）

（屋外）
（屋外）

※5

非耐力壁

（屋外）

（屋外）

外気が進入する

場合はbとする）

機械架台基礎

非耐力壁

非耐力壁
c

a

c

b b

d

a

c

c

b
b

ji

f

bb d

f

b c a a

ab

a c

h

b

f

c

c

f
e

d

d

c

c

c

d

d

k

d

c

d

e

f

d

d

f

f

d

a

f f

f
d

d

d

i

k

d

k
i

FL

f

※5 ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。

免震材料の上部・下部躯体

上部躯体

下部躯体

免震材料

50

50

50

50

50

P

分類記号

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k
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§5 基礎

10
00

程
度

10
00

程
度

10
00

程
度

1000程度 1000程度 1000程度

（3000x3000程度の場合）

1000以下

1000程度 1000程度

1000以下

100以下

10
0以

下

10
00

以
下1

00
0程

度

ly

l
x

通し筋または柱へL2定着

はかま筋 

はかま筋がある場合はかま筋がない場合

15d

基礎筋の上下の位置関係

はかま筋がある場合はかま筋がない場合

L2 15d

通し筋または柱・梁へL2定着

受け筋D13以上

連続基礎配力筋

連続基礎主筋 

L2

P2

P2/2以内

P1
P1

基礎主筋

配力筋（通し）

配カ筋（定着）

基礎主筋

第1基礎主筋

バーサポート （スラブの長辺方向の内法長さ）

（
ス

ラ
ブ

の
短

辺
方

向
の

内
法

長
さ

）
バ

ー
サ

ポ
ー

ト
 

L2

P2

P1
P1

/2
以

内

配力筋

基礎主筋配力筋

基礎主筋

第1基礎主筋

P1
L2

P1

P2 L2 P2

基礎主筋

配カ筋（定着） 

基礎主筋

15d

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による 基礎筋

はかま筋

2
0d

基
礎

筋
は

か
ま

筋

20
d

20
do

フ
ッ

ク
付

重
ね

継
手

 

 （
do

は
は

か
ま

筋
と

基
礎

筋
の

細
い

方
の

径
）

余長

8d以上

15d 15d

余長8d以上

20
d以

上

（
dは

基
礎

筋
の

径
）

基礎筋

20
d

基
礎

筋
は

か
ま

筋

15d15d

Lx/4Lx/2Lx/4L2

Lx（Ly）

B/2以上

梁幅B

余
長

8
d以

上

余
長

8d
以

上

L2h Lx/4

50mm

程度以下 15d

Lx/4

15d

（Ly-Lx/2）

※1
※3

※3

※2

※1

※2

※3

Lx/4 Lx/4

8dかつ150かつB/2以上

L2
L2

8dかつ150かつB/2以上

梁幅B

L2 L2

B

Lx/4 Lx/4

15d15d

Lx/4Lx/2Lx/4L2

Lx（Ly）

B/2以上

梁幅B

余
長

8d
以

上

余
長

8d
以

上

L2h Lx/4

50mm

程度以下
15d

Lx/4

15d

（Ly-Lx/2）

※1
※3

※3

※2

※1

※2

※3

図4-2-3　基礎のバーサポートの取付け要領

基礎

スラブ 下端筋側　上端筋側

上端バーサポート

下端バーサポート

図4-2-4　スラブのバーサポートの取付け要領

直接基礎（独立基礎）5-1

図5-1　独立基礎

直接基礎（連続基礎）5-2
1. 連続基礎の側柱交差部は、外周部の基礎主筋を連続して配置する。

2. 中柱交差部における基礎主筋を連続する方向は構造図による。

3. 隅柱交差部は、両方向の基礎主筋を連続して配置する。

図5-2-1　直接基礎（連続基礎） 

（1）側柱交差部

（2）中柱交差部

（3）隅柱交差部

図5-2-2　連続基礎（交差部）

・P1,P2は設計ピッチとする。

・ハッチ部は基礎梁・柱を示す。

杭基礎5-3

は構造図による

（定着）

（通し）

図5-3-1　1本杭の場合

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

L2
柱面

図5-3-2　2本杭以上の場合

基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置5-4
1. 採用するタイプは、構造図による。

2. 基礎スラブの第1鉄筋は基礎粱のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

Lx:短辺方向内法寸法

Ly:長辺方向内法寸法

基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着（L2）、フック付定着（L2h）のいずれとしても

よい。ただし、投影定着長さ（水平のみこみ長さ）をB/2以上確保する。

下端筋の定着は、フック付定着（L2h）とする。ただし、投影定着長さ（水平のみこみ

長さ）をB/2以上確保する。

（　）内の寸法は長辺方向の場合を示す。

（a）定着およびカットオフ長さ

（b）継手位置

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

図5-4-1　べた基礎の耐圧スラブなどの場合（タイプA）

Lx:短辺方向内法寸法

Ly:長辺方向内法寸法

基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着（L2）、フック付定着（L2h）のいずれとしても

よい。ただし、投影定着長さ（水平のみこみ長さ）をB/2以上確保する。

下端筋の定着は、フック付定着（L2h）とする。ただし、投影定着長さ（水平のみこみ

長さ）をB/2以上確保する。

（　）内の寸法は長辺方向の場合を示す。

（a）定着およびカットオフ筋長さ

（b）継手位置

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

図5-4-2　その他の基礎スラブの場合（タイプB）

・基礎スラブの配筋が左右で同じ場合、通し配筋としてよい。

図5-4-3　基礎スラブが粱下で連続する場合の定着

L2かつB/2以上

L2かつB/2以上

図5-4-4　幅の小さい粱への定着要領

　（L2hが確保できない場合） 

梁 

基礎スラブ 

10
0
以

下

10
00

以
下

100以下

はかま筋
10

00
程

度

20
d
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§6 基礎梁

6-1 基礎大梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
1. 採用するタイプは、構造図による。

2. カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-1-1～3による。

D

図6-1-1　直接基礎（ベタ基礎・連続基礎）の場合（タイプA）

6-2 基礎小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
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図6-1-3　杭基礎、直接基礎（独立基礎）の場合（タイプC）

L2

L2

L2

L2

L2
L2

L2

0＜D≦200 200＜D≦1000

柱 柱

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

（a） 定着およびカットオフ筋長さ

（a）定着およびカットオフ筋長さ

図6-1-2　杭基礎、直接基礎（独立基礎）の場合（タイプB）

（b） 継手位置

（b）継手位置

（b）継手位置

（b）継手位置

（a） 定着およびカットオフ筋長さ

（a） 定着およびカットオフ筋長さ

図6-2-1　基礎小梁が連続梁の場合（タイプA1）

図6-2-2　基礎小梁が単独梁の場合（タイプA2）

図6-2-5　幅の小さい粱への定着要領

図6-2-3　基礎小梁が連続梁の場合（タイプB1）

L2
L2

（a） 定着およびカットオフ筋長さ

  8dかつ150かつB/2以上

梁幅B

Lo

基礎小梁

8dかつ150かつB/2以上

基礎粱と基礎の取合い部補強要領6-3

（a） 定着およびカットオフ筋長さ

図6-3　取合い部補強要領

図6-4　基礎大粱と最下階柱の取合い部配筋要領

（b）継手位置

（a） 定着およびカットオフ筋長さ

（b）継手位置

Lo

（b）継手位置

Lo

基礎梁

Lo

Lo Lo

下図へ続く

あばら筋を通す

梁

上図へ続く

下図へ続く

基礎梁

上図へ続く

連続端

連続端

連続端

2段筋

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

2段筋

第1あばら筋第1あばら筋

第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋
2段筋

ない場合は監理者と協議すること）

第1あばら筋

2段筋

基礎大梁

基礎大梁

連続端連続端

基礎大梁基礎大梁 基礎大梁

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

2段筋

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

2段筋

連続端

連続端連続端

連続端連続端

基礎大梁

基礎大梁

基礎大梁　 基礎大梁

端部

外端

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

1. 採用するタイプは、構造図による。

2. 基礎小梁の上端筋・下端筋の定着長さはL2以上とする。

外端

外端

（図中の継手位置に継手を設けられ

端部

外端　

　端部　　 　端部　　

　端部　　 　端部　　

図6-2-4　基礎小梁が単独梁の場合（タイプB2）

1. 基礎粱と基礎の取合い部補強要領は構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-3による。

2. 取合い部補強の幅は、基礎梁と同じとする。

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

6-4 基礎大粱と最下階柱の取合い部配筋要領
基礎大粱と最下階柱の取合い部配筋要領は構造図による。

構造図に記載のない場合は、図6-4による。

（1） 基礎大梁幅が柱幅より大きい柱脚の場合 （2） 基礎大梁幅が柱幅より小さい柱脚の場合

（図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること）

ない場合は監理者と協議すること）

（図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること）

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

（図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること）

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること）

（図中の継手位置に継手を設けられ

（Lbが確保できない場合） 

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

Lo

Lo

基礎大梁

2段筋

2段筋第1あばら筋 第1あばら筋

D
L2

L2
h

D
L2

L2L2

3D/4

3D/4

3D/4

3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4
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§7 柱

7-1 柱の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
1. 継手はガス圧接、重ね継手を示し、それ以外の継手の仕様は構造図による。

2. Hoは柱の最大内法高さとする。

3. 柱主筋の定着は以下による。

4. カットオフ筋長さは以下による。

図7-1-1　柱主筋の定着およびカットオフ筋長さ

7-2 柱の仕口部（柱・梁接合部）
1. 柱の仕口部の範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁せいが重な

る範囲を仕口部とする。（図7-2-1）

2. 直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、仕口部帯筋

配筋は適用しない。（図7-2-2）

3. 柱の仕口部帯筋の範囲は、図7-2-3による。

4. 柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。

図7-1-2　継手位置

15
d以

上
最も低い梁天端を基準とする

柱脚主筋

最も高い梁下端を
基準とする

柱頭カットオフ筋
（柱頭のみに必要な鉄筋）

基準とする
最も低い梁天端を

最も高い梁下端を
基準とする

柱頭主筋

15
d以

上

Ho
/2

+1
5
d

Ho
/2

+1
5d

柱脚カットオフ筋
（柱脚のみに必要な鉄筋）

Ho

Ho
/4

以
上

Ho

50
0以

上

H
o

Ho
/4

か
つ

Dの
大

き
い

方
Ho

/
4

柱Dy

Dx DはDx、Dyの大きい方の寸法

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

柱

ア

イ

平面

柱 柱梁 柱梁 梁

梁 梁

図7-2-2　柱仕口部範囲の有無

直交梁なし

平面
有 有 無

仕
口

部

仕
口

部

7-3 定着
1. 柱部の定着は図7-3-1による。

2. 柱脚部の定着は図7-3-2～図7-3-3による。

折曲げ開始点

柱頭部は180°フック

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

L2
h

四隅は
180°フックを設ける。

図7-3-1　最上階の柱の場合（中間階で上に柱のない場合）
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つ
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則
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・梁内の柱帯筋の有無、仕様は構造図による。

図7-3-2　最下階の柱の場合

基礎梁天端

L2
h

8dかつ150以上

基礎梁天端

L2
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つ
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則
と

し
て

基
礎

筋
直

上
ま

で
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0程

度

・柱の主筋で垂直に定着長さが確保
されない場合には、左図による。

図7-3-3　最下階の柱主筋の支持

7-4 柱主筋の折曲げ位置および帯筋
1. 柱主筋の折曲げ位置は、梁の主筋間隔内でとる。（図7-4-1）

2. 柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合（図7-4-1）の梁上第1帯筋は、上階柱帯筋と同径の帯筋を

2組重ねる。

D

第1帯筋
（2組重ね）

第1帯筋
原則として柱主筋と
梁主筋の中心線の
交点を折曲げ起点とする。

※ e/D≦1/6の場合のみ運用可とする。

図7-4-1　柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合

e

L2
か

つ
梁

下

か
ら

15
d以

上

第1帯筋

第1帯筋

図7-4-2　柱主筋を通し筋としない場合

150以下余長8d以上
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h

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

D

（柱のしぼり寸法が150mm以下の場合）

§8 大梁

8-1 大梁カットオフ筋長さおよび継手位置
1. カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図8-1による。

2. 大梁継手位置は、図8-1による。

Lo/4 Lo/4Lo/2

15d 15d

Lo/4 Lo/4Lo/2

15d 15d

Lo

D

（a）カットオフ筋長さ（端部カットオフ筋）

Lo/4 Lo/4Lo/2

20d 20d

Lo/4 Lo/4Lo/2

15d 15d

Lo

D

（b）カットオフ筋長さ（中央カットオフ筋）

Lo/4

Lo

D

（c）継手位置

・中央部で両側カットオフ筋が重なる場合は通し筋としてもよい。

D DLo/4

Lo/4 Lo/4Lo/2

継手の好ましい位置
（図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること）

図8-1　大梁のカットオフ長さおよび継手位置

8-2 梁主筋の柱への定着
1. 梁主筋の柱への定着は原則として折曲げ定着とし、定着要領は構造図による。

構造図に記載のない場合は、図8-2-1、図8-2-2による。

2. 下端筋の定着は、曲上げを原則とする。

曲上げ筋がおさまらず、曲下げとする場合（図中の破線）は、監理者と協議すること。

D
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長

8d
以

上

L2

余
長

8d
以

上
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筋

の

鉛
直

長
さ

L
2

2段筋
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図8-2-1　最上階の場合（上に柱のない場合）
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余
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第1あばら筋

図8-2-2　中間階の場合

・吊上げ筋の上端の折曲げ形状は90°でもよい。

・吊上げ筋は、折り曲げた主筋のすべてにかける。

・吊上げ筋の種類、径は構造図による。

図8-2-3　吊上げ筋の形状

Laかつ3D/4以上

L2

2段筋

吊上げ筋

Laかつ3D/4以上

L2

余
長

8
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上

余
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D

Laかつ3D/4以上

吊上げ筋
（図8-2-3）

梁のコーナー
主筋は折曲げ
通し筋とする

通し筋と
してもよい

（図8-2-4）

図8-2-4　ハンチ部配筋

8-3 梁主筋が真直ぐ通らない場合のおさまり
梁主筋は原則として通し筋とするが、鉄筋のあき寸法が確保できる場合は折曲げ定着としてもよい。

直線定着とする場合は、監理者と協議すること。

図8-2-5　最上階柱頭補強（上に柱のない場合）

・あばら筋と同径@200以下に設け、交差部は上側となる梁主筋に設ける。

第1帯筋
（梁主筋直上）

第1帯筋
（梁下端）

仕口部帯筋

上階柱
の帯筋

下階柱の
帯筋

仕口部帯筋

ア 矢視図 イ 矢視図

図7-2-1　柱の仕口部の範囲

・第1帯筋は上（下）階の柱の帯筋と
同様とする。

図7-2-3　仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置
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図8-3-1　鉛直方向にずれのある場合

D
柱

e

梁

D
柱

e

梁

は、通し筋としない場合の
折曲げ定着を示す。

は、通し筋としない場合の
折曲げ定着を示す。

図8-3-2　水平方向にずれのある場合

吊上げ筋

真直ぐ伸ばす

折り曲げる

（2階以上）
基準階梁天端

最下階

梁天端

（1）柱頭主筋の定着:柱に取り付く最も高い梁下端からL2以上かつ最も高い梁天端から15d以上とする。

（2）柱脚主筋の定着:柱に取り付く最も低い梁天端からL2以上かつ最も低い梁下端から15d以上とする。

（1）柱頭カットオフ筋長さ:柱に取り付く最も低い梁下端からHo/2+15d以上とする。

（2）柱脚カットオフ筋長さ:柱に取り付く最も高い梁天端からHo/2+15d以上とする。

（1）四隅の主筋 （2）四隅以外の鉄筋

（1）べた基礎・布基礎 （2）直接基礎

（1）e/D≦1/6の場合

（2）e/D＞1/6の場合

（1）e/D≦1/6の場合 （2）e/D＞1/6の場合

L2
h

四隅以外は、原則
直線定着とする。

（1）柱主筋を基礎筋上に自立させる場合 （2）柱主筋の支持方法を別途考慮する場合

柱
脚

主
筋

の

定
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柱
頭

主
筋
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定
着
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2段筋 2段筋
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8-4 柱梁配筋概要図
1. 本図は§7～8に示す規定をラーメン形に集約したものである。

2. 最上階大梁は中央カットオフ筋、中間階大梁は端部カットオフ筋、基礎梁は端部カットオフ筋（タイプC）の配筋を示す。

柱梁接合部に機械式定着工法を適用する場合、各機械式定着工法に定める規定を満足すること。3.

基礎梁端部・中央部配筋区分

端部：柱面より Lo/4の範囲

中央：梁中央Lo/2の範囲

最下階

L
2

L2

L2

地反力を受ける基礎梁は別図による。

柱脚部主筋

一般梁端部・中央部配筋区分

柱主筋ガス圧接継手

L
2

柱主筋重ね継手の場合

中間階

L2

腹筋は、梁せい≧600の場合に入れる

腹　筋

中央：梁中央Lo/2の範囲

端部：柱面よりLo/4の範囲

最上階

仕口部の配筋は構造図による

帯筋は原則として@100以下とする

帯筋間隔

柱頭カットオフ筋

L2

L2+5d
L2+5

d

腹筋の継手は150mm以上とする

 

 

　　

　　　　　

 

一般階の梁も同様とする

8d以上

梁下端筋ガス圧接継手

スラブ勾配のある場合は
梁の上端を増打ちとする 

15d以上Lo/4 15d以上 Lo/4

最上階の柱四隅部主筋端にはフックをつける 

20d

以上

20d

以上

L2

L2

L2

Lo/4 Lo/2 Lo/4

（2段筋の場合、
下段筋は一般層
の梁端部と同様
とする） Lo
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L※
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梁上端筋ガス圧接継手

上端筋継手位置

梁せい

下端筋継手位置

Lo/4

下端筋継手位置

Lo/4 梁せい

Ho
/4

40
0以

上

Ho

柱
脚

配
筋

は
Ho

/2
+1

5d Ho

Laかつ
柱せいの
3/4以上

Laかつ
柱せいの
3/4以上

150以下

Lo

継
手

位
置

Ho
/4

か
つ

柱
せ

い
の

大
き

い
方Lo/4 Lo/2 Lo/4

15d以上 15d以上

L2
h※

Laかつ
柱せいの
3/4以上

Laかつ
柱せいの3/4以上

梁せいの

1/6以下
第一帯筋は梁主筋直上
より割り付ける 主筋折曲げ部帯筋は柱帯筋と

同径のものを2組重ね配筋する

主筋本数の異なる場合は
原則として柱内へ定着する 

第1あばら筋は柱面より割り付ける 

第1帯筋は梁下端より割り付ける 梁筋の定着は、投影長さが
柱せいの3/4を確保するように
折り曲げ定着する
下端筋は、原則として
曲げ上げる

吊上げ筋

※8dかつ

150以上
基礎下端筋の直上までとする。

※柱主筋の基礎梁への定着長さは、L2hかつ原則として

図8-4　柱梁配筋概要図

構造図による

※柱主筋の重ね継手寸法
は構造図による

§9 小梁・片持ち梁

9-1 小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

Lo/4 Lo/4Lo/2

15d 15d

L2

Lo

LbかつB/2以上

余
長

8d
以

上

L3※

B

20d

Lo/4Lo/6 7Lo/12

20d

2段筋 2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋

Lo/4 Lo/4Lo/2

15d 15d

Lo

20d

Lo/4Lo/2

20d

第1あばら筋 第1あばら筋

Lo/4 Lo/4Lo/2

15d 15d

L
2

Lo

LbかつB/2以上

余
長

8d
以

上

L3※

B

20d

Lo/6Lo/6 2Lo/3

20d

第1あばら筋 第1あばら筋

L2

連続端 連続端

上図へ続く
Lo/4

他端

※下端筋定着をフック付定着（L3h）とする場合は、表3-2-2による。

連続端

連続端
Lo Lo他端 連続端

Lo/6

Lo/2 Lo/4 Lo/4Lo/2Lo/4

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

図9-1-1　小梁（連続小梁）

端部 端部

※下端筋定着をフック付定着（L3h）とする場合は、表3-2-2による。

Lo

Lo/6

Lo/4Lo/4 Lo/2

Lo/6

図9-1-2　小梁（単独小梁）

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

9-2 小梁と大梁の取合い
1. 小梁主筋の定着で垂直に余長が確保できない場合は、上端筋は斜め定着、下端筋は斜め定着

あるいは水平定着としてもよい。

図9-2-1　小梁と大梁の取合い

大梁

小梁

平面立面

大梁

小梁

梁
下端筋はL3直線定着または

L3hフック付定着とする

図9-2-2　幅の小さい梁への定着要領

9-3 片持ち大梁・片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

9-4 片持ち梁・先端小梁のおさまり

2L/3

Laかつ3D/4以上

L2

100以下

Laかつ3D/4以上

15d

L2

L D

柱

片持ち大梁

2L/3

Laかつ3B/4以上

L2

100以下 L3

15d

L B

片持ち小梁
梁

L2

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

図9-3　片持ち梁

先端小梁あばら筋と
同径・同ピッチの　型筋

片持ち梁

平面

25d

型筋形状

柱

片持ち梁

平面（上端筋）

B

L2

L2

25d

型筋形状

8dかつ150かつB/2以上

片持ち梁

平面（下端筋）

B

L3

L3

先端小梁あばら筋と
同径・同ピッチの　型筋

先端小梁

柱

図9-4-1　片持ち梁と先端小梁のおさまり

図9-4-2　片持ち梁と先端小梁の出隅のおさまり

30程度 30程度

Laかつ
柱せいの
3/4以上

下図へ続く

（a）定着およびカットオフ筋長さ

（b）継手位置

（a）定着およびカットオフ筋長さ

（b）継手位置

L2

8dかつ150かつ

B/2以上

L3

L3h

梁幅B

（1）片持ち大梁

（2）片持ち小梁

（a）定着およびカットオフ筋長さ

（b）継手位置

柱

　　（Lbが確保できない場合）

2段筋 2段筋

2段筋 2段筋
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§10 スラブ

10-1 定着
1. スラブ筋の定着は、図10-1-1による。

2. 幅の小さい梁への定着は、図10-1-2による。

3. 片持ちスラブは構造図による。

B B

L
2

余
長

8d
以

上 LbかつB/2以上 L2かつB/2以上

L2かつB/2以上

L3 L3 L3・スラブの配筋が梁左右で同じ場合は、

通し筋としてもよい。

図10-1-1　定着

L3

L2

梁

梁幅B

スラブ

図10-1-2　幅の小さい梁への定着要領

（Lbが確保できない場合）

10-2 カットオフ筋長さおよび継手位置

Lx/4 Lx/4Ly-Lx/2

柱列帯 柱間帯 柱列帯

Lx
/4

Lx
/4

Lx
/2

柱
列

帯
柱

間
帯

柱
列

帯

t

Lx
/4

+1
5d

Lx
/4

+1
5d

10
0以

下
10

0以
下

Lx

Lx
/4

受
け

筋

D1
3
以

上
か

つ
ス

ラ
ブ

筋
の

最
大

径
15

d

Lx
/4

15
d

短
辺

方
向

柱
間

帯
部

Lx/4+15dLx/4+15d

100以下

Ly

t

Lx/4

15d

Lx/4

Lx=短辺内法長さ

Ly=長辺内法長さ

長辺方向柱間帯部

Lx
/4

Lx
/4

Lx

Lx/4 Lx/4

上端筋下端筋

CL

CL

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

図10-2　カットオフ筋長さおよび継手位置

長辺方向 短辺方向

10-3 高低差のある場合のスラブ筋のおさまり

梁主筋の上を通る場合 梁主筋の下を通る場合

LbかつB/2以上

h

余
長

8d
以

上

L2

L3

B

LbかつB/2以上

L2

8dかつB/2以上

B

L3

余
長

8d
以

上

L3

B

t

8d
以

上 h

LbかつB/2以上※

L2

L3

t

b

L2
h

L3

tL2

70
未

満

h
L2

b

t2/2以上

t1h
L2

t2

L3

図10-3-1　スラブが梁側面に付く場合

D13かつスラブ筋以上

D13かつスラブ筋以上

b≧t

※スラブ上端筋の水平投影長さがLbかつB/2以上

確保できない場合は（2）による。

梁主筋の上を通る場合

D13かつスラブ上端筋と
同径・同ピッチ以上を　型配筋

b≧tかつ180mm

・（1）～（3）は壁がない場合を、（4）は壁がある場合を示す。

・上記以外の場合は構造図による。

図10-3-2　梁より片側スラブが上がる場合

t

h

t

h

70
未

満

L2

70
未

満

L2

L2

D13かつ
スラブ上端筋と
同径・同ピッチ以上

D13かつスラブ上端筋以上

・h≧t+70mmの配筋要領は構造図による。

図10-3-3　梁の両側のスラブが上がる場合

図10-3-5　スラブ中間部に高低差のある場合

15d

D13かつスラブ筋以上 D13かつスラブ筋以上

D13かつスラブ上端筋以上

D13かつ
スラブ上端筋と
同径・同ピッチ以上

100以下

（1）上端筋の継手

Lx
/4

Lx
/4

Lx

Lx/4 Lx/4
CL

長辺方向 短辺方向

（2）下端筋の継手

（1）h>50mmかつスラブ下端筋が （2）スラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合

（1）0≦h≦50mmかつスラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合

（2）h＞50mmかつスラブ下端筋が

（3）h＜t+70mmかつスラブ下端筋が （4）h＜3t1かつt2＞t1

（1）h≧0かつスラブ下端筋が梁主筋の下を通る場合

（2）h＜t+70mmかつスラブ下端筋が梁主筋の上を通る場合

（a）カットオフ筋長さ

（b）継手位置

h

8dかつ150かつ

B/2以上

10-4 補強筋

1. 片持ちスラブの出隅および入隅部補強筋は構造図による。構造図に記載のない場合は図10-4-1～図10-4-3による。

2. 屋根スラブの出隅部および入隅部は構造図による。構造図に記載のない場合は図10-4-4、図10-4-5による。

・ℓ1,ℓ2両片持ちスラブの配筋量の多い方の主筋と同径・

同ピッチとし、スラブ上端筋と下端筋の間に入れる。

・片持ちスラブの配力筋、ℓ1,ℓ2の範囲まで延長する。

・かぶり不足となる場合は（2）直交補強筋タイプとする。

ℓ2

ℓ1

L2

※1

ℓ1 ℓ1かつL2以上

※
1

ℓ2
ℓ2

か
つ

L2
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上

※2
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※
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ℓ
2

ℓ
2か

つ
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以
上

3-D13-@100
（上端筋と下端筋の

間に入れる）15
00 上端筋間隔が@100以下

となるように3-D13に
より補強する

750

1500

15
00

5-D13-@100
（上端筋と下端筋の

間に入れる）

25
00

上端筋間隔が@100以下
となるように5-D13に
より補強する

ℓ

ℓ=1500

5-D13-@100
（上端筋と下端筋の

間に入れる）
ℓ=1500

上端筋間隔が@100以下
となるようにスラブ筋
と同径筋により補強する

1500
1500

75
0

75
015

00

片
持
ち
ス
ラ
ブ

基準階スラブ 屋根スラブ

柱の外面で囲まれる範囲

出隅部の配力筋の補強配筋

※1印の範囲の上端配力筋は半分のピッチと

なるように両片持ちスラブの配筋量が多い

方の主筋と同径筋により上端筋を追加する。

出隅受け部の主筋の補強配筋

※2印の範囲の上端主筋は半分のピッチと

なるように両片持ちスラブの配筋量が多い

方の主筋と同径筋により上端筋を追加する。

図10-4-1　片持ちスラブ出隅部補強要領

左図による

図10-4-2　片持ちスラブ入隅部補強要領 図10-4-3　片持ちスラブ入隅部補強要領

図10-4-4　屋根スラブ出隅部補強要領

5-D13-@100

小梁

（上端筋と下端筋の
間に入れる）

5-D13-@100
（上端筋と下端筋の

間に入れる）

750 750
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より補強する

出
隅
部

入
隅
部

出
隅
部

入
隅
部

柱
梁
内
ス
ラ
ブ

（1）斜め補強筋タイプ

（2）直交補強筋タイプ（出隅部の配力筋と出隅受け部の主筋の両方を補強する）

（1）斜め補強筋タイプ （2）直交補強筋タイプ （1）斜め補強筋タイプ （2）直交補強筋タイプ

（1）斜め補強筋タイプ （2）直交補強筋タイプ

（1）斜め補強筋タイプ （2）直交補強筋タイプ
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0
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0

750

12
50

12
50

図10-4-5　屋根スラブ入隅部補強要領
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図10-3-4　梁上で段差のある場合
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§11 壁

11-1 壁と柱・梁とのおさまり
1. 壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁に設けない。

2. 壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2～図11-1-4による。

3. 壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以内かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に配置する。

・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。

・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。

L1

L2 L1

≦P1

P1ピッチ

P2
ピ

ッ
チ

≦
P2
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設
計
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ッ

チ
以

下

L2
L110

0以
下

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

L1
L2

L2
10

0以
下

L1

D

L2

L2
hか

つ

投
影

長
さ

D/
2以

上

L1

L2
hか

つ

投
影

長
さ

D/
2以

上

L2

D

L1

図11-1-1　定着と継手

梁

柱 柱

梁主筋位置

梁主筋位置

柱主筋位置柱主筋位置

（1）

図11-1-2　帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法

柱

梁

柱 柱

図11-1-3　柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法

A部

A部

・A部は図11-1-5による。

・A部は図11-1-5による。

図11-1-4　梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法

内側横筋は
L2定着してもよい

内側縦筋は
L2定着しても
よい

8dかつ150以上

壁筋

帯筋またはあばら筋

壁筋

※定着長さは
L2とする。

帯筋またはあばら筋

・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を
8dかつ150以上、帯筋・あばら筋内に定着する。

図11-1-5　A部鉄筋折曲げ形状と寸法

11-2 壁と壁・スラブとのおさまり
1. 縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

2. 横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

L1 L2

L2

L2

L2

L1

L2

L2

L2

L2

L
2

L2 L2

縦補強筋 縦補強筋 縦補強筋

横筋ピッチが同じ場合 横筋ピッチが異なる場合

B部

縦補強筋

B部

縦補強筋 縦補強筋

横筋ピッチが同じ場合 横筋ピッチが異なる場合

縦補強筋 縦補強筋

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

図11-2-1　壁端部と直交壁との接合部おさまり（L形・T形）

L2 L2 L2

L2 L2L2

横補強筋 スラブ 横補強筋 スラブ

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

横補強筋

スラブ スラブ横補強筋

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

図11-2-2　壁とスラブのおさまり

11-3 壁端部・開口部小口補強

L2 L2

L

コ型補強筋が外側の場合 コ型補強筋が内側の場合 壁筋にフックを設けた場合

耐
力
壁

図11-3　壁端部・開口部小口補強

≦P1

L1

L1
L1

梁

≦
P2

柱に定着する場合 （2）梁へ定着する場合

（1）柱に定着する場合 （2）通し筋とする場合

（1）梁に定着する場合 （2）通し筋とする場合

（1）先端90°フックとする場合 （2）先端を斜めに折り曲げる場合

（1）シングル配筋の場合

（2）ダブル配筋の場合

（3）壁交差部（B部）の縦補強筋配筋要領図

（1）壁脚部

（2）壁頂部

（注） 1. 耐力壁の場合、コ型補強筋は壁筋と同径・同ピッチとする。

2. L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。

3. 壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250ｍｍ以下の場合、開口部小口補強は省略する

ことができる。

L1

11-4 地下外壁
1. 地下外壁壁筋の定着は、図11-4-1～図11-4-4による。

2. 地下外壁の壁筋の継手は、地下外壁内とし、柱・梁に設けない。（図11-4-5）

3. e1は壁外面と柱外面のずれ、e2は壁外面と梁外面のずれを示し、e1,e2寸法は構造図による。

e1,e2が70mm以上の打増し部補強は、表13-1、表13-2-1及び表13-2-2による。

4. 土に接する側の縦筋・横筋は、原則として柱・梁主筋の外側を通す。

e1
柱

幅

内側縦筋は、
L2定着してもよい

梁幅e2

内側横筋は、
L2定着してもよい

地下外壁

屋外

図11-4-1　柱とのおさまり

屋外

図11-4-2　梁とのおさまり

A部（図11-1-5）

梁幅

L
2h

か
つ

D/
2以

上

e2

GL

L2

D

地下外壁厚

L2

L2
h
か

つ

基
礎

ス
ラ

ブ
直

上
ま

で

A部（図11-1-5）

12-1
1. 一辺の最大寸法が700mm以下の開口に対するスラブ補強は図12-1-1による。

2. 開口が連続するスラブの場合および片持ちスラブに開口を設ける場合の補強は構造図による。

スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、または50mm3.

以下でずらすことにより開口部から設計かぶりを確保できる場合は、補強筋を省略することができる。

4. 一辺の最大寸法が700mm以下の開口に対する非耐力壁の内壁の壁開口補強は図12-1-2による。

5. 耐力壁、非耐力壁の外壁および開口が連続する壁の場合の開口補強は構造図による。

6. 壁開口が柱また梁に接する場合、接する柱・梁の部分には補強筋を省略できる。（図12-1-3）

7. 壁開口の最大径が配筋間隔以下で鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、または50mm以下でずらすこと

により開口部から設計かぶりを確保できる場合は、補強筋を省略することができる。

梁幅

e2

L2

D

地下外壁厚

150

L2

L2
か

つ

基
礎

ス
ラ

ブ
直

上
ま

で

A部（図11-1-5）

A部は図11-1-5とする。

図11-4-3　壁上部のおさまり

上スラブ※ 上スラブ※

基礎スラブ 基礎スラブ

図11-4-4　基礎梁とのおさまり

※上スラブがない場合、または上スラブが置きスラブの場合の、地下外壁定着要領は構造図による。

A部は図11-1-5とする。

Lo

屋外

Lo/4 Lo/4Lo/2

屋内
内側横筋は、
L2定着してもよい

Ho
/3

2H
o/

3

Ho

屋内 屋外

横筋

縦筋 縦筋

地下階が1層の場合

（地下階が多層の場合の地下1階）

地下階が多層の場合

継手の好ましい位置

（図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること）

L2かつ

L1

L1

か
ぶ
り
厚
さ

Ho

屋内 屋外

Ho
/4

Ho
/4

Ho
/2

図11-4-5　継手位置

2-D13かつ
切断鉄筋と
同種・同径かつ

図12-1-1　スラブ開口補強

D13
上端筋の下に入れる

角形開口

（一辺の最大寸法が700mm以下）

円形開口

（直径700mm以下）

L1

L1

か
ぶ
り
厚
さ

L1

L1

2-D13かつ
切断鉄筋と
同種・同径かつ

D13
上端筋の下に入れる

か
ぶ
り
厚
さ

2-D13

図12-1-2　非耐力壁の内壁開口補強

角形開口

（一辺の最大寸法が700mm以下）

円形開口

（直径700mm以下）

か
ぶ
り
厚
さ

L1

同本数の1/2以上同本数の1/2以上

2-D13

シングル配筋
ダブル配筋

シングル配筋
ダブル配筋

図12-1-3　壁開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領

1-D13

L1

L1

1-D13

L1

L1

L1

L1 L1

L1

L1

L1

L2

L1

L1L2

L1

L2

L1

L1

L2

L1 L1

GL

§12 開口補強

梁上端筋直下まで

スラブおよび非耐力壁

2013.03.27 改訂社団法人　日本建築業連合会　設計委員会　鉄筋コンクリート造配筋標準図WG

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



鉄筋コンクリート配筋標準図（１０）
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 －　
 －　

§13 柱・梁・壁・スラブ打増し部配筋要領

13-1 柱

1. 構造図に記載のない打増しを行う場合は事前に監理者と協議すること。

2. 柱・梁の打増し部に耐力壁が取り付く場合の打増し配筋要領は構造図による。

3. 打増し寸法a,a1,a2が70mm未満の場合は補強筋不要とする。

打増し寸法a,a1,a2が70mm≦a≦200mmの場合の打増し部補強要領は図13-1-1～図13-3-2による。

打増し寸法a,a1,a2が200mmを超える場合の打増し部詳細事項は構造図による。

4.      部は打増しコンクリートを示す。

1. 梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、柱躯体内で確保し、打増し部は定着長さに算定しない。

2. 柱の打増し部配筋要領は表13-1、図13-1-1、図13-1-2による。

表13-1　柱補強筋

（耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による）

補強主筋

補強帯筋

D16-@300以下

D10-@200以下

図13-1-1　柱の打増し要領

図13-1-2　柱打増し部の補強主筋の定着

a2
20

d程
度

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

a1

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

20d程度 a1

ア

20
d程

度

打増し部
補強主筋

20
d程

度

20d程度

20
d程

度

20
d程

度

20d程度

20d程度

20d程度

ア 矢視図

13-2 梁
1. 小梁・耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、梁躯体内で確保し、打増し部は定着長さに算定し

2. 梁の打増し部配筋要領は表13-2-1、表13-2-2、図13-2-1による。

3. 打増し部腹筋は梁と同径・同段数とする。

20d程度
打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

a1
20d程度

20d程度
打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部腹筋

a1
20d程度

表13-2-1　梁側面補強筋 表13-2-2　梁上下面補強筋

（耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による）（耐力壁・スラブが取り付く場合の要領は構造図による）

補強主筋

（1）梁側面を打増しする場合

（2）梁側面および梁下面を打増しする場合

（3）梁上面を打増しする場合（スラブなし） （4）梁下面を打増しする場合

補強あばら筋

D16

梁あばら筋と同径

ピッチ200以下

梁幅

補強あばら筋

B≦350

2-D16

梁あばら筋と同径、ピッチ200以下

補強主筋

350＜B

D16-@250以下

A - A 断面

（片側スラブ付）

A - A 断面

（両側スラブ付）

打増し部補強あばら筋

13-3
1. 壁およびスラブの打増し部配筋要領は、図13-3-1、図13-3-2による。

図13-3-1　壁の打増し要領

図13-3-2　スラブの打増し要領

図13-2-2　梁打増し部の補強主筋の定着

図13-2-1　梁の打増し要領

・スラブが取付く場合は図10-3-2、図10-3-3を参照。

a120d程度
打増し部補強主筋

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

打増し部補強主筋

a2

B

B - B 断面（片側スラブ付）

20
d程

度

a120d程度
打増し部補強主筋

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

打増し部補強主筋

a2

B - B 断面（両側スラブ付）

20
d程

度

20
d程

度

a2

B

打増し部
打増し部補強あばら筋

C - C 断面

打増し部補強主筋

a2

20
d程

度

打増し部補強あばら筋

D - D 断面

20d程度 C

C

2
0d

程
度

20
d程

度

20
d程

度

20d程度20d程度

A

A B

B D

D

20d程度

20
d程

度

20d程度20d程度20d程度

立面

平面

a

打増し部分

縦筋はD10-@200とし、壁またはスラブ内に20d程度

横筋はD10とし、間隔は壁横筋と同じとする

定着させる

20d程度

a

D10-@200

20d程度

B

B

補強主筋

壁・スラブ

社団法人　日本建築業連合会　設計委員会　鉄筋コンクリート造配筋標準図WG
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構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



溶接標準（１）
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α

α

§1 一般事項

表1.1　適用範囲（JIS規格鋼材）

2015年12月24日版

日本建設業連合会　建築生産委員会　施工部会　鉄骨専門部会

建築設計委員会　構造設計部会

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

溶接構造用耐候性圧延鋼材

一般構造用炭素鋼鋼管

一般構造用角形鋼管

建築構造用圧延鋼材

建築構造用圧延棒鋼

建築構造用炭素鋼鋼管

一般構造用軽量形鋼

一般構造用溶接軽量H形鋼

4.記号の説明

継手形式

記号

B

T

C

名称

突合せ継手（Butt Joint）

T継手（T-Joint）

角継手（Corner Joint）

開先形状

記号

I

V

L

名称

Ｉ形開先

X

K

Ｘ形開先

Ｖ形開先

レ形開先

Ｋ形開先

溶接する側

記号

1

2

名称

片側溶接

両側溶接

溶接方法

記号

G

S

E

名称

GMAW,SMAW

SAW

ESW

溶込みの種類

記号

C

P

名称

完全溶込み溶接（Complete joint penetration Weld

部分溶込み溶接（Partial joint Penetration Weld）

Full penetration Weld）

F 隅肉溶接（Fillet Weld）

GMAW：Gas Metal Arc Welding：ガスシールドアーク溶接

SMAW：Shielded Metal Arc Welding：被覆アーク溶接

SAW ：Submerged Arc Welding：サブマージアーク溶接

ESW ：ElectroSlag Welding：エレクトロスラグ溶接

§2 完全溶込み溶接の開先標準

1.溶接方法ごとに、表2.1～表2.4に示す開先標準を適用する。

2.ﾙｰﾄ間隔、ﾙｰﾄ面、開先角度、開先深さの許容差は、JASS6（2015年版）付則5.による。

3.余盛高さの標準及び許容差はJASS6（2015年版）付則6.による。

B  I  -  2  S  C
ー ー ー ー ー

溶込みの種類

溶接方法

溶接する側

開先形状

継手形式

1.本溶接標準図は表1.1に示すJIS規格鋼材、及び国土交通大臣認定品を使用する鉄骨工事に適用する。

2.構造図に記載された事項は、本溶接標準図に優先して適用するものとする。

3.鉄骨製作工場の仕様と相違がある場合は、工事監理者との協議により溶接方法を決定する。

16≦ 0 2
D ：2(T-R)/3

D ：(T-R)/3

16≦ 0 2

16≦ 0 2

16≦ 0 2

適用板厚
T(mm)

ﾙｰﾄ間隔
G(mm)

ﾙｰﾄ面
R(mm)

開先角度
α α(°)

開先深さ
D  D (mm)1 2 1 2,

記号 図

1

表2.1 完全溶け込み溶接の開先標準（GMAW,SMAW） 表2.1 完全溶け込み溶接の開先標準（GMAW,SMAW）つづき

1

2

＜6 T

＜6 T

6≦

6≦

6

9

≦2

≦2

α :45

6≦ 7 ≦2

6≦ 7 ≦2

6≦ 7 ≦2

＜6 T/3 － －

＜6 T/3 － －

＜6 T/3

6≦ 0 2

6≦ 0 2

6≦ 0 2

BI-1GC

CI-1GC

BL-1GC

TL-1GC

CL-1GC

BI-2GC

TI-2GC

BV-1GC

CI-2GC

BV-2GC

TL-2GC

BL-2GC

BX-2GC

BK-2GC

TK-2GC

CK-2GC

備考

*1

*1

*1

*1：裏はつり

1

,
備考

－

－

－

－

－

－

－

－－ － －

－

－

－

－

－

－ －

記号 図

－

－

－

－－－

1

2

D ：2(T-R)/3

D ：(T-R)/3

1

2

D ：2(T-R)/3

D ：(T-R)/3

1

2

D ：2(T-R)/3

D ：(T-R)/3

1

2

1

1

1

1

2

1

2

1

2

1

2

α :351

α :351

α :451

α :601

α :451

α :601

α :602

α :451

α :602

α :451

α :602

α :451

α :602

規格番号 規格名称 種類の番号

JIS G 3101

JIS G 3106

JIS G 3136

JIS G 3444

JIS G 3466

JIS G 3475

JIS G 3350

JIS G 3353

JIS G 3114

JIS G 3138

SS400

SM400A,SM400B,SM400C

SM490A,SM490B,SM490C

SM520B,SM520C

SM400AW,BW,CW

SM400AP,BP,CP

SM490AW,BW,CW

SM490AP,BP,CP

SN400A,SN400B,SN400C

SN490B,SN490C

SNR400A,SNR400B

SNR490B

STK400,STK490

STKR400,STKR490

STKN400W,STKN400B

STKN490B

SSC400

SWH400,SWH400L

*1

*1

*1

*1

*1

*1

*1

α :351

α :351

適用板厚
T(mm)

ﾙｰﾄ間隔
G(mm)

ﾙｰﾄ面
R(mm)

開先角度
α α(°)

開先深さ
D  D (mm)1 2 1 2,,

T

G

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

α

α

1

1

α

α

α

α

α

α

α

α

α

1

R

R

R

R

R

R

R

R
D

D

1

2

R
D

D

1

2

R
D

D

1

2

R
D

D

α

α
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構造図
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溶接標準（２）
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溶接方法ごとに、表3.1～表3.2に示す開先標準を適用する。

ﾙｰﾄ間隔、ﾙｰﾄ面、開先角度、開先深さの許容差は、JASS6付則5.による。

余盛高さの標準及び許容差はJASS6付則6.による。

2015年12月24日版

日本建設業連合会　建築生産委員会　施工部会　鉄骨専門部会

建築設計委員会　構造設計部会

§3 部分溶込み溶接の開先標準

表2.2 完全溶込み溶接の開先標準（溶接組立箱形断面角溶接SAW）

表2.3 完全溶込み溶接の開先標準（溶接組立Ｈ形断面SAW）

表2.4 完全溶込み溶接の開先標準（溶接組立箱形断面ESW）

19≦ 0～10 ≦2

19≦ 0～10 ≦3
α：30

   ～42

CL-1SC

CV-1SC

記号 図
適用板厚
T(mm)

ﾙｰﾄ間隔
G(mm)

裏当厚さ
a(mm)

裏当幅
b(mm)

19≦ 28 5023～25TI-1EC

α：35

 ～40

記号 図
適用板厚
T(mm)

ﾙｰﾄ間隔
G(mm)

ﾙｰﾄ面
R(mm)

開先角度
α(°)

開先深さ
D  D (mm)1 2,

－

－

記号
適用板厚
T(mm)

ﾙｰﾄ間隔
G(mm)

ﾙｰﾄ面
R(mm)

開先角度
α α(°)

開先深さ
D  D (mm)1 2 1 2,,

1 2

1

＜19

19≦ 6
45～60

TI-2SC

TK-2SC 0 (T-6)/2

0

(α =α )1

－ － －

2

2

1.

2.

3.

1

1

適用板厚
T(mm)

ﾙｰﾄ間隔
G(mm)

ﾙｰﾄ面
R(mm)

開先角度
α α(°)

開先深さ
D  D (mm)

16≦

0 2 D ：T-2

記号 図

BK-2GP

TL-1GP

TK-2GP

CL-1GP

CK-2GP

16≦

16≦

9≦

9≦

表3.1 部分溶込み溶接の開先標準（GMAW,SMAW）

TL-2GP 9≦

D ：(T-2)/2
D ：(T-2)/2

1

1

21

2

1

2

1 2 1 2,,

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

α :451

α :451

α :451

45
(α =α )1 2

45
(α =α )1 2

45
(α =α )1 2

1

D ：T-21

D ：T-21

1

2

D ：(T-2)/2
D ：(T-2)/2

1

2

D ：(T-2)/2
D ：(T-2)/2

1

2

6

-7
8 9

10

-11
12

13

-14
15 16

5 6 7 8 9 10 11 12

表4.1 隅肉溶接の開先標準（GMAW,SMAW）

板厚T(mm)T=min(T ,T )

サイズS(mm)、開先深さD ,D
記号 図

TI-2GF

TK-2GF
S

19 22 25 28 32 36 40

5.5 6.5 7.5 8.5 9.5 10.5 12.0

継手の種別毎に表4.1～表4.2に示す開先標準を適用する。

表4.2 隅肉溶接の開先標準(溶接組立H形断面SAW）

記号 図

TK-2SF

R：T/2 60

表3.2 部分溶込み溶接の開先標準（溶接組立箱形断面角溶接SAW）

R：T/2 45

CV-1SP

CL-1SP

4.5

-5

4

　
S

S =D

S =D

T

T

S

19 22 25 28 32 36 40

6.5 7.5 8.5 9.5 11.0 12.0 13.5

T

板厚T＜19のSAW(TI-2SF)は、表4.1のTI-2GFと同様とする。

5.5 6.5 7.5 8.5 9.5 10.5 12.0

19≦ 0

19≦ 0

記号 図
適用板厚
T(mm)

ﾙｰﾄ間隔
G(mm)

ﾙｰﾄ面
R(mm)

開先角度
α(°)

開先深さ
D  D (mm)1 2,

D ：T/21

D ：T/21

1 2

D
D

1

2

1

2

1 2

2

21

1

2

1

2

50
(α =α )1 2

60
(α =α )1 2

1 2

板厚T(mm)T=min(T ,T )1 2

開先深さD ,D1 2

開先角度
α α(°)1 2,

1

2

SS1 2

21

1 2

1 2

§4 隅肉溶接の開先標準

1.

α

α

T

T

G

G

R

R

T

G

T

G αα

D D

T

b

a

G

T

T

G

R

α

1

G

α

D

1 RD

T

T

T

D

R

1R
D

D2

1 R
D

D2

G

G

α

1

α

α

α

T

R
D D1 2

G

α α

G

α

α

T

T

G

G

α

D
R

1

D
R

1

T

1T

T

T

S

S

D D

R

α 

D D

αα

T

T

α =60° =60°

S =D

S =D

1

2

1

2

図

D D1 2,

D D1 2,

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図
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溶接標準（３）

S-15

 －　
 －　

10～15mm

r1

Ld G

5mm超

裏当て金の材質は溶接性に問題のないものとする。

断面：t x25～32（t:裏当て金板厚）

ここに、 　SMAW     t ≧ 6 mm

 GMAW     t ≧ 9 mm

   自動溶接 t ≧12 mm

柱梁接合部のフランジ裏当て金組立溶接は図5.1に示すように、梁フランジの端部から5mm以内およびウェ

ブフィレット部のR止まりまたは隅肉溶接止端部から5mm以内の位置におこなわない。

裏当て金の組立用隅肉溶接は、サイズは4～6mmで1パスとし、長さ40～60mm程度とする。

現場溶接の場合、裏当て金の組立溶接は開先内とし、再溶融させる。

開先のある溶接の両端では、原則として鋼製エンドタブを用いる。

代替タブの使用は特記による。特記にない場合は監理者の承諾を得て使用する。

エンドタブの材質は溶接性に問題のないものとする。

図6.1中    SMAW    L ≧30 mm

   GMAW    L ≧30 mm

 SAW     L ≧70 mm

柱梁接合部にエンドタブを用いる場合は図6.1に示すように裏当て金に取り付ける。ただし、組立溶接を再

溶融させる場合は開先内に組立溶接を行ってもよい。

エンドタブの切断の要否は特記による。特記にない場合は切断しなくて良い。

L

開先内の本溶接で再

溶融できる部分では、

母材との組立て溶接可

裏当て金との組立て溶接

裏当て金との組立て溶接
（エンドタブ下側)

再溶融できない部分では、

母材との組立て溶接はしない

図5.1 柱梁接合部裏当て金の組立溶接位置

図6.1 柱梁接合部エンドタブの組立溶接位置

工場溶接による柱梁接合部は図7.1に示すノンスカラップ工法を標準とする。

スカラップを設ける場合は図7.2に示す複合円型スカラップとする。

梁端フランジ現場溶接の場合は、図7.3または図7.4に示す複合円型スカラップとする。

複合円スカラップのr1＝35ｍｍ程度、r2＝10ｍｍ以上とする。

Ld：ダイアフラムの出寸法、G：ルート間隔

図7.1 ノンスカラップ工法

図7.1a 梁がロールHの場合 図7.1b 梁がビルトHの場合

図7.2 複合円型スカラップ工法（工場溶接）

図7.2a 梁がロールHの場合 図7.2b 梁がビルトHの場合

図7.3 複合円型スカラップ工法（現場溶接、外（通し）ダイアフラム形式の場合）

図7.3a 梁がロールHの場合 図7.3b 梁がビルトHの場合

ガセットプレート等の隅肉溶接端部は、図8.1に示すようにプレートを10～15mm下げて回し溶接を施工する

ことを標準とし、回し溶接を行わない場合は図8.2に示すように端部から10mm程度控えて隅肉溶接を止める。

図 8.1 回し溶接 図 8.2 回し溶接を行わない場合

裏当て金
組立て溶接

（工場溶接）
回し溶接完了後、

r2＝10mm以上とな

るようグラインダ
で滑らかに仕上げる。

梁下フランジ

0

0点の位置

t ＜22mm：L (mm)＝0

t ≧22mm：L (mm)＝0.7t -15

t ：下フランジの板厚

f

f

梁下フランジ

0

0点の位置

L (mm)＝0.7t -25＋S

ただし、L ≦0の場合はL ＝0

t ：下フランジの板厚

S ：回し溶接の脚長

0

0

　

　

0

　

0

 組立て溶接
（工場溶接）

組立て溶接

（現場溶接）

（本溶接により

再溶融させる）

ダイアフラム梁フランジ

ダイアフラム

梁フランジ

 

 裏当て金

  

  

   エンドタブ

 エンドタブ

 母材

 母材

ダイアフラム 梁上フランジ ダイアフラム 梁上フランジ

ダイアフラム ダイアフラム

f

グラインダで

滑らかに仕上げる

エンドタブ

組立て溶接
組立て溶接

（現場溶接）
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§5 裏当て金
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§6 エンドタブ

1.
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3.

4.

5.
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§7 スカラップ

1.

2.

5.

3.

4.

　回し溶接

　回し溶接

　回し溶接

回し溶接完了後、

r2＝10mm以上とな

るようグラインダ

で滑らかに仕上げる。

梁上フランジ 梁上フランジダイアフラム ダイアフラム

f

f

0

0

f

40～60mm
5mm超

Ld G

r2r1
r2

r2
r1

r2

r1

r2

r1

r2

r1

L 0L

Ld G L（10mm程度） Ld G L（10mm程度）

図7.4 複合円型スカラップ工法（現場溶接、内ダイアフラム形式の場合）

図7.4a 梁がロールHの場合 図7.4b 梁がビルトHの場合

梁下フランジ

0

0点の位置

t ＜22mm：L (mm)＝0

t ≧22mm：L (mm)＝0.7t -15

t ：下フランジの板厚

f

f

梁下フランジ

0

0点の位置

L (mm)＝0.7t -25＋S

ただし、L ≦0の場合はL ＝0

t ：下フランジの板厚

S ：回し溶接の脚長

0

0

　

　

0

0

f

グラインダで

滑らかに仕上げる

　回し溶接

　回し溶接

回し溶接完了後、

r2＝10mm以上とな

るようグラインダ

で滑らかに仕上げる。

梁上フランジ 梁上フランジ

f

f

0

0

f

r2
r1

r2

r1

r2

r1

r2

r1

L 0L

L（10mm程度） L（10mm程度）

Ld G Ld G

G G

G G

柱
フ
ェ
イ
ス

柱
フ
ェ
イ
ス

§8 隅肉溶接始終端

1.

　回し溶接

　

隅肉溶接始終端

10mm程度 10mm程度

　

隅肉溶接始終端

件 名
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溶接標準（４）

S-16

 －　
 －　

柱：冷間（熱間）成形角形鋼管
梁：H形鋼

柱：溶接組立箱型断面
梁：H形鋼

基本記号

溶接部の形状 記号

Ｉ形開先 Ｖ形フレア溶接

ｴﾚｸﾄﾛｽﾗｸﾞ溶接

肉盛溶接

補助記号などの記載方法

基線

Ｔ
R

A L(n)-PS

(a)溶接する側が矢の側又は手前側のとき

Ｔ
R

A L(n)-PS

(b)溶接する側が矢の反対側又は向こう側のとき

（溶接施工内容の記号例示）

 ：基本記号

S：溶接部の断面寸法又は強さ（開先深さ，隅肉の脚長，など）

R：ﾙｰﾄ間隔

A：開先角度

L：断続隅肉溶接の溶接長さ

n：断続隅肉溶接の数

T：特別指示事項（J形・U形などのﾙｰﾄ半径，溶接方法，裏はつり，その他）

 ：現場溶接の補助記号

P：断続隅肉溶接のﾋﾟｯﾁ

その他

・ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑの出寸法（Ld）は以下による

柱板厚　tc＜28mm　Ld = 25mm

tc≧28mm　Ld = 30mm

tc：柱板厚

td：ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ厚

tf：はりﾌﾗﾝｼﾞ厚

 BL-1GC

 TI-2GF
 または
 TK-2GF

 TL-1GC
 またはTL-1GP

a

・通しﾀﾞｲｱﾌﾗﾑの板厚tdは目違い防止のため原則として梁ﾌﾗﾝｼﾞ厚tfの2ｻｲｽﾞupかつ柱板厚tc以上とする。

・内ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑの板厚tdは食い違い防止のため梁ﾌﾗﾝｼﾞ厚tfの1ｻｲｽﾞup以上とする。

 BL-1GC
 BL-1GC

 Tl-2GF

 BL-1GC BL-1GC

 TL-1GC

 BL-1GC

ﾉﾝﾌﾞﾗｹｯﾄ形式 ﾌﾞﾗｹｯﾄ形式

 TL-1GC
 TL-1GC

 Tl-2GF

 TL-1GC

ﾉﾝﾌﾞﾗｹｯﾄ形式 ﾌﾞﾗｹｯﾄ形式

 TL-1GC
 （内ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ）

 TI-2GF
 または
 TK-2GF

 TL-1GC

 TI-1EC
 （内ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ）

a 断面

 BL-1GC

 BL-1GC  TL-1GC

 TL-1GC
 またはTL-1GP

 TL-1GC

TI-1EC

 TL-1GC

 BL-1GC
 TL-1GC

a

CV-1SC

CV-1SC

 TL-1GC

 ：全周溶接の補助記号

・突合せ継手の食違い、仕口のずれは、平成12年建設省告示第1464号による。告示の規制を超えた場合は、

「突合せ継手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」（独立行政法人建築研究所監修）に準拠する。

G

G

 ：表面形状の補助記号（－：平ら仕上げ，　：凸仕上げ, 　：へこみ仕上げ，　：止端仕上げ）

G：仕上方法の補助記号（C：ﾁｯﾋﾟﾝｸﾞ, G：ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ，M：切削，P：研磨）

Ｖ形開先

レ形開先

Ｊ形開先

Ｕ形開先

レ形フレア溶接

へり溶接

隅肉溶接

ﾋﾞｰﾄﾞ溶接

スタッド溶接
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§10 仕口部の溶接標準図

1.

溶接部の形状 記号 溶接部の形状 記号

2.

基線

3.

td t
f

tc Ld

a 断面

件 名

図 名 縮 尺
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構造図
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溶接標準（５）

S-17

 －　
 －　

柱クロスH-梁H（梁通しタイプ） 柱クロスH-梁H（通しダイアタイプ）

 TI-2GF
 または
 TK-2GF

 TL-1GC
 またはTI-2GF

  TK-2GF

 TI-2GF
 TK-2GF

 TI-2GF
 TK-2GF

 BL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

c d

 TI-2GF
 TK-2GF

 TL-1GC

 TI-2GF
 または
 TK-2GF

 BL-1GC

 BL-1GC

 TI-2GF
 TK-2GF

 TL-1GC
 またはTI-2GF

   TK-2GF

 BL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TI-2GF
 TK-2GF

 BL-1GC

 BL-1GC

 BL-1GC

c 断面 d 断面
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柱H-梁H（柱通しタイプ） 柱H-梁H（柱通しタイプ）

 BL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TI-2GF
 または
 TK-2GF

 TL-1GC

 TL-1GC

 BL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TL-1GC

 TI-2GF
 または
 TK-2GF

 TI-2GF
 TK-2GF

 TL-1GC
 またはTI-2GF

  TK-2GF

 TI-2GFまたはTL-1GP

 TL-1GC

 TI-2GFまたはTL-1GP

b

a

または

 BL-1GC

 BL-1GC

 BL-1GC

 BL-1GC
 BL-1GC

 TL-1GC
 またはTI-2GF

 TK-2GF

 TL-1GC

 TL-1GP

 TI-2GF

a 断面 b 断面

件 名

図 名 縮 尺
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A3:
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（参考）杭頭補強筋標準図（１）

S-18

 －　
 －　
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（参考）杭頭補強筋標準図（２）

S-19

 －　
 －　
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図 名 縮 尺
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フラットデッキ型枠　設計・施工標準

S-20

 －　
 －　

ｆ

1)　 　　部は、たわみで決定する範囲を示す。

２,９１０

３,０９０

３,０３０

３,０５０

３,０７０

３,１２０

２,９４０

３,０００

３,０４０

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ

施　工　条　件　な　ど

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

設計荷重 Ｗ

補強支保工 コンクリート止め

プレートまたは山形鋼等

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物

リブ間リブ間

プレートまたは山形鋼等
フラット部分

リブ部分

コンクリート止め コンクリート止め

コンクリート止め

大引

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

210 210

開口部

内　　　 容項　　目

記 号 説 明

支柱
●支保工間隔　： 　Ｌ

ＬＬ

スラブスパン： ２Ｌ

（単位：ｍｍ）

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

１４０

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１３５

１３０

１２５

１２０

３００

２００

２５０

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１４０

１３５

１３０

１２５

１２０
スラブ厚S(mm)

板厚 t ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ０.８ｍｍ板厚 t
スラブ厚S(mm)

α=1.5α=1.25α=1.0

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０

２,８３０

２,３３０

２,５００

２,７２０

２,７５０

２,７９０

２,８２０

２,８６０

２,５４０

２,４９０

２,２９０

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０８０

２,９００

２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０

２,４４０

２,４９０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２６０

４,４５０

４,６７０

３,８５０

４,４３０
３,８５０

４,３９０

４,７７０

４,８５０

４,４８０

４,８１０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２１０

４,３１０

４,４１０

４,５２０

２,２２０

２,５７０

３,０６０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,３７０

３,３３０

３,８５０

４,５７０

４,７５０

４,４２０ ３,３３０

３,８５０

４,４６０

４,５４０

４,６４０

４,７３０

４,８３０

４,１７０

４,４８０

４,８８０

２,２２０

２,５７０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,２７０

２,２４０

２,４００

２,６１０

２,６５０

２,７００

２,７６０

２,８１０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０４０

３,０８０

２,０４０

２,１９０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５７０

２,６００

２,６３０

２,６５０

２,６８０

２,７１０

２,７５０

２,７８０

２,８１０

２,７９０

３,０６０

３,１３０

３,１６０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

３,２９０

３,３１０

３,３４０

３,３６０

３,３９０

２,６９０

２,８１０

２,９５０

２,９８０

３,０２０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１５０

３,１８０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

２,５００

２,６９０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

２,９９０

３,０１０

３,１００

３,１４０

２,７５０

２,７８０

２,２９０

２,４５０

２,６６０

２,７１０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８９０

２,９１０

２,９３０

２,９５０

２,９８０

２,０００

２,１５０

２,３４０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５５０

２,５８０

２,６１０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７３０

２,７６０

１,８６０

２,０００

２,１８０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,３７０

２,４００

２,４２０

２,４５０

２,４８０

２,５１０

２,５４０

２,５８０

２,６１０

２,１２０

２,５９０

２,６４０

２,７００

２,７３０

２,７５０

２,７７０

２,７９０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８８０

２,９００

２,９２０

２,９６０

２,９９０

３,０１０

３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０２０

３,０４０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０

３,１７０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

１,９００

２,０４０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,４４０

２,４７０

２,５００

２,５３０

２,５６０

２,５９０

２,６３０

２,６６０

２,５４０

２,５９０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７４０

２,７７０

２,８００

２,８４０

２,８７０

２,９１０

３,０６０

１,６４０

１,７６０

１,９１０

１,９４０

１,９８０

２,０６０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,１５０

２,１８０

２,２００

２,２３０

２,２６０

１,５２０

１,６４０

１,７８０

１,８２０

１,８５０

１,８９０

１,９３０

１,９６０

１,９８０

２,０００

２,０３０

２,０５０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,０２０

（単位：ｍｍ）

2

開口部

 ３ 断面応力・たわみの計算

 ５ 施工の要点

 4 作業床

 1 保　管

 3 敷込み

 2 吊り込み

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

許容支圧荷重（N/m）

0.8

スパンＬの取り方

Ｌ ＬＬ

デッキ長さ デッキ長さ

 ４　納まり例

終端始端

30以上

デッキプレート割付け幅

敷込み方向

40以下

85

50以上
～340以下

630 x n

210210

30以上
30以上

かかり代 50

オフセット寸法

始端

敷込み方向
30

終端

30以上
50
かかり代 30

継ぎ筋調整プレート

50以上
～340以下

630 x n

30
デッキプレート割付け幅

4-1　割付け
(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁）

継
手

プ
レ

ー
ト

梁

梁

柱

アークスポット溶接又はすみ肉溶接

現場切断

溶接 210ピッチ

かかり代 50

継手プレート

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

(ｂ) (ｃ)

支保工

大引

支保工スパン 支保工スパン
スラブスパン

4-2　各所の納まり 4-3　中間支保工設置

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり

(７)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

(２)Ｓ造斜め梁の納まり

(４)Ｓ造柱廻りの納まり (５)Ｓ造水平ハンチの納まり

(６)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

敷込み方向

柱

梁

630

630

30以上

50以
上

かか
り代

※柱コーナー切断は現場加工

かかり代
梁

梁

柱

630 630

エンドクローズ
120

75

4-4　開口部納まり例

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

開口部 落下防止金物

63
0

Ａ

落下防止金物

コンクリート止め

コンクリート硬化後

断面

Ａ部詳細

（幅630mm）

平面

補強支保工
大引

□( 　)[ 　　kN/m　]
□ 普通コンクリート[ 24kN/m　] □ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]

□ 1,470N/m  [ポンプ工法] □ 2,450N/m  [ホッパー・バケット工法]
□(  N/m　)[ 　]

施工時作業荷重

2Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）11 2 3

2

2

2

33

3[鉄筋コンクリート単重]
コンクリート

施工状況の種類 施工割増係数(α)

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理に

9

０.８ｍｍ １.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ ０.８ｍｍ

3kN/m

kN/m3

3kN/m

kN/m3

2

調整プレート

か
か
り
代

梁柱

（現場加工）

63
0

30
以

上

75

斜

め

梁

斜め切断

現場切断

大引

サポート

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

2

(施工)
特　記

 δ：最大たわみ　　  （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

 L ：スパン 　 　 （ m ）
　E=2.05×10  N/mm 

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

ｂ ｂ

 σ：曲げ応力度　　　    （N/mm ）
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ = 205       （N/mm ）
 M ：最大曲げモーメント      （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）     （mm /m）

 W ：設計（上載）荷重       （N/m ）

 E ：鋼材のヤング係数                （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効)      （mm /m）

 Ｐ：ＪＦデッキリブ支圧荷重　 　 (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]   　(N/m)

4

2

2

25

3

2

柱廻りのデッキプレート受け材 FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

柱廻りのデッキプレート受け材 500～900ピッチ

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け
デッキプレート受け (フラットバー)
 FB-50以上

デッキプレート受けデッキプレート受け

(ａ)

L-75x75x6等

(１)一時的な作業床で使用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

工を設けることを原則とする

幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける
始端・終端調整には役物、調整プレートを使用する

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める

(２)薄板製品であることを十分認識し変形に注意する

(１)骨組の組立順序との関連を十分検討する

(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連を十分検討する

(３)クレーンの揚重能力の検討、パレットを用いる等安全対策を検討する

(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等検討する

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを正確に行い、

確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)

(４)かかり寸法は厳守する

プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいので避ける

を敷く等の措置により受圧面積を大きくする

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重がかかる場合は、厚板等

(４)資材等の仮置は避ける。止むを得ず仮置する場合は、デッキプレートに負担が

かからないよう十分配慮する。特に0.8～1.0ｍｍは注意する

する

(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前までに取り除く

(１)打設は打設荷重等の施工荷重を極力低減するようにし、過荷重には十分注意

配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のようにあらかじめ型枠で囲い、コンクリート打設
硬化後にデッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある

 打設
 5 ｺﾝｸﾘｰﾄ

項 目  算　　定　　式

(２)割付方向は図面に従い、間違いの無いようにする

場合、切断部周辺に「落下防止金物」を取り付ける

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する
算定式および許容値は、下表とする

より施工上の安全性が確実に確保される場合

１.２ｍｍのフラットデッキを使用する場合

を使用する場合

施工の要点は、下表のとおりとする
特殊なケースの場合は、その都度施工法を十分に検討し施工すること

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

曲げ応力

[RC・SRC造]

[ S  　造 ]
WL

8Z

2
M

Z
σ＝     ＝   x10 ≦ｆ

3
b

WL
2

M 3

Z 8Z
b

α

C5WL
4

384EI
Lx10 3

180

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

σ＝     ＝  x10 ≦

δ＝　  　×10 ≦      ＋5

支 圧 耐 力 (N/m)

た　わ　み (mm)

(N/mm  )2

１．５

１．２５

１．０

24

20

20

24

施工割増係数

施工状況の種類建物の構造
ＲＣ・ＳＲＣ造
施工状況の種類

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする

9,800 14,700 19,600

1.0 1.2 l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキ

l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

□  　 類

□  　 類

□     類

I

II

III

  類[施工割増係数：α=1.0]I   類[α=1.25]    類[α=1.5]II III

  類   類    類IIIIII

デッキプレート受けのサイズは監理者の承認を得て決定すること

595

595

62
562
5

625

625

(４)終端役物の有効幅

A0 タイプ

A0 タイプ

フラットデッキ型枠　設計・施工標準

 ２ 製 品 仕 様

許容支圧荷重Pa (幅1m当たり)

板厚（mm）

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗリブの
許容支圧荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠でＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ
を支持する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときは中間支保

3)ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ製品仕様の最大長さは４.９ｍ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ切断

15

エンボス
36

20

エンボス

亜鉛めっき(Z12)型　　式

ＪＦ７５-０８

［ｍｍ］
板厚

4

製 品 質 量 断　面　性　能

［x10 ｍｍ /ｍ］［x10 ｍｍ /ｍ］4 3 3
Ｉ Ｚ

[kg/枚/ｍ] ［kg/ｍ ］2

12.6

割付け幅 620
50 4030 90

25

40
製品幅 650

キーストンプレート

製 品 質 量

板 厚 亜鉛めっき(Ｚ１２) 亜鉛めっき(Ｚ２７)
mm kg/m kg/m 

０.８ ５．８９ ６．０７

ＪＦ７５ ＪＦ７５Ｗ

■ Z12

□ Z27

□ Y18

付着量記号

□ その他（ 　）

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します

JIS G 3302｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣

JIS G 3317｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

使　　用　　材　　料

275

180

2[g/ｍ ]（両面）
最小付着量

SZAHC
SZACC

種類記号

SGHC

SGCC 120

種類

ＪＦ７５

ＪＦ７５Ｗ

製品長さ・エンドクローズ寸法

1.2×200
20001.2×300 × 1000

1.6×400
（注）RC梁型枠用調整プレートには

釘孔加工(＠600mm)有り

t  × w   ×  L

t

W調整プレート

1000～4900mm

5～10mm
＠   600水抜き孔 ≒

キャンバー

500

80 210 210

560

205 210 145

役物デッキプレート

625

205 210 210

495

205 210 80

種類の記号および材料

2 2

22

JF75・JF75Wデッキプレート受け（別途）

JF75・JF75W

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

JF75・JF75W

JF75・JF75W

敷き幅630敷き幅630

75 75

210 210 210 1515210210 210

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗの設計・施工は、(一社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針・同解説」による。

Y18及びその他製品については、事前にご相談下さい

JF75 ⇒熊谷工場製造
JF75W⇒神戸工場製造

43

ＪＦ７５のみ

(１)始端かかり位置、中間位置(デッキ５枚位の位置)終端位置をマーキングする

ＪＦ７５Ｗ-０８

ＪＦ７５-１０

ＪＦ７５Ｗ-１０

ＪＦ７５-１２

12.6

15.7

15.7

18.7

ＪＦ７５Ｗ-１２

ＪＦ７５-１４

ＪＦ７５Ｗ-１４

ＪＦ７５-１６

ＪＦ７５Ｗ-１６

18.7

21.8

21.6

24.9

24.6

120 18.7

150

180

24.4

29.4

206

232

34.4

39.3

7.95

7.97

9.88

9.88

11.8 

11.8 

13.7 

13.6

15.7 

15.5

1000～4900 mm

1000～4900 mm

製品長さエンドクローズ長さ

 85、(50、120) mm

85、(50) mm

630xn
30以上 30以上

リブ間 100以上

A0タイプ
有効幅 595～520カンザシアングル

さん木

せき板

ＳＲＣ造 先行敷きの場合

アングル
デッキプレート受

オフセット寸法
40以下

＠600以下

横さん木（残し） 50x25

縦さん木（残し） 50x25

85
のみ込み代 10

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

オフセット寸法　40以下

始端 デッキプレート割付け幅

敷込み方向
のみ込み代 10

630 x n
～360以下

100以上

30以上
のみ込み代10

終端

85
のみ込み代 10

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

調整プレート

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

615

A0 タイプ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ長さ85mmの場合

■

■

■

□

□

エンドクローズ形状

(50),85,(120)

エンドクローズ形状

(50),85

接合部詳細図 接合部詳細図

（注）50mm、120mmは
お問い合わせください

（注）50mmはお問い合わせください

 １ 型式・質量および断面性能

原則として、デッキ長さが1,000mm
未満の場合に使用。
(L＝350～1,200mm)※板厚：0.8mm 

キーストンプレート

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

（注）JF75（熊谷工場）とJF75W（神戸工場）の使い分けについて：製品は原則、指定搬入先に近い工場にて製造し出荷致します

有効幅考慮
断面係数

33Ｚx10 mm /m

９．８０

全断面有効
断面２次モーメント

4 4
Ｉｘ10 mm /m

１２．２

B0 タイプA0 タイプ

D0 タイプC0 タイプ

（注）50mm、120mmはお問い合わせください

ＪＦ７５評価番号 [評価 第911-0100A003号]

２０２２／０７／２１

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



定着版工法要領図（参考図）
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調査位置図とレベル整理図
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ボーリング柱状図（１）
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柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

含
水
が

あ
る

。
粘

性
は

弱
い

。
材

質
は

礫
、
砂

混
じ

り
土

砂
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体
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不
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～
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混
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る

。
粘

性
が

あ
り

シ
ル
ト

は
粘
土

質
で

均
質

。
貝

殻
化

石
や

腐
植
物

等
は

認
め
ら

れ
な

い
。

若
干
の

硬
度
を

伴
い

標
準

貫
入

試
験

試
料

は
棒

状
を

成
す

。

シ ル ト

暗 灰

中 位 の ～ 硬 い

や
や

含
水
が

あ
る

。
砂
は

淘
汰
良

好
の

微
粒

砂
で

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

シ
ル
ト

を
含
む

。
シ
ル
ト
質

細
砂

暗 灰

中 位 の

含
水
中

位
。
粘

性
は

弱
い

。
砂

質
シ

ル
ト

と
微

細
砂
が

互
層

状
を

呈
し

両
者
が

拮
抗

す
る

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水
は

中
位

。
粘

性
が

あ
る

。
シ

ル
ト

は
均

質
で

粘
土

質
。

4
4
.
6
0
～

4
4
.
9
5
ｍ

間
に

砂
質

土
を

挟
む

。

4
7
.
1
0
ｍ

付
近
に

有
機

物
が

ブ
ロ

ッ
ク

状
で

混
じ

る
。

粘 土 質 シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水
は

中
位

。
粘

性
は

弱
い

。
全

体
に

微
細

砂
状
の

砂
が

混
入

す
る

。
所
々
に

均
質
な

シ
ル
ト

を
互

層
状
に

含
み

4
7
.
0
ｍ
に

炭
化
し

て
黒

色
を

示
す

植
物

痕
が

紐
状
に

混
じ

る
。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水

少
な
く

粘
性
は

中
～

弱
い

。
粘
土

鉱
物
が

少
量

混
入
し

有
機

物
が

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

混
じ

る
。
5
0
.
0
ｍ
に

分
解
さ

れ
た

木
片
が

シ
ー
ム

状
に

混
じ

る
。

脱
水
し

て
硬

度
が

増
す

。

シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水

少
な

い
。
砂
は

淘
汰
の

良
い

細
粒

砂
で

微
細

砂
状

。
シ

ル
ト

質
細

砂
が

互
層

状
に

混
じ

る
。
非

常
に

締
ま

っ
て

い
る

。

細 砂
暗 灰

非
常

に
密

な

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
不

規
則
に

微
細

砂
が

混
じ

り
細

砂
が

ブ
ロ

ッ
ク

に
混
じ

る
。

5
4
.
0
ｍ

付
近
は

粘
性
を

伴
い

粘
土

質
な

性
状
を

持
つ

。
5
5
.
0
ｍ

付
近
に
ご

く
少

量
の

炭
化

物
が

粒
状
に

混
じ

る
。

脱
水
し

て
全

体
に

や
や

硬
度
を

有
す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

硬 い ～ 非 常 に 硬 い

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
圧

縮
さ

れ
た

黒
ボ

ク
土

の
性

状
を

示
し

分
解
さ

れ
た

木
片

や
圧

縮
さ

れ
た

葉
状
の

腐
植

物
が

多
量

に
混
じ

る
。
脱

水
し

て
硬

度
が

あ
る

が
試

料
は

や
や

軽
い

。

有
機
質
シ

ル
ト

黒 褐 灰

非
常

に
硬

い

含
水

少
な

い
。

礫
は
φ

5
～

2
0
ｍ

ｍ
程

度
の
中

礫
サ

イ
ズ

の
亜
円

、
亜

角
礫
が

主
体
で

最
大

径
は

推
定

で
φ

5
0
ｍ

ｍ
程

度
。

礫
間

の
充

填
物
(
マ
ト

リ
ッ

ク
ス

)は
粗

砂
が

埋
め

、
細

粒
分
は

少
な

い
。

礫
と

の
密

着
性
も

良
好
で

礫
は

硬
く

珪
質

な
泥

岩
が
目

立
つ

。

6
0
.
0
ｍ

付
近
は

含
水
が

あ
り

砂
分
が

卓
越

す
る

。

砂 礫
暗 灰

含
水

多
い

。
砂
は

不
均

一
で

淘
汰
が

悪
く

粗
砂
、
中

、
細

砂
が

混
在

す
る

。
全

体
に

φ
5
～

1
0
ｍ

ｍ
程

度
の

細
～
中

礫
が

散
在

す
る

。
非

常
に

密
で

締
り

が
あ

る
。

礫
混
じ
り

粗
砂

暗 灰

非 常 に 密 な
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土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
材

質
は

礫
、
砂

混
じ

り
土

砂
や

粘
性
土

が
主

体
で

、
φ

5
～

1
0
ｍ

ｍ
程

度
の

礫
が

不
規

則
に

混
じ

る
。
礫

形
は

不
均

質
。

埋 土

暗 褐 灰

含
水
は

中
～

や
や

多
い

。
砂
の

粒
子
は

ほ
ぼ

均
一
な

細
粒

砂
。

不
規

則
に

暗
褐
の

シ
ル
ト

を
細

紐
状
に

含
み

暗
茶
の

腐
植

物
が

少
量

点
在

す
る

。
ご

く
少

量
の

貝
殻

細
片
が

混
入

す
る

。

細 砂
暗 灰

緩 い

含
水

多
い

。
砂
は

分
級
さ

れ
た

微
細

砂
で

非
常
に

良
く

淘
汰
さ

れ
全

体
に

シ
ル
ト

が
多
く

混
入
し

分
解
さ

れ
た

腐
植
物
が

点
状
に

混
じ

る
。

8
.
0
0
ｍ

付
近
は

砂
質
シ

ル
ト

が
不

整
合
に

混
じ

り
茶

灰
の

腐
植
物
が

点
在

す
る

。
堆

積
環

境
は

非
常
に

ル
ー

ズ
。

シ ル ト 混 じ り 細 砂

暗 灰

非 常 に 緩 い

含
水
は

中
位

。
や

や
粘

性
が

あ
る

。
全

体
に

微
量

の
砂

分
を

含
み

微
粒

砂
が

ブ
ロ
ッ

ク
状
に

混
じ

る
。
極
め

て
軟

質
。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
中

位
。
粘

性
中

位
。

微
量

の
微

細
砂
を

含
む

が
シ

ル
ト

自
体
は

均
質
で

少
量

の
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。
不

規
則
に

淡
灰

部
分
が

混
じ

り
、
少

量
の

砂
質
シ

ル
ト

が
互

層
状
で

混
じ

る
。

1
4
.
2
ｍ

付
近
は

砂
質
の

部
分
が

少
な
く

な
り

貝
殻

細
片
が

点
状
に

混
じ

る
。

全
体
に

極
め

て
軟

質
で

ハ
ン

マ
ー

が
自

沈
す
る

。

シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
ご

く
少

量
の

微
細

砂
が

混
じ

り
不

規
則
に

微
細

砂
を

ポ
ケ
ッ
ト

状
に

含
む

。
少

量
の

貝
殻

細
片
が

点
状
に

混
じ

る
。

非
常
に

軟
質

で
ハ
ン

マ
ー
は
自

沈
す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
中

位
。
や

や
粘

性
が

あ
る

。
シ

ル
ト

は
均

質
で

顕
著
な

混
入

物
が

見
ら

れ
な

い
。
ご

く
微
量
の

貝
殻

細
片
が

点
在

し
微

細
砂
が

シ
ー
ム

状
に

混
じ

る
。

粘 土 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水

お
よ

び
粘

性
中

位
る

貝
殻

細
片
が

多
く

混
入
し

微
量
の

砂
分
が

混
入

す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
中

位
。
粘

性
中

位
。

全
体
に

微
粒

砂
が

多
く

混
入
し

貝
殻

細
片

が
散

在
す
る

。

2
6
.
0
ｍ

、
2
8
.
0
ｍ
に

は
砂

分
が

多
く

混
じ

り
シ

ル
ト

質
細

砂
が

不
規

則
に

混
じ

る
。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い ～ 軟 ら か い

含
水
中

位
。
や

や
粘

性
が

あ
る

。
シ

ル
ト

は
均

質
で

顕
著
な

混
入

物
が

見
ら

れ
な

い
。
2
9
.
0
ｍ

、
3
0
.
0
ｍ

は
均

質
な

シ
ル
ト

で
砂

分
や

貝
殻

化
石
は

見
れ
な

い
。

3
2
.
0
ｍ

付
近
に

微
細

砂
を

含
み

貝
殻

細
片

が
点

在
す
る

。

3
4
.
0
ｍ

付
近
は

や
や

粘
性
に

富
む

。

粘 土 質 シ ル ト

暗 灰

軟 ら か い

含
水
中

位
。
粘

性
中

位
～

弱
い

。
不

規
則
に

微
細

砂
が

混
入
し

砂
質
シ

ル
ト

を
互

層
状
に

含
み

所
々
に

貝
殻

細
片
が

点
在

す
る

。

3
5
.
0
ｍ

付
近
に

は
暗

褐
の

腐
植

物
が

粒
状

に
混

入
す
る

。

3
6
.
0
ｍ

付
近
は

砂
質
シ

ル
ト

と
互

層
状
を

成
し

風
化
し

た
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。

3
8
.
3
5
～

3
8
.
8
5
ｍ

間
は

粘
土

質
シ

ル
ト

の
層

相
を

呈
し

砂
分
の

混
入
が

無
い

。
3
9
.
0
ｍ

付
近
に

は
微

粒
砂
を

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

含
有

す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

中 位 の ～ 硬 い

含
水

少
な

い
。
砂
は

淘
汰
の

良
い

微
粒

砂
で

貝
殻

細
粉
が

雲
母

片
状
に

混
じ

る
。

細 砂
暗 灰

密 な

含
水

お
よ

び
粘

性
中

位
。

極
め

て
均

質
な

シ
ル
ト

で
貝

化
石

や
腐

植
物
の

混
入
、
点

在
が

無
い

。
ご

く
少

量
の

微
細

砂
が

混
入
し

指
に

砂
の

感
触
が

残
る

。

シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水
は

中
位

。
粘

性
中

位
～

弱
い

。
全

体
に

微
粒

砂
を

含
み

不
規

則
に

シ
ル
ト

質
細

砂
を

シ
ー
ム

状
に

含
む

。
ご

く
少

量
の

貝
殻

細
粉
が

点
在
し

、
砂
中

に
雲

母
片

が
点

在
す
る

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 硬 い

含
水
中

位
。
粘

性
は

中
～

や
や

強
く

シ
ル

ト
が

粘
土

質
の

部
分
が

在
る

。
シ

ル
ト

自
体
は

極
め

て
均

質
。

4
7
.
0
ｍ

付
近
に

貝
殻
の

細
粉
が

雲
母

片
状

に
点

在
す
る

。

4
9
.
1
ｍ

付
近
は

や
や

含
水
が

あ
り

軟
質
で

粘
土

質
シ

ル
ト

の
層

相
で

あ
る

。

シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水

少
な

い
。
砂
は

粒
径

均
一
な

細
粒

砂
で

所
々

で
固

結
す
る

。

5
2
.
0
5
～

5
2
.
1
5
ｍ
に

黒
色
に

変
色
し

た
炭

化
物
(
木

片
)を

シ
ー
ム

状
に

挟
む

。

細 砂
暗 灰

非 常 に 密 な

含
水

少
な
く

粘
性
は

中
～

少
な

い
。

全
体
に

砂
分
を

混
入
し

微
細

砂
が

シ
ー
ム

状
に

混
じ

る
。
5
5
.
0
ｍ

付
近
は

均
質
な

シ
ル
ト

で
脱

水
し

ポ
ロ

ポ
ロ
と

す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水
は

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
黒

色
に

変
色
し

た
木

片
が

混
入
し

指
で

強
く

曲
げ

て
も

木
片
は

折
れ
な

い
。

有
機
質
シ

ル
ト

暗
(

黒
)

灰

非
常

に
硬

い

含
水
中

～
や

や
多

い
。

礫
は
φ

2
～

2
5
ｍ

ｍ
程

度
の

角
、
亜

角
礫

が
主

体
。
マ
ト

リ
ッ

ク
ス

は
細

～
粗

砂
で

細
粒
分
は

無
い

。

5
7
.
3
0
ｍ

付
近
は

泥
水
の

逸
水
が

激
し

い
。

最
大

径
は
φ

5
0
ｍ

ｍ
程

度
。

礫
は

珪
質
で

硬
く

珪
質

泥
岩
、
石

英
礫
が

目
立

つ
。

砂 礫
暗 灰

含
水

少
な

い
。
砂
の

粒
子
は

ほ
ぼ

均
一

で
良
く

締
ま

っ
て

い
る

。
細 砂

非
常

に
密

な
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柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
材

質
は

礫
混
じ

り
土

砂
で

、
改

良
材
が

混
じ

る
と

思
慮
さ

れ
臭

気
を

伴
う

。
細

礫
、
植
物

片
が

多
く

混
じ

り
礫
の

混
入

は
不

規
則

。
3
.
0
0
ｍ

付
近
は

砂
分
が

多
く

混
じ

り
含

水
が

あ
る

。

埋 土
暗 褐

含
水

多
い

。
砂
の

粒
子
は

均
一

で
微

粒
砂

か
ら

成
り

非
常
に

ル
ー

ズ
な

堆
積

状
態

。
暗

灰
の

シ
ル
ト

が
不

規
則
に

混
じ

り
砂

粒
に

細
粒

分
が

付
着

す
る

。

5
.
0
0
ｍ

付
近
に

腐
植
物
が

ブ
ロ
ッ

ク
状
に

混
じ

り
、
6
.
0
0
ｍ
に

は
貝

殻
細

片
の

点
在

が
あ
る

。
7
.
0
0
ｍ

は
高

含
水
で

緩
い

。

シ ル ト 混 じ り 細 砂

暗 灰

非 常 に 緩 い

含
水
中

位
。
粘

性
は

中
～

弱
い

。
全

体
に

微
粒

砂
が

混
じ

り
指
に

砂
が

纏
わ

り
付
く

。
1
0
.
0
ｍ

付
近
に

微
細

砂
が

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

混
じ

る
。

微
量

の
茶

灰
を

呈
す
る

腐
植
物
が

未
分

解
状

態
で

混
入

す
る

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非
常

に
軟

ら
か

い
～

軟
ら

か
い

含
水
中

位
。
や

や
粘

性
が

あ
る

。
ご

く
少

量
の

微
粒

砂
が

混
じ

り
少

量
の

貝
殻

細
片
が

点
在

す
る

。
基

質
と

色
調
の

異
な
る

シ
ル
ト

(
淡

灰
)が

シ
ー
ム

状
や
レ

ン
ズ

状
に

混
じ

り
非

常
に

軟
質
で

ハ
ン

マ
ー

が
自

沈
す
る

。

1
2
.
0
ｍ

付
近
に

微
細

砂
が

ブ
ロ
ッ

ク
状
に

混
じ

る
。
1
4
.
0
ｍ

、
1
5
.
0
ｍ

付
近
に

は
貝

殻
細

片
が

点
状
に

混
じ

る
。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
は

中
位

。
粘

性
や

や
強

い
。

シ
ル
ト

は
粘
土

質
で

非
常
に

軟
ら

か
く

指
に

ヌ
メ
リ

ガ
残
り

飴
状
に

延
び
る

。
顕

著
な

混
入

物
は

無
く

僅
か

に
微
量
の

貝
殻

細
片
が

斑
点

状
に

混
入

す
る

。
標

準
貫

入
試

験
は

す
べ
て
自

沈
す
る

。

粘 土 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
中

位
。
や

や
粘

性
が

あ
る

。
シ

ル
ト

は
均

質
で

顕
著
な

混
入

物
は

見
ら

れ
な

い
。
極
め

て
軟

弱
で
あ

る
。

シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
2
3
.
0
ｍ

付
近
に

微
粒

砂
が

シ
ー
ム

状
に

混
じ

る
。
2
4
.
0
ｍ

付
近
は

細
砂
が
ラ

ン
ダ

ム
に

混
じ

り
貝

殻
細

片
が

散
在

す
る

。

砂
混
じ
り

シ
ル
ト

暗 灰

非
常

に
軟

ら
か

い

含
水

、
粘

性
中

位
。

ご
く

少
量
の

微
粒

砂
が

混
じ

り
指
に

砂
分

が
付

着
す
る

が
、
概
し

て
均

質
な

シ
ル
ト

で
僅
か

に
貝

殻
細

片
が

点
在
し

脱
水
し

て
試

料
は

ポ
ロ

ポ
ロ
と

す
る

。
全

体
に

非
常
に

軟
ら

か
い

。

シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
中

位
。
粘

性
中

位
。

全
体
に

微
量

の
微

細
砂
が

混
じ

り
指
に

砂
分
が

付
着

す
る

。
風

化
し

た
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。

砂
混
じ
り

シ
ル
ト

暗 灰

軟 ら か い

や
や

含
水
が

あ
る

。
粘

性
や

や
強

い
。

均
質
な

粘
土

質
の

シ
ル
ト

で
顕

著
な

混
入

物
が

見
ら

れ
な

い
。
3
4
.
0
ｍ

付
近
に

茶
灰

を
呈

す
る

腐
植

物
が

糸
状
に

混
じ

る
。

粘 土 質 シ ル ト

暗 灰

軟 ら か い

含
水

少
な

い
。
粘

性
は

中
位
～

弱
い

。
脱

水
し

て
試

料
に

や
や

硬
度
が

あ
る

。
シ

ル
ト

自
体
は

均
質
で

貝
化

石
や

顕
著
な

混
入

物
は

見
ら

れ
な

い
。

微
量

の
砂

分
が

混
じ

る
部

分
も

あ
る

が
試

料
は

均
質
で
コ

ア
状
と

な
る

。
41

.
0
ｍ

以
深
に

微
量
の

砂
分
が

混
じ

る
。

シ ル ト

暗 灰

中 位 の

含
水

多
い

。
礫
は
φ

2
～

3
0
ｍ

ｍ
程

度
の

亜
円

礫
が

主
体

で
最

大
径
は
φ

5
0
ｍ

ｍ
程

度
(
推
定

)
。

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

は
細

粗
砂

。

4
5
.
0
0
ｍ

付
近
は

礫
の

混
入

量
が

少
な
く

礫
混
じ

り
粗

砂
の

様
相
を

呈
す
る

。

4
6
.
0
0
ｍ
に

貝
殻

細
片
が

混
入

す
る

。

4
5
.
0
ｍ

や
4
6
.
0
ｍ

付
近
で

は
掘

削
水
が

逸
水

す
る

。
礫
自

体
は

新
鮮
、
硬

質
で

珪
質

な
泥

岩
や

石
英

礫
が
目

立
つ

。

砂 礫
暗 灰

含
水

少
な

い
～

多
い

。
最

上
部
の

4
8
.
0
ｍ

付
近
は

淘
汰
良

好
な

微
細

砂
状
を

呈
し

含
水
は

少
な

い
。

4
9
.
0
ｍ

以
深
は

上
部
に

比
較
し

て
粒

径
が

粗
く

含
水
が

あ
る

。
5
0
.
0
ｍ

付
近
に

は
貝

殻
細

片
が

散
在

す
る

細 砂
暗 灰

非 常 に 密 な

含
水
中

位
。
砂
は

ほ
ぼ

均
一

。
不

規
則
に

シ
ル
ト

が
多

量
に

混
じ

り
貝

殻
細

片
が

混
入

す
る

。

シ
ル
ト
質

細
砂

暗 灰

中 位 の

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
全

体
に

砂
分

を
含
み

一
部
に

火
山

灰
質
な

性
状
が

認
め

ら
れ

微
量
の

軽
石
が

点
在

す
る

。
斑

状
や

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

黒
灰
の

シ
ル
ト

が
混
じ

り
5
2
.
3
ｍ
に

黒
灰
の

有
機

物
が

混
入

す
る

。

5
3
.
0
ｍ

付
近
に

分
解
さ

れ
て

原
形

不
明

な
腐

植
物
が

混
じ

る
。

砂
混
じ
り

シ
ル
ト

暗 灰

非 常 に 硬 い

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
黒
ボ

ク
状
の

シ
ル
ト

で
脱

水
し

て
、
半

固
結

気
味
を

呈
し

5
3
.
6
～

5
4
.
0
ｍ

間
は
コ

ア
状
と

な
る

。

有
機
質
シ

ル
ト

暗 褐
中
位

の

含
水
が

あ
る

。
砂
は

お
お

む
ね

均
一

。

5
5
.
0
ｍ
に
φ

2
0
ｍ

ｍ
の
円

礫
が

点
在
し

貝
殻

砕
片
が

点
在

す
る

。

5
7
.
0
ｍ

付
近

や
5
8
.
0
ｍ

付
近
は

や
や

粒
径

の
粗
い

砂
が

混
入

す
る

。
全

体
に

非
常
に

密
で

締
り

が
あ

る
。

細 砂
暗 灰

非 常 に 密 な
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土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

暗
褐
を

呈
す
る

粘
性
土

や
土

砂
が

主
体
の

埋
土

材
で
φ

2
0
ｍ

ｍ
前

後
の

礫
や

砂
分
が

不
規

則
に

混
じ

る
。

改
良

土
の
よ
う

な
セ
メ

ン
ト

臭
い
は

無
い

材
質
は

間
隙

が
少
な
く

粘
性
土

の
部

分
は

若
干
の

粘
性
が

あ
る

。

埋 土

暗 褐 灰

粘
性
は

中
程

度
で

含
水
が

多
い

。
全

体
に

細
砂
を

混
入
し

未
分

解
で

茶
灰
を

示
す

腐
植

物
が

筋
状
に

混
入

す
る

。

砂
混
じ
り

シ
ル
ト

暗 灰

非
常

に
軟

ら
か

い

含
水
が

多
い

。
砂
は

淘
汰
良

好
の

細
粒

砂
で

不
規

則
に

暗
灰
、
暗

褐
の

シ
ル
ト

を
含
む

。

3
.
0
ｍ

や
4
.
0
ｍ

付
近
に

は
未

分
解
の

茶
灰

を
示

す
腐

植
物
が

混
入

す
る

。
5
.
1
0
ｍ

付
近
に

は
暗

褐
の

シ
ル
ト

が
ブ
ロ

ッ
ク
く

状
に

混
じ

り
貝

殻
の

細
片
が

点
状

に
混

入
す
る

。
6
.
2
5
ｍ

付
近
よ
り

含
有

す
る

シ
ル
ト

分
が

や
や

少
な
く

な
り

砂
は

微
粒

砂
で
ご
く

少
量
の

貝
殻

細
片
が

点
在

す
る

。

シ ル ト 混 じ り 細 砂

暗 灰

非 常 に 緩 い

粘
性
は

中
位
で

や
や

含
水
が

あ
る

。
砂
と

シ
ル
ト

が
乱

堆
積
し

た
層

相
で

シ
ル

ト
質

細
砂
が

多
く

混
じ

り
指
で

揉
む
と

砂
が

指
に

纏
わ
り

着
く

。

1
0
.
0
ｍ

付
近
は

含
水
が

多
く

微
量

の
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
シ

ル
ト

自
体
は

微
量
の

砂
を

含
む
も

の
の

均
質

。
淡

灰
の

部
分
が

帯
状

や
紐

状
に

混
入

す
る

。
貝

殻
化

石
は

見
ら

れ
な

い
。

全
体
に

軟
弱

、
脆

弱
で

標
準

貫
入

試
験
は

全
深

度
で

ハ
ン

マ
ー
自

沈
で

あ
る

。

シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

粘
性
は

中
位
～

弱
い

。
含

水
は

中
位

。
不

規
則
に

細
砂
が

シ
ー
ム

状
や
ブ
ロ
ッ

ク
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に

混
じ

り
、
貝

殻
細

片
が

混
入

す
る

。

1
5
.
0
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に

貝
殻

片
が

多
く

混
じ

る
。

1
6
.
0
ｍ
に

は
細

砂
が

ブ
ロ
ッ

ク
で

混
じ

り
1
7
.
0
ｍ
に

は
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。
全

体
に

脆
弱

で
ハ
ン

マ
ー
は
自

沈
す
る

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
中

位
。
粘

性
が

や
や

強
く

シ
ル
ト

は
粘
土

質
。

不
規

則
に

微
細

砂
が

混
入
し

貝
殻

細
片
が

点
在

す
る

。

2
0
.
0
ｍ

付
近
は

均
質
で

顕
著
な

混
入

物
が

見
ら

れ
な

い
。
2
1
.
0
ｍ

に
は

微
量

の
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。
貫

入
試

験
は

ハ
ン

マ
ー

が
自

沈
す
る

。

シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
が

や
や
あ
る

。
粘

性
は

強
く

シ
ル
ト

は
粘
土

質
。
細

砂
を

ブ
ロ

ッ
ク

状
や
レ

ン
ズ

状
に

含
み

貝
殻

細
片
が

点
在

す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
全

体
に

細
砂
を

シ
ー
ム

状
や
ブ
ロ

ッ
ク

状
に

多
く

混
入

す
る

。

2
4
.
0
ｍ

や
2
5
.
0
ｍ

は
砂

分
が

多
く

混
じ

り
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。

2
6
.
0
ｍ

付
近
は

や
や

粘
土

質
で

砂
分
が

少
な
く

均
質

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

軟 ら か い

含
水

、
粘

性
と

も
中

位
。

微
量

の
砂

分
が

不
規

則
に

混
じ

り
、
ご

く
少
量

の
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。

2
9
.
0
ｍ

付
近
に

砂
分
が

多
く

混
じ

る
る

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い ～ 軟 ら か い

粘
着

性
は

中
く

ら
い

～
や

や
高

い
含

水
量
は

中
く

ら
い

不
規

則
に

少
量

お
砂

分
と

貝
殻
の

細
片
が

混
じ

る

粘
土
質
シ

ル
ト

暗 灰

粘
着

性
は

中
く

ら
い

～
低
い

含
水

量
は

中
く

ら
い

貝
殻
の

細
片
が

わ
ず
か

に
混
じ

る
深
さ

3
5
m
付

近
、
細

粒
分
が

わ
ず
か
と

な
る

砂 質 シ ル ト

暗 灰

粘
着

性
は

中
く

ら
い

～
や

や
高

い
含

水
量
は

中
く

ら
い

不
規

則
に

少
量

の
砂

分
が

混
じ

る

粘
土
質
シ

ル
ト

暗 灰

砂
の

粒
径
は

不
揃
い

含
水

量
は

中
く

ら
い

～
少
な

い
シ
ル
ト
質

細
砂

暗 灰

シ
ル
ト

質
細

砂
の

薄
層
と

互
層

す
る

粘
着

性
は

中
く

ら
い

～
低
い

含
水

量
は

中
く

ら
い

砂 質 シ ル ト

暗 灰

粘
土

分
が

多
く

混
じ

る
粘

着
性
は

中
く

ら
い

含
水

量
は

中
く

ら
い

粘
土
混
り

シ
ル
ト

暗 灰

砂
の

粒
径
は

揃
っ

て
い
る

微
細

砂
含

水
量
は

少
な

い

細 砂
暗 灰

粘
着

性
は

低
い

含
水

量
は

少
な

い
全

体
に

有
機

物
が

少
量

混
じ

る

有
機
質
シ

ル
ト

暗
黒

灰

径
1
0
～

2
5
m
mの

角
礫
～

亜
円

礫
が

主
体

礫
間

は
細

砂
に

よ
っ

て
充

填
さ

れ
て

い
る

最
大

礫
径
は

4
0
m
m
程

度

砂 礫
暗 灰

砂
の

粒
径
は

揃
っ

て
い
る

含
水

量
は

少
な

い
所
々

、
硬

質
シ

ル
ト

が
ブ
ロ
ッ

ク
状
に

少
量

混
じ

る
深
さ

5
5
m附

近
、
微

細
砂
が

主
体

細 砂
暗 灰

径
1
0
～

2
0
m
mの

亜
角

礫
～

角
礫
が

混
入

す
る 含

水
量
は

中
く

ら
い

～
少
な

い

礫 混 じ り 細 砂

暗 灰

径
1
0
～

2
5
m
mの

亜
角

礫
が

主
体

礫
間

は
細

砂
に

よ
っ

て
充

填
さ

れ
て

い
る

含
水

量
は

中
く

ら
い

砂 礫
暗 灰

砂
の

粒
径
は

不
揃
い

含
水

量
は

少
な

い
細
砂

暗
灰
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柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

不
規

則
に

礫
、
砂

質
土

の
混
じ

る
粘

性
土

や
土

砂
が

材
質
で

、
含

水
は

中
程

度
で

粘
性
は

低
い

。

1
.
0
0
ｍ

付
近
に

は
φ

2
～

3
ｍ

ｍ
程

度
の

角
礫

状
の

細
礫
が

混
じ

る
。

3
.
0
0
ｍ

付
近
は

材
質
が

固
結
し

て
φ

3
～

5
ｍ

ｍ
低

度
の

粒
状
の

角
礫
で

偽
礫

状
に

混
じ

る
が

粒
は

爪
で

容
易
に

割
れ
る

。

埋 土
暗 褐

や
や

含
水
が

あ
る

。
砂
は

淘
汰
良

好
の

細
粒
子

。
暗

褐
の

シ
ル
ト

が
ブ
ロ
ッ

ク
状
に

混
じ

り
層
中

に
茶

灰
の

腐
植
物
が
じ

る
。

細
砂

暗
灰

中
位

の

含
水
が

多
い

。
砂
は

粒
径
の

揃
っ

た
細

粒
砂
で

砂
粒
間

に
シ

ル
ト

が
介

在
し

ル
ー

ズ
な

堆
積

。

5
.
0
0
ｍ
に

は
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。

7
.
0
0
ｍ

付
近
は

淘
汰
の

良
い

細
粒
子
で

均
一
な

細
粒

砂
。
こ

の
深

度
に

貝
殻

化
石
は

見
ら

れ
な

い
。

シ ル ト 混 じ り 細 砂

暗 灰

非 常 に 緩 い

含
水
が

多
い

。
粘

性
は

弱
い

。
全

体
に

微
粒

砂
が

混
入
し

指
に

砂
が

纏
わ

り
付
く

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非
常

に
軟

ら
か

い

含
水

や
や

多
い

～
中

位
。

粘
性
は

中
位

。
非

常
に

軟
質

、
脆

弱
で

ハ
ン

マ
ー

が
自

沈
す
る

。
シ

ル
ト

自
体
は

均
質
で

顕
著
な

混
入

物
は

見
ら

れ
な

い
が

微
量
の

微
細

砂
が

混
入
し

指
に

砂
が

付
着

す
る

部
分
が

あ
る

。
淡

灰
の

部
分
が

不
規

則
に

混
じ

り
ブ
ロ
ッ

ク
状

紐
状
に

混
入

す
る

。

1
7
.
0
5
ｍ

付
近
に

微
細

砂
が

ポ
ケ
ッ
ト

状
に

混
じ

る
。
標
準

貫
入

試
験
で

は
ハ
ン

マ
ー
は

全
深

度
で
自

沈
す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
全

体
に

微
粒

砂
を

含
み

、
微

細
砂
ブ
ロ
ッ

ク
状
に

混
じ

る
。

1
8
.
0
ｍ
に

硬
質
な

貝
殻

片
が

点
在

す
る

。

2
2
.
0
ｍ

付
近
に

は
貝

殻
細

片
が

点
状
に

混
入
し

淡
灰
の

部
分
が

ブ
ロ
ッ

ク
状
に

混
じ

る
。
2
6
.
0
ｍ

に
は

貝
殻

細
片
が

多
く

混
在

す
る

。
全

体
に

非
常
に

軟
質
で

標
準

貫
入

試
験
は

全
て
自

沈
す
る

る

砂 質 シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
微
細

砂
を

ポ
ケ
ッ
ト

状
に

混
入
し

砂
質
の

シ
ル
ト

が
層

状
に

混
じ

る
。

貝
殻

細
片
の

点
在
が

あ
り

、
2
8
.
0
ｍ
に

は
硬

質
な

貝
殻

片
が

点
在

す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

非 常 に 軟 ら か い

含
水
中

位
。
や

や
粘

性
を

伴
う

。
シ

ル
ト

自
体
は

均
質
で

下
位
に

漸
移
し

て
脱

水
す
る

。

2
9
.
0
ｍ

付
近
に

二
枚
貝

の
硬

質
な

貝
殻

片
が

混
入

す
る

。

粘 土 質 シ ル ト

暗 灰

軟 ら か い

や
や

含
水
が

あ
る

が
粘

性
は

弱
い

。
全

体
に

微
細

砂
が

混
入
し

指
に

砂
分
が

残
存

す
る

。
3
3
.
0
ｍ
に

少
量

の
貝

殻
細

片
の

点
在
が

見
ら

れ
る

。

砂 質 シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水
中

位
。
砂
は

微
細

砂
状
で

貝
殻

細
片

の
点

在
が

あ
る

。
シ
ル
ト
質

細
砂

暗
灰

中
位

の
中
位

の

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
全

体
に

微
量

の
微

粒
砂
を

含
み

貝
殻

細
片

が
点

在
す
る

。

3
7
.
0
5
～

3
7
.
1
5
ｍ
に

細
砂
を

シ
ー
ム

状
に

挟
む

。
3
8
.
0
ｍ

や
3
9
.
0
ｍ

は
シ

ル
ト

が
粘

性
を

持
ち

貝
殻

細
片
は

見
ら

れ
な

い
。

微
量

の
砂

分
が

混
入

す
る

。

砂 混 じ り シ ル ト

暗 灰

中 位 の

含
水
は

中
位

。
砂
は

ほ
ぼ

均
一
な

細
粒

砂
で

不
規

則
に

シ
ル
ト

が
混
じ

る
。

φ
1
～

2
ｍ

ｍ
の

軽
石
が

点
在

す
る

。

シ
ル
ト
混

じ
り
細
砂

暗 灰

中 位 の

含
水
中

位
で

粘
性
は

弱
い

。
砂

質
シ

ル
ト

と
シ

ル
ト

質
細

砂
が

薄
層

状
の

互
層
で

分
布

す
る

。
貝

化
石
は

見
ら

れ
な

い
。

砂 質 シ ル ト

暗 灰
硬 い

含
水
中

位
。
シ

ル
ト

は
粘
土

質
で

や
や

粘
性
が

あ
る

。
シ

ル
ト

自
体
は

均
質
で

顕
著
な

混
入

物
は

認
め
ら

れ
な

所
々

で
不

規
則
に

砂
分
の

混
入
が

あ
る

。

4
6
.
1
0
ｍ

付
近
に

有
機

物
が

点
状
に

混
入

す
る

。
4
7
.
2
0
～

4
7
.
3
0
ｍ

付
近
に

砂
質
の

シ
ル
ト

を
挟
む

。

4
8
.
0
ｍ

以
深
は

混
入

物
が

な
く

極
め

て
均

質
な

シ
ル
ト

で
や

や
硬

度
が

あ
る

。

シ ル ト

暗 灰

中 位 ～ 硬 い

含
水
中

位
。
砂
は

ほ
ぼ

均
一

。
少
量

の
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。
細
砂

暗
灰

中
位

の
硬
い

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
全

体
に

微
細

砂
が

点
状
に

混
じ

り
分

解
さ

れ
た

腐
植
物

が
少

量
混
じ

る
。

砂
混
じ
り

シ
ル
ト

暗 灰
硬 い

黒
土

の
圧

縮
さ

れ
た

土
質
で

分
解
さ

れ
た

木
片
が

混
入

す
る

。
細

砂
が

互
層

状
に

混
じ

り
砂
中

に
貝

殻
細

粉
が

点
在

す
る

。

有
機
質
シ

ル
ト

暗 茶 灰

非
常

に
硬

い

含
水

少
な

い
。
砂
は

分
級
の

良
い

細
粒

砂
で

貝
殻

細
片
が

点
在

す
る

。
細 砂

暗 灰

非
常

に
密

な

含
水

少
な
く

粘
性
が

弱
い

。
全

体
に

砂
分

が
多
く

混
じ

り
分

解
さ

れ
た

腐
植

物
が

固
結
し

て
混
じ

る
。

砂
混
じ
り

シ
ル
ト

暗 灰

非
常

に
硬

い

含
水

少
な
く

砂
は

細
か

い
。

5
6
.
1
0
ｍ

付
近

砂
の

粒
径

粗
く

貝
殻

細
片

が
点

在
す
る

。

5
7
.
0
ｍ

付
近
は

粒
径
が

粗
く

貝
殻

細
片
が

散
在
し

て
含

水
が

あ
る

。

細 砂
暗 灰

含
水
が

あ
る

。
礫
は
φ

1
0
～

2
0
ｍ

ｍ
低

度
の

亜
角

、
角

礫
で

最
大

径
は
φ

4
5
ｍ

ｍ
。

礫
間

の
充

填
物
は

細
砂
と

最
礫
で

、
5
8
.
0

ｍ
に

は
貝

殻
細

片
が

点
在

す
る

。
礫
は

硬
質

、
新

鮮
で

硅
質
な

泥
岩
、
石

英
礫
が
目

立
つ

。

砂 礫
暗 灰

含
水

多
く

砂
は

淘
汰

不
良

。
細
中

砂
が

混
在
し

貝
殻

細
片
が

点
在

す
る

6
2
.
0
5
ｍ

付
近
に

細
礫
が

点
状
に

混
じ

る
。

細 中 砂

暗 灰

非 常 に 密 な
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)
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土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

埋 土 砂 質 土 粘 性 土

含
水

少
な
く

粘
性
は

、
弱

い
。

分
解
さ

れ
て

炭
化
し

た
黒

色
の

腐
植

物
や

葉
状
の

組
織
を

残
す

腐
植

物
が

多
量
に

混
じ

る
。
圧

縮
さ

れ
て

や
や

硬
度
を

増
す

。

有
機
質
シ

ル
ト

暗 褐
硬 い

含
水
中

位
。

砂
は

淘
汰
良

好
で

均
一
な

細
粒

砂
。

5
2
.
0
ｍ

付
近
は

暗
灰
の

シ
ル
ト

と
細

砂
の

互
層

状
で

少
量

の
腐

植
物
が

点
在

す
る

。

5
3
.
0
ｍ

以
深
は

砂
分

優
勢
で

シ
ル
ト

を
レ

ン
ズ

状
に

含
む

。

シ
ル
ト
混

じ
り
細
砂

暗 灰

中 位 の

含
水

お
よ

び
粘

性
は

中
位

。
概
し

て
均

一
な

シ
ル
ト

。
5
4
.
0
ｍ

付
近
は

少
量

の
腐

植
物
が

点
在
し

や
や

褐
色
を

呈
し

、
5
5
.
0
ｍ

に
は

微
量

の
貝

殻
細

粉
が

点
在

す
る

。

シ ル ト

暗 褐 ～ 暗 灰

硬 い

含
水
が

あ
る

。
砂
は

や
や

淘
汰

不
良

。
細
砂

暗
灰

非
常

に
密

な

含
水

少
な
く

粘
性
は

弱
い

。
黒

色
の

炭
化

物
が

点
在

す
る

。
圧

縮
さ

れ
て

硬
い

。
有
機
質
シ

ル
ト

暗
灰

非
常

に
硬

い

含
水

多
い

。
砂
は

粒
径
が

粗
く

不
揃
い

で
中

、
粗

砂
が

主
体
で

細
粒
分
の

混
入
は

無
い

。
φ

2
～

4
0
ｍ

ｍ
程

度
の

硅
質
な

礫
が

点
在

す
る

。
非

常
に

良
く

締
り

密
実

。

礫 混 じ り 粗 砂

暗 灰

非 常 に 密 な

含
水

多
い

。
砂
は

や
や

淘
汰
が

悪
い

が
細

粒
砂
を

主
体

と
し

て
非

常
に

良
く

締
ま
る

。
φ

2
～

1
0
ｍ

ｍ
程

度
の

礫 混 じ り 細 砂

暗 灰

孔 内 水 位 (m
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プレストレストコンクリート(PC)工事特記仕様書

S-66

 －　
 －　

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



ＰＣ梁キープラン、リスト、端部詳細図

S-67

1/200,40,20
1/400,80,40

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



ＰＣ梁配線図

S-68

1/40
1/80

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



片持ち梁・小梁リスト

S-69

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



壁リスト

S-70

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



スラブリスト・片持ちスラブ配筋詳細図

S-71

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



鉄骨部材リスト

S-72

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



架構配筋詳細図

S-73

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



鉄骨詳細図

S-74

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



階段詳細図（１）

S-75

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



階段詳細図（２）

S-76

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（１）

S-77

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（２）

S-78

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（３）

S-79

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（４）

S-80

1/150
1/300

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（５）

S-81

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（６）

S-82

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（７）

S-83

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（８）

S-84

1/30
1/60

．．

． ．
．．

×（NG）○（OK）

．．

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（９）

S-85

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



雑詳細図（１０）

S-86

1/30
1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



【屋外体育倉庫・便所棟】　構造設計特記仕様（１）

S-101

 －　
 －　

（施工方法等計画書）

備　　考
工事監理者工場自主検査

％ 個

検査率又は検査数

完全溶込み溶接部

検　査　箇　所

接合部の検査(５)

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を

注2）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

軸力導入試験

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら

契約した検査会社をいう。

溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

検　査　方　法

マクロ試験・その他

外観検査（※）

超音波探傷検査

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

(６)防錆塗装

(７)耐火被覆の材料

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し、２回塗りとする。

錆止めペイントは、　JIS K 5621、　JIS K 5625、　JIS K 5674、

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

100

を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

 100％行うこと

外観検査（※）

（突合せ溶接）

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

第三者受入検査

(注) 東京都の要綱に

 基づき必要となる建築

 物の場合に実施する

要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。また、地震時の層

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ５cm

以上を原則とする。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

100 ％ 個

個

％ 個

％ 個

％ 個

個

％ 個

30

30

％ 個

％ 個

個

％ 個

１. 本仕様の適用範囲

(１)本仕様の適用範囲
本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 18 N/mm 以上 60 N/mm 以下のコンクリートと、2 2

JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSD490の鉄筋コンクリート用棒鋼を用いる

高さが 60 m 以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の設計及び工事に適用する。

(２)仕様書等の優先順位
設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

①特記仕様

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

２. 建築物の構造内容

(１)建築場所

(２)工事種別
新築 増築 改築

(３)構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

 法第20条第二号（ 　RC造高さ 20 m超　　 S造 4 階建以上　　 木造高さ 13 m超　　 その他 ）

(４)階数
地下 地上    階     階 塔屋    階

(５)構造種別

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造

構 造 種 別

（RC）

（SRC）

（S）

該 当 階 等

基礎

階～  階

         階～  階

架構特徴等

免震建物

制震建物

塔状建物

(６)主要用途
事務所 共同住宅 病院 店舗 倉庫

(７)屋上付属物
キュービクル            kN 高架水槽        kN 広告塔      kN 煙突    m

太陽光発電設備

(８)設計荷重
（a）主な積載荷重

室　　 名 床　 用 架 構 用 地 震 用

（N/m ）2

（b）1次設計用地震力

Co = Z = Rt = K（地下）=

（c）風荷重

地表面粗度区分 基準風速　Vo = m/sec

（d）雪荷重

垂直積雪量 設計用雪荷重　　　　　     cm 　　　　　               N/m2

（e）特殊の荷重及び仕上材

エレベーター　　　　　    kN     基 受水槽　　　　　 kN エスカレーター

(９)構造計算ルート
Ｘ方向ルート   －（　1　）Ｙ方向ルート  －（　1　）

(10)一次設計時用層間変形角
Ｘ方向    1/    rad Ｙ方向    1/    rad

(11)付帯工事
門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

(12)特定天井
有 無

(13)屋根、床、壁

ALC   　 （JIS A 5416）

押出し成形セメント版

折　版

特殊デッキプレート 大臣認定（  ）

材　　種

厚

H = 厚

型式 厚

壁

屋根

壁

型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

屋根

ハーフPca版 Pca版

厚 床版

床版

床版

スライド

ロッキング

ボルト止め

階～  階

３. 使用建築材料表・使用構造材料一覧表

(１)コンクリート（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308）

備　考
cmスランプ

２Fc = N/mm

設計基準強度適 用 箇 所 品質基準強度

部　位階

柱 壁
梁 床版

（スランプフロー）２Fq = N/mm

比重
3γ=kN/m

柱 梁

柱 梁

床版
基礎 地中梁

床版
壁

壁
床版
柱 梁 壁
床版
柱 梁 壁
床版
柱 梁 壁
床版

土間コンクリート

捨てコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

セメントの種類

※本仕様適用外

※本仕様適用外

普通ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

中庸熱ポルトランドセメント

砂 山砂 砕砂

砂利 砕石

水道水 地下水 工業用水

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

材齢（　　　　　　　　　　　　 ）28日 56日 91日

養生（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）標準 現場水中 現場封かん

単位水量

単位セメント量

185 kg/m 以下3 175 kg/m 以下3

270 kg/m 以上3

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

AE減水剤 高性能減水剤

4.5 % 3.0 % 

0.3 kg/m 以下3

65 % 以下 50 % 以下

(２)コンクリートブロック（　JIS A 5406）
A種 B種 C種    厚 100 120 150 190 使用箇所（ 　）

(３)鉄　筋
鉄　 筋

異 形 鉄 筋

（JIS G 3112）

種　類 使用径 使 用 箇 所 備　 考mm

高強度せん断補強筋

溶 接 金 網

（JIS G 3551）

SD295 A

SD295 B

SD345

SD390

SD490

685

785

1275

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

機械式定着工法

機械式継手

大臣認定番号

MSRB-

注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.（2）鉄筋の項の鉄筋継手の項に　にて表示すること。

(４)鉄　骨
種　 類 現場溶接

有 無

JIS規格・認定番号等使用箇所

SSC400

SN490 B

STKR400

BCR295

STKR490

BCP235 BCP325

SN490 C

SS400 SM400 SN400 A,B,C

溶接材料

有 無

有 無

有 無

有 無

大臣認定品 認定番号 MSTL-

JIS G 3160

JIS G 3466

JIS G 3350

JIS G 3136

JIS Z

(５)ボルト等

4.8（4T）

大梁 小梁 ）柱使用箇所（

高力ボルト

アンカーボルト（構造用アンカーボルト）

ボルト（JIS B1180）

L= 

L= 

φ= 

φ= 

頭付スタッド（JIS B1198）

鉄骨部材リストによる

M

（                                 ）M24、M22、M20、M16、F10T（JIS B1186） S10T 大臣認定番号（ ）

溶融亜鉛めっき高力ボルト F8T 大臣認定番号（ ）

M

ダブル ）ナット（ シングルSS400

ダブル ）ナット（ シングル

大梁 小梁 ）柱使用箇所（

（                                 ）M24、M22、M20、M16、

ダブル ）ナット（ シングル

ABR400 （JIS B 1220）

４. 地　　盤

(１)地盤調査資料と調査計画
無）近隣 無有 （ （調査計画　　　敷地内 有）

水平地盤反力係数の測定

ボーリング調査

試験堀（支持層の確認）

静的貫入試験

土質試験

調　査　項　目 資料有り 調査計画

現場透水試験

平板載荷試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

調査項目 調査項目資料有り 調査計画 資料有り 調査計画

５. 地業工事

無有

支持層－　埋土  　、

独立基礎 試験堀布基礎

支持層－

深さ

(３)

長期許容支持力度

杭基礎

GL－  0.6 m、

ベタ基礎直接基礎(１)
kN/m

(２)地盤改良
深さ GL-  2.0     m、長期許容支持力度    kN/m

浅層混合処理工法 深層混合処理工法

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

載荷試験 無有

備　考施　工　法

拡底杭

手掘

機械掘

2

深礎

3
アースドリル

cm以下

kg/m

Fc N/mm

リバースサーキュレーション

オールケーシング

杭　　種

スランプ

場所打ち

コンクリート杭

セメント量

コンクリート

材　　料

3
kg/m単位水量

  年   月   日

　認定

第 　 号

鋼管補強杭

拡頭・拡底杭

既製杭・杭種

C種

Ⅲ種

B種

Ⅱ種

PHC

PRC

鋼管

A種

Ⅰ種

SC

種　 類 材　 料 施　工　法 備　 考

  年   月   日

　認定

第 　 号

鋼材

鋼材

コンクリート FC85

コンクリート FC105

打ち込み

埋め込み

孔壁測定）　　    本

杭施工結果報告書

載荷・（ 打ち込み・

杭仕様

無）有・（試験杭

施工計画書承認

本数 特 記 事 項(kN) 杭の先端の深さ杭径(mm) 設計支持力 (m)

６. 鉄骨工事

工作図 施工計画書製作要領書　

頭付スタッド特殊ボルト

(２)
製作工場

(１)

社内検査表

鋼材

認定または登録工場（大臣認定　S  H  M  R  J  グレード　　都登録　T1　T2　T3 ランク）

高力ボルト

材料規格証明書※、または試験成績書

―社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

工事監理者の承認を必要とするもの

鉄骨工事は指示のない限り下記による
日本建築学会「ＪＡＳＳ６ （最新版）」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

※―社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

製品検査組立・開先検査

(３)

現寸検査

(４)
建方検査

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

（　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

接合部の溶接は下記によること

工事監理者が行う検査項目

内質
検査
（注） 示温塗料塗布

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

（フォースター　F☆☆☆☆）

７. 設備関係

間変形に追従できること。

９. その他

８. 令第129条の2の3の事項

2

2 載荷試験 無有

新 構造設計特記仕様 ※修正箇所は下線を引くこと
※適用は 　印を記入すること

その１

mm

mm

  0   1   0 

（b）

0.30

Ⅲ 34

30

200

1.00 1.00

600

200

24 24 18

24 24 15

18 18 15

18 18 15

D10～D16

D19

 STKR490

－

－

(６)スカラップ形状
ノンスカラップ工法 スカラップ工法

・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備*を除く)は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下[ 屋上水槽水] ）は、支持構造部又は

設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止の

ための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等

有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の

緩和のための措置を講ずること。

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示第１３８９号により、

風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが

２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

※「給湯設備」：建設物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

SM490A

隅肉溶接部 100 30 －

第三者検査機関名 （都知事登録　     号）

AOQL4% 第6水準 ロットの大きさ：220　　サンプルの大きさ：20

硬さ試験

AOQL4%
第6水準

壁式構造 （WRC） 1 階～ R 階

0.10

屋根 980 600 400

便所 1,800 1,300 600

体育倉庫 7,800 6,900 4,900

23

23

1F立上り～

50

50

再現期間 100年

地名地番：埼玉県八潮市垳144－1,2,3,4,7,8,16,17

住居表示：埼玉県八潮市垳144－1

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



【屋外体育倉庫・便所棟】　構造設計特記仕様（２）

S-102

 －　
 －　

10.

(１)コンクリート

鉄筋コンクリート工事

新 構造設計特記仕様 ※修正箇所は下線を引くこと

と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5の3節～11節

を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS 5の17節(高強度コンクリート)を適用する。

また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度以上とし、発

受ける。

による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の承認を

機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「 鉄筋コンクリート構造

高強度せん断補強筋は技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

鉄筋は、JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子

は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

標準図による

告示1463号第2項各号

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

鉄筋継手工法

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

A 級

鉄筋の径

D（   ）以下

D（   ）以上

D（   ）以上

D（   ）以上

(1) 引張力最小部位
(2) (1)以外の部位     

(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、 注）

日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

16

19

B 級 SA級

※適用は 　印を記入すること
その２

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 （最新版） による。

（a）コンクリートの仕様

本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」
2

2

注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合は、法第37条の

大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け

軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

設計基準強度 Fc

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

2

呼び強度(JIS規格品)

18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

JASS 5での区分 普通コンクリート 高強度コンクリート

調合管理強度(N/mm ) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 602 60超

21 24 27 30 33 36 40 42 45 50 55 55 60 60 ※

※印は規格外

（b）品質と施工

構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

標準 長期 超長期

コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とする。

設計基準強度が 36 N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、「高強2

度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通大臣が指定

建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンクリー

ト主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認められる技

術者が常駐していなければならない。

施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、工

事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプ または スランプフローで表し、設計基準強度が

36 N/mm 以下 33 N/mm 以上の場合スランプ 21 cm以下、33 N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし
2 2 2

設計基準強度が 36 N/mm 超 45 N/mm 未満の場合はスランプ 21 cm以下またはスランプフロー 50 cm

以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23 cm以下またはスランプフロー 60 cm以下

とし、特記による。

2 2

2

コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。3

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

（c）調合および構造体コンクリート強度

ⅰ）高強度コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は 28日とする。

構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は 91日とする。

構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において、調合

管理強度以上とする。

② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において、

設計基準強度に 3 N/mm 加えた値以上とする。2

調合管理強度は、以下による。

 Fm = Fc + mSn (N/mm )H
2

 Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )2

 Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )
2

H

mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS 5 による。

調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

 F ≧   Fm + 1.73σ　    (N/mm )H H

 F ≧  0.85  Fm + 3σ  (N/mm )H
2

HH

  F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )
2

H

σ  : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/mm ）で、レディーミクストコンクリート2
H

工場の実績による。実績がない場合は、0.1（Fc+mSn）とする。

ⅱ）普通コンクリート

調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。

構造体コンクリート強度は 表9.3 を満足すれば合格とする。

供試体の養生方法 試験材齢 判定基準(1)

コ ア 91 日

標準養生 28 日 X ≧ Fm(2)

X ≧ Fq

表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

ただし、 X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値（N/mm ）

Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )
2

2

Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )
2

[注]（1）早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

 （2）工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当ら

ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

* 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平

均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値

から 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内の n 日において3個の供試体の圧縮強度の平均値か

ら 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

調合管理強度は、以下による。

 Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )

 Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )
2

mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日における

2

圧縮強度の差による構造体強度補正値（N/mm ）
2

調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足する

 F ≧  Fm + 1.73σ　  (N/mm )
2

 F ≧  0.85 Fm + 3σ　(N/mm )

  F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )
2

 σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/mm ）で、レディーミクストコンクリート2

工場の実績による。実績がない場合は 2.5 N/mm 、または 0.1Fm の大きい方の値とする。

ように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。

2

2

2

（d）

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センターの技

検査

術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影し

た写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合 1 日 1 回以

上とし、1 回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その平均値を試験値

とする。

スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合 ±2.5cm、21cmの場合

±1.5cm（呼び強度 27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は ±2cm）とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合 ±2.5cm、21cm以上の場合 ±2cmとし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は ±7.5cm、50cmを超える時は

±10cmとする。

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用いて材

齢 28 日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m またはその端数ごとに

3 個の供試体を用いて行う。3 回の試験で 1 検査ロットを構成する。

高強度コンクリートでは、打込み日 かつ 300 m ごとに検査ロットを構成して行う。1 検査ロットに

おける試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータから採取

3

3

した合計9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法は標準養生とする。

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

かつ 150m またはその端数ごとに1回行う。1 回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車から 

1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。

高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区 かつ 300 m ごとに行う。検査には適当な間隔をあけ

た任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる供試体の

3

3

養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

3

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 第4条の

試験機関で行うこと。

試験・検査機関名 (都知事登録 　号）

代行業者名 (登録番号 　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

(２)鉄　筋

配筋標準図(1)～(3)」による。

鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用箇

所を定め特記による。

(注) 使用箇所

の設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・覆いなど

提出し、承認を受ける。

圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理者に

いる。

機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物を用

（a）施工

（b）検査

継手部の検査方法

各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋継手協

会の仕様書を参照のこと。

継手方法

表9.5　継手の検査

表9.4　鉄筋の継手

ガス圧接1

外観検査

有 　　　％

引 張 試 験

有 無 　　 ％    　個

超音波探傷試験

有 無

溶　　接2 有 　　　％ 有 無 　　 ％    　個 有 無

機 械 式3 有 ％ 有 無  ％ 個

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用

し、1 回の引張試験は 5 本以上とする。（ 1ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接箇所で

200 箇所程度とする。）

鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第 4 条の試験機関、又は第 8 条の検査機関で行うこと。

試験・検査機関名 (都知事登録　　 号）

(３)かぶり厚さ
最小かぶり厚さは、表9.6 に規定する設計かぶり厚さを 10mm減じた値とする。

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが確保され

るように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6 以上の値とする。

標準・長期構造体の計画供用期間の級

表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）

部材の種類

構造部材

屋　内 屋　外(2)

柱・梁・耐力壁 40 50

超長期

屋　内 屋　外(2)

40 50

床スラブ・屋根スラブ 30 40 40 50

構造部材と同等の耐久性を

要求する部材

計画供用期間中に維持保全

を行う部材

非構造部材

(1)

30 40 40 50

30 40 (30) (40)

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤

50

70

 注）

て定める。

(1) 計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じ

は設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。

(2) 計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側で

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定する

数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を講じれば上

記によらなくても良い。

(４)型　枠
型枠および支保工の存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。

普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

梁下

普通ポルト

スラブ下

ランドセメント

高炉セメント

支　　柱

Ａ種

Ａ種

28

シリカセメント

高炉セメント

100％

28

28

Ａ種

178

2815

85％

12 25

設計基準強度の

シリカセメント

Ａ種 ランドセメント
高炉セメント

ランドセメント
普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

せ　き　板

スラブ下、梁下

種 類

位

セメント

部

の種類 ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

普通ポルト

基礎、梁側、柱、壁

Ａ種

6

シリカセメント

16

10

4

10

6

設計基準強度の50％

Ａ種

2

5

5.0N/mm

3

15℃以上コンク

の平均気温

5℃未満

5℃～15℃

圧縮強度

コンクリートの

（日）

3

8

5

シリカセメント

在置期間

Ａ種 Ａ種

ランドセメント
早強ポルト

リート
の材令

2

※ JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5 N/mm 以上、長期及び超長

期の場合は 10 N/mm 以上、または高強度コンクリートの場合は 10 N/mm 以上。

 注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

 注）

 注）

 注）

 注）

 注）

 注）

2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

　ならない。

5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては

4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わ

　ないこと。

7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与

　えないように行うこと。

表9.7　型枠存置日数 昭和46年建設省告示第110号（昭和63年改正建設省告示第1655号）

H

※

2

2 2

 Fm = Max(Fc,Fq)+mSn (N/mm )2

100

100

1検査ロットにつき　　     　30個

1検査ロットにつき　　     　30個

19

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図
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 －　
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ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値

１.一般事項

(１)
(２) 記号

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１） ※修正箇所は下線を引くこと。

耐力壁と床・屋根スラブ

フックを直交筋
にかけ掛け

曲げ直交筋外側

鉄筋を90°に

に回し配筋

鉄筋端の180°

イ

ロ

壁横筋

幅止筋D10

横筋3段ごと

壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋

壁 縦 筋

イ ロ

イ
壁単配筋

ロ ロ 複配筋

ハ

上階壁単配筋

下階壁複配筋

両側スラブ 両側スラブ

両側スラブ
片側スラブとも

片側スラブ
壁単配筋

≦D
ー ー

1
6

e
D
－ －

1
6

e
＞

延ばすと
施工が
しやすい

壁梁主筋
（通し筋とする）

耐力壁の長さ

屋根スラブ

水平(鉛直)に

壁開口

ＣＬ＠…間隔

ＳＴ…あばら筋

ｒ…半径 …中心線 ℓo…部分間の内法距離 ｈo…部材間の内法高さ

ＨＯＯＰ…帯筋 Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋 φ…直径

Ｄ…部材の成 Ｒ…直径

２.鉄筋加工、かぶり

(１) 鉄筋末端部の折曲げの形状

d

折まげ角度90°はスラブ筋・壁
筋の末端部またはスラブと同時
に打ち込むＴ形およびＬ形梁の
キャップタイにのみ用いる

90°

dd

135°

6d以上(※4d以上)

R R

d

180°折曲げ角度

4d以上鉄筋の余長

図 R

鉄筋は、SD295A、SD295B、SD345を使用する。

折曲げ内法寸法Ｒは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

8d以上(※4d以上)
余

長

余
長余長

8d
以

上

(２) 鉄筋中間部の折曲げ形状　鉄筋の折曲げ角度90° 以下

3d以上

6d以上

4d以上

内のり寸法（R）
鉄筋の折曲げ

D16以下

D19～D25SD295B、SD345

SD295A

鉄筋の種類図

R

d

d

R

帯　　 　筋

上記以外の鉄筋

スパイラル筋

あ ば ら 筋

所による呼称
鉄筋の使用箇

る区分
鉄筋の径によ

(３) 鉄筋の定着および重ね継手の長さ

（L1）

（L3）

スラブ

重ね継手の長さ

特別の定着及び
定 着 の 長 さ

小　梁

下 ば 筋
（L2）一般

普通、軽量コン

2（N/mm ）

基準強度の範囲

クリートの設計
鉄筋の種類

SD295B
SD295A

SD345

21  24

18

35d
25d

または
フックつき

40d
30d

または
フックつき

15d
25d

フック
つき

または

以上

かつ

150mm

 10d
40d
30d

または
フックつき

45d
35d

または
フックつき

コンクリートは普通 Fc=18N/mm 以上 24N/mm 以下、軽量 Fc=18N/mm 以上 21N/mm 以下2 2 2 2

継　手
１. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

２. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

３. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

　ガス圧接形状

d/4以下

d/5以下

約0.5L1

1.4d以上dd

重ね継手

1.1d以上

1.5L1以上a≧400

　圧接継手 （下図のいずれかとする）

(４) かぶり厚さ   (単位：mm)

構　 造　 部　 分

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

基礎つなぎ梁

基　礎（捨コンクリート部分を除く）

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　 ・非耐力壁＊＊ 20

30

60

30

40

50

70

40

＊

＊＊

＊
（mm）（mm）設計かぶり厚さ最小かぶり厚さ

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分・

[注] ＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。

   ＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。[ 8-(1)の＠参照 ]

(５) 鉄筋のあき
ａ.異形鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上

ｂ.粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上 doあき

間隔

異形鉄筋

do

(６) 鉄筋のフック
ａ.壁長が1ｍ以下の壁横筋の末端

ｄ.柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ.単純梁の下端筋

３.杭

ｆ.その他、本配筋標準に記載する箇所

ｂ.あばら筋、帯筋 ｃ.煙突の鉄筋 末端にはフックが必要

●印の鉄筋の重ね継手の

はり

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

(１) PRC杭、又はPHC杭の全てに補強を行う

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

杭　　径

補 強 筋

ＨＯＯＰ

400φ 450φ 500φ 600φ300φ,350φ

6-D13 8-D13 10-D13 8-D16 10-D16

D10-@150

但し ℓ≦φの場合

45

基礎下端

（下げ止まりの影響をあらかじめ

　　 ℓ＞φの場合は工事監理者の指示による

　設計上考慮されている場合に限る）

補強筋

L2
φ

HOOP@150

50

基礎下端

コンクリート止め板
φ

L2
ℓ

HOOP@150

3-D16

15
0

1
.5

φ

φ

コンクリート止め板

150

(２) 現場打ちコンクリート杭 CL

45
d

重
ね

継
手

斫り部分

杭頭処理

HOOP筋の継手は片側溶接

スペーサー
フラットバー@3,000

（各4ヶ所）

鉄筋のかぶりは

10d又は重ね継手40dフック付き

φ

100以上とする

φ

10
0以

上

へりあき200以上

余
盛
コ
ン
ク
リ
ー
ト

80
0～

10
00

杭
主

筋
40
d

４.基  礎

(１) 布基礎

布基礎2回打ち（フーチングと立上りを分ける）場合

GL

打継ぎ面

壁開口基礎梁主筋
（D13以上）

幅止め筋D10

床スラブ

壁縦筋

捨コンクリート
敷込み砂利（砕石）

フーチング主筋

打継ぎ面

L2

曲げ
補強筋

折り曲げ
不可

L2

Ｌ型交差部

Ｔ型交差部

布基礎交差部の配筋（平面）

交差部ベース筋を配置する。また、特殊な場合にははか
ま筋を配置する

とし、配力筋の間隔は300mm程度とする
ベース筋の間隔は原則として200mm以下

原則として基礎梁下端主筋・ベース筋・配力筋布および

P：ベース筋の設計間隔L2以上
P P

交差部ベース筋

配力筋(交差部まで延ばす)

ベース筋

P以
下

P
P

P以
下

P

第１ベース筋
(直交布基礎の縁に配置する)

8.(3)の上,下筋

  を読み替える

L2以上

L1以
上

十型交差部

P

(２) 杭基礎 独立基礎杭布基礎杭

20
d以

上

20
d以

上

φ

か
ぶ

り
厚

さ

か
ぶ

り
厚

さ

杭頭部補強配筋範囲

ＰはＳＴＲＰ間隔

P以
下

20
0以

下
〃

〃
20

0以
下

P以
下

P
P

3～
4φ

以
上

20d（片側）

参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

３. 2 の鉄筋はD13以上

１.耐圧版鉄筋の継手位置は8－(１)床スラブを

２. 1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

４.埋戻し土のある場合は40を70とする

(３) べた基礎

１
ａ

ハンチを付けた場合（a≧3）

40
70

L2
 o
r 

L3
≧

15
d

2

1L2

  ＊印筋は不要とする

L1

～60゜45゜

(４) 基礎接合部の補強

＊＊＊

＊

＊
＊

≦H 500

Ｗ1

H

L2

500＜H≦1000

L2

５.耐力壁

(１) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

300

梁
幅

W1の三角壁厚さは、200以上

又は地中梁幅とし、配筋は

同厚の壁リストにならう

＊印筋はD10-@200とする

L2

小  　梁
がりょう
壁　  梁

耐 力 壁 非 耐 力 壁ス ラ ブ
布 基 礎
基　  礎
基 礎 梁

塀
部位

構造種別

壁式鉄筋

コンクリート造
D22 D22 D16D16D16D25

P

(３)

(４)

耐力壁の縦・横筋の配置

耐力壁が交叉する場合（平面）

６.使用可能な鉄筋の最大径（標準）

単配筋の場合

横筋

縦補強筋1-D13以上

複配筋の場合

幅止メ筋D10 3本ごと

単配筋の場合 複配筋の場合

曲げる

単配筋の場合

複配筋の場合

端部曲げ補強筋２本の場合

注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。

端部曲げ補強筋１本の場合

第1縦筋

単配筋の場合 複配筋の場合

Ｔ形交差部の縦・横筋の配置

Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置

十形交差部の縦・横筋などの配置

b

c

a

L1

L2
L2

P/
2

L2

横
筋

ピ
ッ

チ
P

P
P

180以上

P/
2

横
筋

ピ
ッ

チ
P

P
P

L2 L2

180未満

3-D13

2-D16以上

L1

L2 L2L2

ℓ

L1

L2

L2

ℓ

L1e e

D DL2

L2

ℓ ℓ ℓ

壁梁主筋

壁梁縦筋

壁横筋

D13以上

上階耐力壁補強筋

下階
耐力壁補強筋

絞る

床スラブ

立上り筋

12
0以

上

P/2 P

1
50

以
上

P/2 P P

P/2 P P/2
調整区間Ｐ以下

L2 P
P/

2

P/2 P P

L1

定着長さ L2
L2 L2 L2

L1

L2

L1

L1

L2

P
P/

2

P P

L2 P P

L2

P
P

L2

P
P

P P
P P

P
P

15dかつ150

18
0以

上

曲げ補強筋
D13以上

曲げ補強筋
2-D13以上

第1縦筋 縦筋

第１縦筋 通し筋 曲げ補強筋

中心を超えてから

縦筋D10以上

横筋D10以上

第1縦筋

D13以上
曲げ補強筋

縦筋D10以上

縦筋

縦補強筋4-D13以上

横筋D10以上

D13以上
縦補強筋

キャップタイ

圧接面 圧接面 圧接面

L1 L1

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

横筋(通し筋)

曲げ補強筋
D13以上

横筋と
同径同間隔

2mm以下

耐力壁

また、軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。

100

150以上

フーチング

D13以上

(２) 上・下階耐力壁の各種配置

縦筋D10以上

横筋D10以上

P

※片持スラブ上端筋の先端

SD295B、SD345

SD295A

D19～D25

150以上

基礎梁
下端主筋

ハ

L1
L2

曲げ補強筋

L2
L3

平成２７年５月１日　　発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会 監修　東京都建築構造行政連絡会　　

第1縦筋D10以上

D16以下

ℓ

【屋外体育倉庫・便所棟】　
　壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
Ｌ=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。

※修正箇所は下線を引くこと。

７.壁梁、小梁

(１) 壁梁の標準配筋図

R階

基礎

最上階

一般階

壁長の大きい場合 壁長の小さい場合

θ=45°

補強あばら筋は、小梁主筋側
に必ず入れること。

壁梁幅

＊一ヶ所で同時に多数の

　鉄筋を切らないこと

L2

　定着

外端 内端(連続端)

＊

（上端筋継手位置）

（下端筋継手位置）

（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。

無開口の場合

＊

＊

正　面

正

面

平　面

e≦D/6

(２) 壁梁の範囲

(３) 定着

幅が18cm以上の場合は閉鎖型とする

2段筋

P 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 PL2 L2

調整間隔Ｐ以下幅止め筋D10@1,000以下

2段筋

L2

腹筋

せん断補強を要する範囲

L2壁梁長さL2

L2

L2

L2 L2

L1

L2
L1

L2
L1

L2

L2

150以上

L2
25

0以
上

0.25ℓo

ℓo/3 ℓo/3 ℓo/3

継手位置 
２
３ B以上

L3

ℓo

0.3ℓo
250

L2

B

0.1ℓo 250
250 0.15ℓo

L1

ℓo/4

L1

壁梁 出隅部分壁と壁（平面図）a

小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さb

D
水平補強筋
1-D13以上
ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上
ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上
ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上,ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上,ℓ=1200

床受筋

水平定着

水平定着

水平定着 水平定着

水平定着 水平定着 水平定着

あばら筋かけ始め
あばら筋かけ始め

床受筋

e

150以上 150以上 150以上 150以上

L2

※

 D≦150

斜　め周　囲床板厚さD は縦、横、斜補強筋とは別に開口
によって切断される鉄筋と同じ鉄筋
を開口をさけて補強する。

孔と孔のへりあき100以上

a

（開口の径500程度の場合）

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一径で

注）設備の小開口が連続してあく場合

(イ) a原則として

a b bc c

6d6d

にあっては交互、フックの位置は a

両側床版付（Ｔ型）梁で c

のフック先曲とする。

、b

とすることができる。

にあってはスラブ側とする。b

スラブ

複配筋 単配筋

曲げ補強筋曲げ補強筋

L2

お
さ
ま
り

は
り
主
筋

お
さ
ま
り

は
り
主
筋

BA

D13 D16

180

（注）かぶり厚さ40mmの場合

（単位ｍｍ）

壁梁鉛直断面

おさまりA おさまりB

 梁幅の最小寸法（構造体寸法）

壁シングル配筋

壁ダブル配筋

Ｌ
2

スラブ

a 片持床スラブ

上端筋
B

B

短辺・長辺方向下端筋

標準継手位置

短　辺　方　向

長　辺　方　向

継手位置は原則として下表による。

他端にスラブがない場合他端にスラブがある場合

b 一般床スラブ

A　　C

上端筋

下端筋

上筋径以上

鉄筋長は主筋の

上端筋

片側床版付（Ｌ型）梁で

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。

複配筋

逆梁

単配筋

4-D13（ℓ＜900）

ℓ≦1200

5-D13かつ

5-D13かつ

B

A

A

A A

C

C

C

C

(４) あばら筋の型

L2

L2

30
L3

ℓx
ℓx/4 ℓx/4

L2

ℓ

ℓ

L1

ℓ/
2

L1

ℓ/
2

ℓ

L1

L1

L1

L1
L1

2L1

L1

L1

ℓ

15d

10
d以

上

15d

10dかつ150以上

ℓ
y/

4
ℓy

/4

ℓy

4d

あばら筋

補強筋D13以上

曲げ補強筋 曲げ補強筋

補強筋D13以上
片持ちスラブ

曲げ補強筋D13以上
（壁縦筋とは別に

配筋する）
縦筋

(５) 壁梁と壁のおさまり

8d

D13 D16

180

180 190D16

D13

D19 190 200

195 200

195 210D16

D13

D19 205 220

８.床板

(１) 定着および継手

D13
肩筋D13以上

(２) 屋根スラブの補強

ℓ=1,500とし、上端筋の下に配筋する

※の個所（入隅）は各階補強するb

(３) 片持スラブ出隅部補強

1200＜ℓ≦1500

5-D13（900≦ℓ＜1200）

1/2以上

(４) 床板開口部の補強

上筋

下筋

周囲補強筋

斜め補強筋

150＜D≦200

各2-D13

各2-D13

各1-D13

各1-D13

D13

D13
D13

全断 全断

L1

a 軽作業の土間

b 間仕切壁との交叉部

L1

L1

床板厚

手摺

片持ち階段

L2

パラペット

はり壁に定着
（上下各１本）

（平面）

t

下部防水立上りのある場合

t

一般の場合

2-D13

25d

(５) 床版段差

L2

2D以上

D/
2以

下

D

2D

600

250

20
0

D
D

300 50

1200x600以下
L1

t

3/4t以上

50
1,200以下

4
d

L2

H
L2

10
0以

下

L2

L1

L2

L2 L2 L2 L2

ho

L2 L2 L2 L2

ho
h

120以上

H
10

0以
下

L2

D

D13 D16

D10-@150

D≦
H≦

2D

折曲 D10-@200

D10-@200

(６) 土間コンクリート

D10-@150

D13-@200ダブル 2-D16

2-D16

D13

(７) 釜場

(８) 打継ぎ補強（ダメ穴打断面について）

設計配筋間隔の1/2ピッチ  長さ2xL1以上

無筋部分 D10-@200  長さ800以上

９.階段

D13受筋

D13以上

D13以上
D10@250 D13

D13 D10

1/2t以上

D10

D10@250

（上下各１本）
2-D13

（上端筋の下へ配筋する）
2-D13 L=1,100mm
斜めの補強筋

10.その他

(１) 手摺、パラペット

D13

D10@150

D13

D10@150ダブル

D13 （但し、H＞800以上の場合、
設計図による）

(２) コンクリートブロック帳壁

D13 D13
溶接L=100

D10@400D10@400

横筋D10@600

横筋D10@600

D10@400

注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。

注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400。

注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

梁端部（スパンℓ/10以内かつD以内）は避ける設置可能範囲

控壁のない塀例 高さ1.2m以下

控壁のある塀例

立面配筋図

390x390x120空洞ブロック

空洞ブロック

390x390x120

断面配筋図

道路

ＧＬ

高さ2.2m以下

控壁間隔3.4m以下

一般部断面配筋図

道路

GL GL

1/5以上の控壁

壁の高さの

控壁用型枠
ブロック

ｃ.地盤が液状化の恐れのある砂質土及び軟弱土の場合は、別途検討する。

ｂ.塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。

ａ.塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。

ｄ.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

11.梁貫通孔補強

(１) 既製品

但しφ≦D/3とする(２) 鉄筋標準配筋

φ

2-（2-D13）折　筋

縦　筋

80≦φ≦100

ST 2-D13 @100

折　筋

縦　筋縦　筋

横　筋 横　筋

　縦筋上
下

斜　筋

L2

45゜

2
50
以
上

φ1
定着長さのとり方

※部分について計算で

確認された場合は右

らなくて良い。

記の位置、寸法によ

孔補強の有効範囲と

貫通孔が連続して間隔等が取

（スターラップ補強範囲）

れない場合は設計者又は工事

　縦筋上
下

100＜φ≦150

2-（2-D13）

ST 2-D13 @50

2-（2-D13）

ST 2-D13 @50

150＜φ≦250

4-（2-D13）

ST 2-D13 @50

2-（2-D13）

ST 2-D13 @50

※
※

25
0以

上

L2

L2

2φ 2φ

Dφ

（φ1＋φ2）x3/2以上

φ2

監理者と打合せのこと。

12.コンクリートブロック塀

ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造(１)

かさ木ブロック

D10 基本ブロック
横筋用ブロック

400 400

150

120

10
0

1,
00

0
30

0
40

0

1,
40

0

400150

18
0

D10

D10

D10
D13

D13

D10

50

高
さ

1,
20

0以
下

D10

150

120

高
さ

2,
2
00

以
下

10
0

1,
40

0
30

0
40

0

1,
80

0

400 400 400150 400

10
0

1,
40

0
30

0
40

0

1,
80

0

50 50
25

d

立面配筋図 控壁部断面配筋図

D10

D10

D13

D10
D13

D13

D13

D10

D10

D13
横筋用
ブロック

縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)

水平補強筋
1-D13以上,ℓ=1200

L2 L2

H

φ φ

150

(外壁)1-D13以上
(内壁)2-D13以上

(ロ)

D

L2

150以上

D10@150ダブル

D10@200ダブル

D13
溶接L=100

D13

D13

L2

※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。

(外壁)1-D13以上
(内壁)2-D13以上

【屋外体育倉庫・便所棟】　
　壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



【屋外体育倉庫・便所棟】　伏図・軸組図

S-105

1/100
1/200

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



【屋外体育倉庫・便所棟】　部材リスト

S-106

1/20,1/30
1/40,1/60

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



【ごみ置き場棟】　構造設計特記仕様（１）

S-111

 －　
 －　

（施工方法等計画書）

備　　考
工事監理者工場自主検査

％ 個

検査率又は検査数

完全溶込み溶接部

検　査　箇　所

接合部の検査(５)

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を

注2）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

軸力導入試験

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら

契約した検査会社をいう。

溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

検　査　方　法

マクロ試験・その他

外観検査（※）

超音波探傷検査

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

(６)防錆塗装

(７)耐火被覆の材料

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し、２回塗りとする。

錆止めペイントは、　JIS K 5621、　JIS K 5625、　JIS K 5674、

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

100

を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

 100％行うこと

外観検査（※）

（突合せ溶接）

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

第三者受入検査

(注) 東京都の要綱に

 基づき必要となる建築

 物の場合に実施する

要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。また、地震時の層

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ５cm

以上を原則とする。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

100 ％ 個

個

％ 個

％ 個

％ 個

個

％ 個

30

30

％ 個

％ 個

個

％ 個

１. 本仕様の適用範囲

(１)本仕様の適用範囲
本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 18 N/mm 以上 60 N/mm 以下のコンクリートと、2 2

JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSD490の鉄筋コンクリート用棒鋼を用いる

高さが 60 m 以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の設計及び工事に適用する。

(２)仕様書等の優先順位
設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

①特記仕様

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

２. 建築物の構造内容

(１)建築場所

(２)工事種別
新築 増築 改築

(３)構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

 法第20条第二号（ 　RC造高さ 20 m超　　 S造 4 階建以上　　 木造高さ 13 m超　　 その他 ）

(４)階数
地下 地上    階     階 塔屋    階

(５)構造種別

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造

構 造 種 別

（RC）

（SRC）

（S）

該 当 階 等

基礎

階～  階

         階～  階

架構特徴等

免震建物

制震建物

塔状建物

(６)主要用途
事務所 共同住宅 病院 店舗 ごみ置き場

(７)屋上付属物
キュービクル            kN 高架水槽        kN 広告塔      kN 煙突    m

太陽光発電設備

(８)設計荷重
（a）主な積載荷重

室　　 名 床　 用 架 構 用 地 震 用

（N/m ）2

（b）1次設計用地震力

Co = Z = Rt = K（地下）=

（c）風荷重

地表面粗度区分 基準風速　Vo = m/sec

（d）雪荷重

垂直積雪量 設計用雪荷重　　　　　     cm 　　　　　               N/m2

（e）特殊の荷重及び仕上材

エレベーター　　　　　    kN     基 受水槽　　　　　 kN エスカレーター

(９)構造計算ルート
Ｘ方向ルート   －（　1　）Ｙ方向ルート  －（　1　）

(10)一次設計時用層間変形角
Ｘ方向    1/    rad Ｙ方向    1/    rad

(11)付帯工事
門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

(12)特定天井
有 無

(13)屋根、床、壁

ALC   　 （JIS A 5416）

押出し成形セメント版

折　版

特殊デッキプレート 大臣認定（  ）

材　　種

厚

H = 厚

型式 厚

壁

屋根

壁

型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

屋根

ハーフPca版 Pca版

厚 床版

床版

床版

スライド

ロッキング

ボルト止め

階～  階

３. 使用建築材料表・使用構造材料一覧表

(１)コンクリート（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308）

備　考
cmスランプ

２Fc = N/mm

設計基準強度適 用 箇 所 品質基準強度

部　位階

柱 壁
梁 床版

（スランプフロー）２Fq = N/mm

比重
3γ=kN/m

柱 梁

柱 梁

床版
基礎 地中梁

床版
壁

壁
床版
柱 梁 壁
床版
柱 梁 壁
床版
柱 梁 壁
床版

土間コンクリート

捨てコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

セメントの種類

※本仕様適用外

※本仕様適用外

普通ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

中庸熱ポルトランドセメント

砂 山砂 砕砂

砂利 砕石

水道水 地下水 工業用水

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

材齢（　　　　　　　　　　　　 ）28日 56日 91日

養生（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）標準 現場水中 現場封かん

単位水量

単位セメント量

185 kg/m 以下3 175 kg/m 以下3

270 kg/m 以上3

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

AE減水剤 高性能減水剤

4.5 % 3.0 % 

0.3 kg/m 以下3

65 % 以下 50 % 以下

(２)コンクリートブロック（　JIS A 5406）
A種 B種 C種    厚 100 120 150 190 使用箇所（ 　）

(３)鉄　筋
鉄　 筋

異 形 鉄 筋

（JIS G 3112）

種　類 使用径 使 用 箇 所 備　 考mm

高強度せん断補強筋

溶 接 金 網

（JIS G 3551）

SD295 A

SD295 B

SD345

SD390

SD490

685

785

1275

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

機械式定着工法

機械式継手

大臣認定番号

MSRB-

注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.（2）鉄筋の項の鉄筋継手の項に　にて表示すること。

(４)鉄　骨
種　 類 現場溶接

有 無

JIS規格・認定番号等使用箇所

SSC400

SN490 B

STKR400

BCR295

STKR490

BCP235 BCP325

SN490 C

SS400 SM400 SN400 A,B,C

溶接材料

有 無

有 無

有 無

有 無

大臣認定品 認定番号 MSTL-

JIS G 3160

JIS G 3466

JIS G 3350

JIS G 3136

JIS Z

(５)ボルト等

4.8（4T）

大梁 小梁 ）柱使用箇所（

高力ボルト

アンカーボルト（構造用アンカーボルト）

ボルト（JIS B1180）

L= 

L= 

φ= 

φ= 

頭付スタッド（JIS B1198）

鉄骨部材リストによる

M

（                                 ）M24、M22、M20、M16、F10T（JIS B1186） S10T 大臣認定番号（ ）

溶融亜鉛めっき高力ボルト F8T 大臣認定番号（ ）

M

ダブル ）ナット（ シングルSS400

ダブル ）ナット（ シングル

大梁 小梁 ）柱使用箇所（

（                                 ）M24、M22、M20、M16、

ダブル ）ナット（ シングル

ABR400 （JIS B 1220）

４. 地　　盤

(１)地盤調査資料と調査計画
無）近隣 無有 （ （調査計画　　　敷地内 有）

水平地盤反力係数の測定

ボーリング調査

試験堀（支持層の確認）

静的貫入試験

土質試験

調　査　項　目 資料有り 調査計画

現場透水試験

平板載荷試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

調査項目 調査項目資料有り 調査計画 資料有り 調査計画

５. 地業工事

無有

支持層－　埋土  　、

独立基礎 試験堀布基礎

支持層－

深さ

(３)

長期許容支持力度

杭基礎

GL－  0.6 m、

ベタ基礎直接基礎(１)
kN/m

(２)地盤改良
深さ GL-  2.0     m、長期許容支持力度    kN/m

浅層混合処理工法 深層混合処理工法

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

載荷試験 無有

備　考施　工　法

拡底杭

手掘

機械掘

2

深礎

3
アースドリル

cm以下

kg/m

Fc N/mm

リバースサーキュレーション

オールケーシング

杭　　種

スランプ

場所打ち

コンクリート杭

セメント量

コンクリート

材　　料

3
kg/m単位水量

  年   月   日

　認定

第 　 号

鋼管補強杭

拡頭・拡底杭

既製杭・杭種

C種

Ⅲ種

B種

Ⅱ種

PHC

PRC

鋼管

A種

Ⅰ種

SC

種　 類 材　 料 施　工　法 備　 考

  年   月   日

　認定

第 　 号

鋼材

鋼材

コンクリート FC85

コンクリート FC105

打ち込み

埋め込み

孔壁測定）　　    本

杭施工結果報告書

載荷・（ 打ち込み・

杭仕様

無）有・（試験杭

施工計画書承認

本数 特 記 事 項(kN) 杭の先端の深さ杭径(mm) 設計支持力 (m)

６. 鉄骨工事

工作図 施工計画書製作要領書　

頭付スタッド特殊ボルト

(２)
製作工場

(１)

社内検査表

鋼材

認定または登録工場（大臣認定　S  H  M  R  J  グレード　　都登録　T1　T2　T3 ランク）

高力ボルト

材料規格証明書※、または試験成績書

―社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

工事監理者の承認を必要とするもの

鉄骨工事は指示のない限り下記による
日本建築学会「ＪＡＳＳ６ （最新版）」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

※―社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

製品検査組立・開先検査

(３)

現寸検査

(４)
建方検査

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

（　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

接合部の溶接は下記によること

工事監理者が行う検査項目

内質
検査
（注） 示温塗料塗布

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

（フォースター　F☆☆☆☆）

７. 設備関係

間変形に追従できること。

９. その他

８. 令第129条の2の3の事項

2

2 載荷試験 無有

新 構造設計特記仕様 ※修正箇所は下線を引くこと
※適用は 　印を記入すること

その１

mm

mm

  0   1   0 

（b）

0.30

Ⅲ 34

30

200

1.00 1.00

600

200

24 24 18

24 24 15

18 18 15

18 18 15

D10～D16

D19

 STKR490

－

－

(６)スカラップ形状
ノンスカラップ工法 スカラップ工法

・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備*を除く)は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下[ 屋上水槽水] ）は、支持構造部又は

設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止の

ための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等

有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の

緩和のための措置を講ずること。

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示第１３８９号により、

風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが

２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

※「給湯設備」：建設物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

SM490A

隅肉溶接部 100 30 －

第三者検査機関名 （都知事登録　     号）

AOQL4% 第6水準 ロットの大きさ：220　　サンプルの大きさ：20

硬さ試験

AOQL4%
第6水準

壁式構造 （WRC） 1 階～ R 階

0.10

屋根 980 600 400

23

23

1F立上り～

50

50

再現期間 100年

地名地番：埼玉県八潮市垳144－1,2,3,4,7,8,16,17

住居表示：埼玉県八潮市垳144－1

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



【ごみ置き場棟】　構造設計特記仕様（２）

S-112

 －　
 －　

10.

(１)コンクリート

鉄筋コンクリート工事

新 構造設計特記仕様 ※修正箇所は下線を引くこと

と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5の3節～11節

を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS 5の17節(高強度コンクリート)を適用する。

また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度以上とし、発

受ける。

による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の承認を

機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「 鉄筋コンクリート構造

高強度せん断補強筋は技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

鉄筋は、JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子

は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

標準図による

告示1463号第2項各号

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

鉄筋継手工法

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

A 級

鉄筋の径

D（   ）以下

D（   ）以上

D（   ）以上

D（   ）以上

(1) 引張力最小部位
(2) (1)以外の部位     

(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、 注）

日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

16

19

B 級 SA級

※適用は 　印を記入すること
その２

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 （最新版） による。

（a）コンクリートの仕様

本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」
2

2

注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合は、法第37条の

大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け

軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

設計基準強度 Fc

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

2

呼び強度(JIS規格品)

18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

JASS 5での区分 普通コンクリート 高強度コンクリート

調合管理強度(N/mm ) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 602 60超

21 24 27 30 33 36 40 42 45 50 55 55 60 60 ※

※印は規格外

（b）品質と施工

構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

標準 長期 超長期

コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とする。

設計基準強度が 36 N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、「高強2

度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通大臣が指定

建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンクリー

ト主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認められる技

術者が常駐していなければならない。

施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、工

事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプ または スランプフローで表し、設計基準強度が

36 N/mm 以下 33 N/mm 以上の場合スランプ 21 cm以下、33 N/mm 未満の場合スランプ 18cm以下とし
2 2 2

設計基準強度が 36 N/mm 超 45 N/mm 未満の場合はスランプ 21 cm以下またはスランプフロー 50 cm

以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23 cm以下またはスランプフロー 60 cm以下

とし、特記による。

2 2

2

コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0.3 kg/m 以下とする。3

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

（c）調合および構造体コンクリート強度

ⅰ）高強度コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は 28日とする。

構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は 91日とする。

構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において、調合

管理強度以上とする。

② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において、

設計基準強度に 3 N/mm 加えた値以上とする。2

調合管理強度は、以下による。

 Fm = Fc + mSn (N/mm )H
2

 Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm )2

 Fc : コンクリートの設計基準強度 (N/mm )
2

H

mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS 5 による。

調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

 F ≧   Fm + 1.73σ　    (N/mm )H H

 F ≧  0.85  Fm + 3σ  (N/mm )H
2

HH

  F : 高強度コンクリートの調合強度 (N/mm )
2

H

σ  : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/mm ）で、レディーミクストコンクリート2
H

工場の実績による。実績がない場合は、0.1（Fc+mSn）とする。

ⅱ）普通コンクリート

調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。

構造体コンクリート強度は 表9.3 を満足すれば合格とする。

供試体の養生方法 試験材齢 判定基準(1)

コ ア 91 日

標準養生 28 日 X ≧ Fm(2)

X ≧ Fq

表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

ただし、 X  : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値（N/mm ）

Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )
2

2

Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )
2

[注]（1）早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

 （2）工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当ら

ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

* 標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平

均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値

から 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

* コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内の n 日において3個の供試体の圧縮強度の平均値か

ら 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

調合管理強度は、以下による。

 Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )

 Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm )
2

mSn : 標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日における

2

圧縮強度の差による構造体強度補正値（N/mm ）
2

調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足する

 F ≧  Fm + 1.73σ　  (N/mm )
2

 F ≧  0.85 Fm + 3σ　(N/mm )

  F : コンクリートの調合管理強度 (N/mm )
2

 σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/mm ）で、レディーミクストコンクリート2

工場の実績による。実績がない場合は 2.5 N/mm 、または 0.1Fm の大きい方の値とする。

ように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。

2

2

2

（d）

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センターの技

検査

術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影し

た写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合 1 日 1 回以

上とし、1 回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて 3 回行い、その平均値を試験値

とする。

スランプの許容差は、普通コンクリートの場合、スランプが 18cm以下の場合 ±2.5cm、21cmの場合

±1.5cm（呼び強度 27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は ±2cm）とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合 ±2.5cm、21cm以上の場合 ±2cmとし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は ±7.5cm、50cmを超える時は

±10cmとする。

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用いて材

齢 28 日で行い、1 回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m またはその端数ごとに

3 個の供試体を用いて行う。3 回の試験で 1 検査ロットを構成する。

高強度コンクリートでは、打込み日 かつ 300 m ごとに検査ロットを構成して行う。1 検査ロットに

おける試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータから採取

3

3

した合計9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法は標準養生とする。

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

かつ 150m またはその端数ごとに1回行う。1 回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車から 

1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。

高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区 かつ 300 m ごとに行う。検査には適当な間隔をあけ

た任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる供試体の

3

3

養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

3

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」 第4条の

試験機関で行うこと。

試験・検査機関名 (都知事登録 　号）

代行業者名 (登録番号 　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

(２)鉄　筋

配筋標準図(1)～(3)」による。

鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用箇

所を定め特記による。

(注) 使用箇所

の設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・覆いなど

提出し、承認を受ける。

圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理者に

いる。

機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物を用

（a）施工

（b）検査

継手部の検査方法

各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋継手協

会の仕様書を参照のこと。

継手方法

表9.5　継手の検査

表9.4　鉄筋の継手

ガス圧接1

外観検査

有 　　　％

引 張 試 験

有 無 　　 ％    　個

超音波探傷試験

有 無

溶　　接2 有 　　　％ 有 無 　　 ％    　個 有 無

機 械 式3 有 ％ 有 無  ％ 個

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用

し、1 回の引張試験は 5 本以上とする。（ 1ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接箇所で

200 箇所程度とする。）

鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第 4 条の試験機関、又は第 8 条の検査機関で行うこと。

試験・検査機関名 (都知事登録　　 号）

(３)かぶり厚さ
最小かぶり厚さは、表9.6 に規定する設計かぶり厚さを 10mm減じた値とする。

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが確保され

るように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6 以上の値とする。

標準・長期構造体の計画供用期間の級

表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）

部材の種類

構造部材

屋　内 屋　外(2)

柱・梁・耐力壁 40 50

超長期

屋　内 屋　外(2)

40 50

床スラブ・屋根スラブ 30 40 40 50

構造部材と同等の耐久性を

要求する部材

計画供用期間中に維持保全

を行う部材

非構造部材

(1)

30 40 40 50

30 40 (30) (40)

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤

50

70

 注）

て定める。

(1) 計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じ

は設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。

(2) 計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側で

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定する

数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を講じれば上

記によらなくても良い。

(４)型　枠
型枠および支保工の存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。

普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

梁下

普通ポルト

スラブ下

ランドセメント

高炉セメント

支　　柱

Ａ種

Ａ種

28

シリカセメント

高炉セメント

100％

28

28

Ａ種

178

2815

85％

12 25

設計基準強度の

シリカセメント

Ａ種 ランドセメント
高炉セメント

ランドセメント
普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

せ　き　板

スラブ下、梁下

種 類

位

セメント

部

の種類 ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

普通ポルト

基礎、梁側、柱、壁

Ａ種

6

シリカセメント

16

10

4

10

6

設計基準強度の50％

Ａ種

2

5

5.0N/mm

3

15℃以上コンク

の平均気温

5℃未満

5℃～15℃

圧縮強度

コンクリートの

（日）

3

8

5

シリカセメント

在置期間

Ａ種 Ａ種

ランドセメント
早強ポルト

リート
の材令

2

※ JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5 N/mm 以上、長期及び超長

期の場合は 10 N/mm 以上、または高強度コンクリートの場合は 10 N/mm 以上。

 注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

 注）

 注）

 注）

 注）

 注）

 注）

2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

　ならない。

5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては

4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わ

　ないこと。

7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与

　えないように行うこと。

表9.7　型枠存置日数 昭和46年建設省告示第110号（昭和63年改正建設省告示第1655号）

H

※

2

2 2

 Fm = Max(Fc,Fq)+mSn (N/mm )2

100

100

1検査ロットにつき　　     　30個

1検査ロットにつき　　     　30個

19

件 名

図 名 縮 尺
A1:
A3:

構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）
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 －　
 －　

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値

１.一般事項

(１)
(２) 記号

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１） ※修正箇所は下線を引くこと。

耐力壁と床・屋根スラブ

フックを直交筋
にかけ掛け

曲げ直交筋外側

鉄筋を90°に

に回し配筋

鉄筋端の180°

イ

ロ

壁横筋

幅止筋D10

横筋3段ごと

壁梁主筋または屋根スラブ交差部補強筋

壁 縦 筋

イ ロ

イ
壁単配筋

ロ ロ 複配筋

ハ

上階壁単配筋

下階壁複配筋

両側スラブ 両側スラブ

両側スラブ
片側スラブとも

片側スラブ
壁単配筋

≦D
ー ー

1
6

e
D
－ －

1
6

e
＞

延ばすと
施工が
しやすい

壁梁主筋
（通し筋とする）

耐力壁の長さ

屋根スラブ

水平(鉛直)に

壁開口

ＣＬ＠…間隔

ＳＴ…あばら筋

ｒ…半径 …中心線 ℓo…部分間の内法距離 ｈo…部材間の内法高さ

ＨＯＯＰ…帯筋 Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋 φ…直径

Ｄ…部材の成 Ｒ…直径

２.鉄筋加工、かぶり

(１) 鉄筋末端部の折曲げの形状

d

折まげ角度90°はスラブ筋・壁
筋の末端部またはスラブと同時
に打ち込むＴ形およびＬ形梁の
キャップタイにのみ用いる

90°

dd

135°

6d以上(※4d以上)

R R

d

180°折曲げ角度

4d以上鉄筋の余長

図 R

鉄筋は、SD295A、SD295B、SD345を使用する。

折曲げ内法寸法Ｒは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

8d以上(※4d以上)
余

長

余
長余長

8d
以

上

(２) 鉄筋中間部の折曲げ形状　鉄筋の折曲げ角度90° 以下

3d以上

6d以上

4d以上

内のり寸法（R）
鉄筋の折曲げ

D16以下

D19～D25SD295B、SD345

SD295A

鉄筋の種類図

R

d

d

R

帯　　 　筋

上記以外の鉄筋

スパイラル筋

あ ば ら 筋

所による呼称
鉄筋の使用箇

る区分
鉄筋の径によ

(３) 鉄筋の定着および重ね継手の長さ

（L1）

（L3）

スラブ

重ね継手の長さ

特別の定着及び
定 着 の 長 さ

小　梁

下 ば 筋
（L2）一般

普通、軽量コン

2（N/mm ）

基準強度の範囲

クリートの設計
鉄筋の種類

SD295B
SD295A

SD345

21  24

18

35d
25d

または
フックつき

40d
30d

または
フックつき

15d
25d

フック
つき

または

以上

かつ

150mm

 10d
40d
30d

または
フックつき

45d
35d

または
フックつき

コンクリートは普通 Fc=18N/mm 以上 24N/mm 以下、軽量 Fc=18N/mm 以上 21N/mm 以下2 2 2 2

継　手
１. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

２. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

３. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

　ガス圧接形状

d/4以下

d/5以下

約0.5L1

1.4d以上dd

重ね継手

1.1d以上

1.5L1以上a≧400

　圧接継手 （下図のいずれかとする）

(４) かぶり厚さ   (単位：mm)

構　 造　 部　 分

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

基礎つなぎ梁

基　礎（捨コンクリート部分を除く）

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　 ・非耐力壁＊＊ 20

30

60

30

40

50

70

40

＊

＊＊

＊
（mm）（mm）設計かぶり厚さ最小かぶり厚さ

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分・

[注] ＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。

   ＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。[ 8-(1)の＠参照 ]

(５) 鉄筋のあき
ａ.異形鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上

ｂ.粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上 doあき

間隔

異形鉄筋

do

(６) 鉄筋のフック
ａ.壁長が1ｍ以下の壁横筋の末端

ｄ.柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ.単純梁の下端筋

３.杭

ｆ.その他、本配筋標準に記載する箇所

ｂ.あばら筋、帯筋 ｃ.煙突の鉄筋 末端にはフックが必要

●印の鉄筋の重ね継手の

はり

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

(１) PRC杭、又はPHC杭の全てに補強を行う

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

杭　　径

補 強 筋

ＨＯＯＰ

400φ 450φ 500φ 600φ300φ,350φ

6-D13 8-D13 10-D13 8-D16 10-D16

D10-@150

但し ℓ≦φの場合

45

基礎下端

（下げ止まりの影響をあらかじめ

　　 ℓ＞φの場合は工事監理者の指示による

　設計上考慮されている場合に限る）

補強筋

L2
φ

HOOP@150

50

基礎下端

コンクリート止め板
φ

L2
ℓ

HOOP@150

3-D16

15
0

1
.5

φ

φ

コンクリート止め板

150

(２) 現場打ちコンクリート杭 CL

45
d

重
ね

継
手

斫り部分

杭頭処理

HOOP筋の継手は片側溶接

スペーサー
フラットバー@3,000

（各4ヶ所）

鉄筋のかぶりは

10d又は重ね継手40dフック付き

φ

100以上とする

φ

10
0以

上

へりあき200以上

余
盛
コ
ン
ク
リ
ー
ト

80
0～

10
00

杭
主

筋
40
d

４.基  礎

(１) 布基礎

布基礎2回打ち（フーチングと立上りを分ける）場合

GL

打継ぎ面

壁開口基礎梁主筋
（D13以上）

幅止め筋D10

床スラブ

壁縦筋

捨コンクリート
敷込み砂利（砕石）

フーチング主筋

打継ぎ面

L2

曲げ
補強筋

折り曲げ
不可

L2

Ｌ型交差部

Ｔ型交差部

布基礎交差部の配筋（平面）

交差部ベース筋を配置する。また、特殊な場合にははか
ま筋を配置する

とし、配力筋の間隔は300mm程度とする
ベース筋の間隔は原則として200mm以下

原則として基礎梁下端主筋・ベース筋・配力筋布および

P：ベース筋の設計間隔L2以上
P P

交差部ベース筋

配力筋(交差部まで延ばす)

ベース筋

P以
下

P
P

P以
下

P

第１ベース筋
(直交布基礎の縁に配置する)

8.(3)の上,下筋

  を読み替える

L2以上

L1以
上

十型交差部

P

(２) 杭基礎 独立基礎杭布基礎杭

20
d以

上

20
d以

上

φ

か
ぶ

り
厚

さ

か
ぶ

り
厚

さ

杭頭部補強配筋範囲

ＰはＳＴＲＰ間隔

P以
下

20
0以

下
〃

〃
20

0以
下

P以
下

P
P

3～
4φ

以
上

20d（片側）

参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

３. 2 の鉄筋はD13以上

１.耐圧版鉄筋の継手位置は8－(１)床スラブを

２. 1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

４.埋戻し土のある場合は40を70とする

(３) べた基礎

１
ａ

ハンチを付けた場合（a≧3）

40
70

L2
 o
r 

L3
≧

15
d

2

1L2

  ＊印筋は不要とする

L1

～60゜45゜

(４) 基礎接合部の補強

＊＊＊

＊

＊
＊

≦H 500

Ｗ1

H

L2

500＜H≦1000

L2

５.耐力壁

(１) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

300

梁
幅

W1の三角壁厚さは、200以上

又は地中梁幅とし、配筋は

同厚の壁リストにならう

＊印筋はD10-@200とする

L2

小  　梁
がりょう
壁　  梁

耐 力 壁 非 耐 力 壁ス ラ ブ
布 基 礎
基　  礎
基 礎 梁

塀
部位

構造種別

壁式鉄筋

コンクリート造
D22 D22 D16D16D16D25

P

(３)

(４)

耐力壁の縦・横筋の配置

耐力壁が交叉する場合（平面）

６.使用可能な鉄筋の最大径（標準）

単配筋の場合

横筋

縦補強筋1-D13以上

複配筋の場合

幅止メ筋D10 3本ごと

単配筋の場合 複配筋の場合

曲げる

単配筋の場合

複配筋の場合

端部曲げ補強筋２本の場合

注）壁長1500以下の横筋はHOOP状に加工すること。

端部曲げ補強筋１本の場合

第1縦筋

単配筋の場合 複配筋の場合

Ｔ形交差部の縦・横筋の配置

Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置

十形交差部の縦・横筋などの配置

b

c

a

L1

L2
L2

P/
2

L2

横
筋

ピ
ッ

チ
P

P
P

180以上

P/
2

横
筋

ピ
ッ

チ
P

P
P

L2 L2

180未満

3-D13

2-D16以上

L1

L2 L2L2

ℓ

L1

L2

L2

ℓ

L1e e

D DL2

L2

ℓ ℓ ℓ

壁梁主筋

壁梁縦筋

壁横筋

D13以上

上階耐力壁補強筋

下階
耐力壁補強筋

絞る

床スラブ

立上り筋

12
0以

上

P/2 P

1
50

以
上

P/2 P P

P/2 P P/2
調整区間Ｐ以下

L2 P
P/

2

P/2 P P

L1

定着長さ L2
L2 L2 L2

L1

L2

L1

L1

L2

P
P/

2

P P

L2 P P

L2

P
P

L2

P
P

P P
P P

P
P

15dかつ150

18
0以

上

曲げ補強筋
D13以上

曲げ補強筋
2-D13以上

第1縦筋 縦筋

第１縦筋 通し筋 曲げ補強筋

中心を超えてから

縦筋D10以上

横筋D10以上

第1縦筋

D13以上
曲げ補強筋

縦筋D10以上

縦筋

縦補強筋4-D13以上

横筋D10以上

D13以上
縦補強筋

キャップタイ

圧接面 圧接面 圧接面

L1 L1

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

横筋(通し筋)

曲げ補強筋
D13以上

横筋と
同径同間隔

2mm以下

耐力壁

また、軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。

100

150以上

フーチング

D13以上

(２) 上・下階耐力壁の各種配置

縦筋D10以上

横筋D10以上

P

※片持スラブ上端筋の先端

SD295B、SD345

SD295A

D19～D25

150以上

基礎梁
下端主筋

ハ

L1
L2

曲げ補強筋

L2
L3
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第1縦筋D10以上

D16以下

ℓ

【ごみ置き場棟】　
　壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

件 名
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壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
Ｌ=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。

※修正箇所は下線を引くこと。

７.壁梁、小梁

(１) 壁梁の標準配筋図

R階

基礎

最上階

一般階

壁長の大きい場合 壁長の小さい場合

θ=45°

補強あばら筋は、小梁主筋側
に必ず入れること。

壁梁幅

＊一ヶ所で同時に多数の

　鉄筋を切らないこと

L2

　定着

外端 内端(連続端)

＊

（上端筋継手位置）

（下端筋継手位置）

（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。

無開口の場合

＊

＊

正　面

正

面

平　面

e≦D/6

(２) 壁梁の範囲

(３) 定着

幅が18cm以上の場合は閉鎖型とする

2段筋

P 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 PL2 L2

調整間隔Ｐ以下幅止め筋D10@1,000以下

2段筋

L2

腹筋

せん断補強を要する範囲

L2壁梁長さL2

L2

L2

L2 L2

L1

L2
L1

L2
L1

L2

L2

150以上

L2
25

0以
上

0.25ℓo

ℓo/3 ℓo/3 ℓo/3

継手位置 
２
３ B以上

L3

ℓo

0.3ℓo
250

L2

B

0.1ℓo 250
250 0.15ℓo

L1

ℓo/4

L1

壁梁 出隅部分壁と壁（平面図）a

小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さb

D
水平補強筋
1-D13以上
ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上
ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上
ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上,ℓ=1200

水平補強筋
1-D13以上,ℓ=1200

床受筋

水平定着

水平定着

水平定着 水平定着

水平定着 水平定着 水平定着

あばら筋かけ始め
あばら筋かけ始め

床受筋

e

150以上 150以上 150以上 150以上

L2

※

 D≦150

斜　め周　囲床板厚さD は縦、横、斜補強筋とは別に開口
によって切断される鉄筋と同じ鉄筋
を開口をさけて補強する。

孔と孔のへりあき100以上

a

（開口の径500程度の場合）

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一径で

注）設備の小開口が連続してあく場合

(イ) a原則として

a b bc c

6d6d

にあっては交互、フックの位置は a

両側床版付（Ｔ型）梁で c

のフック先曲とする。

、b

とすることができる。

にあってはスラブ側とする。b

スラブ

複配筋 単配筋

曲げ補強筋曲げ補強筋

L2

お
さ
ま
り

は
り
主
筋

お
さ
ま
り

は
り
主
筋

BA

D13 D16

180

（注）かぶり厚さ40mmの場合

（単位ｍｍ）

壁梁鉛直断面

おさまりA おさまりB

 梁幅の最小寸法（構造体寸法）

壁シングル配筋

壁ダブル配筋

Ｌ
2

スラブ

a 片持床スラブ

上端筋
B

B

短辺・長辺方向下端筋

標準継手位置

短　辺　方　向

長　辺　方　向

継手位置は原則として下表による。

他端にスラブがない場合他端にスラブがある場合

b 一般床スラブ

A　　C

上端筋

下端筋

上筋径以上

鉄筋長は主筋の

上端筋

片側床版付（Ｌ型）梁で

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。

複配筋

逆梁

単配筋

4-D13（ℓ＜900）

ℓ≦1200

5-D13かつ

5-D13かつ

B

A

A

A A

C

C

C

C

(４) あばら筋の型

L2

L2

30
L3

ℓx
ℓx/4 ℓx/4

L2

ℓ

ℓ

L1

ℓ/
2

L1

ℓ/
2

ℓ

L1

L1

L1

L1
L1

2L1

L1

L1

ℓ

15d

10
d以

上

15d

10dかつ150以上

ℓ
y/

4
ℓy

/4

ℓy

4d

あばら筋

補強筋D13以上

曲げ補強筋 曲げ補強筋

補強筋D13以上
片持ちスラブ

曲げ補強筋D13以上
（壁縦筋とは別に

配筋する）
縦筋

(５) 壁梁と壁のおさまり

8d

D13 D16

180

180 190D16

D13

D19 190 200

195 200

195 210D16

D13

D19 205 220

８.床板

(１) 定着および継手

D13
肩筋D13以上

(２) 屋根スラブの補強

ℓ=1,500とし、上端筋の下に配筋する

※の個所（入隅）は各階補強するb

(３) 片持スラブ出隅部補強

1200＜ℓ≦1500

5-D13（900≦ℓ＜1200）

1/2以上

(４) 床板開口部の補強

上筋

下筋

周囲補強筋

斜め補強筋

150＜D≦200

各2-D13

各2-D13

各1-D13

各1-D13

D13

D13
D13

全断 全断

L1

a 軽作業の土間

b 間仕切壁との交叉部

L1

L1

床板厚

手摺

片持ち階段

L2

パラペット

はり壁に定着
（上下各１本）

（平面）

t

下部防水立上りのある場合

t

一般の場合

2-D13

25d

(５) 床版段差

L2

2D以上

D/
2以

下

D

2D

600

250

20
0

D
D

300 50

1200x600以下
L1

t

3/4t以上

50
1,200以下

4
d

L2

H
L2

10
0以

下

L2

L1

L2

L2 L2 L2 L2

ho

L2 L2 L2 L2

ho
h

120以上

H
10

0以
下

L2

D

D13 D16

D10-@150

D≦
H≦

2D

折曲 D10-@200

D10-@200

(６) 土間コンクリート

D10-@150

D13-@200ダブル 2-D16

2-D16

D13

(７) 釜場

(８) 打継ぎ補強（ダメ穴打断面について）

設計配筋間隔の1/2ピッチ  長さ2xL1以上

無筋部分 D10-@200  長さ800以上

９.階段

D13受筋

D13以上

D13以上
D10@250 D13

D13 D10

1/2t以上

D10

D10@250

（上下各１本）
2-D13

（上端筋の下へ配筋する）
2-D13 L=1,100mm
斜めの補強筋

10.その他

(１) 手摺、パラペット

D13

D10@150

D13

D10@150ダブル

D13 （但し、H＞800以上の場合、
設計図による）

(２) コンクリートブロック帳壁

D13 D13
溶接L=100

D10@400D10@400

横筋D10@600

横筋D10@600

D10@400

注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。

注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400。

注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

梁端部（スパンℓ/10以内かつD以内）は避ける設置可能範囲

控壁のない塀例 高さ1.2m以下

控壁のある塀例

立面配筋図

390x390x120空洞ブロック

空洞ブロック

390x390x120

断面配筋図

道路

ＧＬ

高さ2.2m以下

控壁間隔3.4m以下

一般部断面配筋図

道路

GL GL

1/5以上の控壁

壁の高さの

控壁用型枠
ブロック

ｃ.地盤が液状化の恐れのある砂質土及び軟弱土の場合は、別途検討する。

ｂ.塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。

ａ.塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2m以下。

ｄ.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

11.梁貫通孔補強

(１) 既製品

但しφ≦D/3とする(２) 鉄筋標準配筋

φ

2-（2-D13）折　筋

縦　筋

80≦φ≦100

ST 2-D13 @100

折　筋

縦　筋縦　筋

横　筋 横　筋

　縦筋上
下

斜　筋

L2

45゜

2
50
以
上

φ1
定着長さのとり方

※部分について計算で

確認された場合は右

らなくて良い。

記の位置、寸法によ

孔補強の有効範囲と

貫通孔が連続して間隔等が取

（スターラップ補強範囲）

れない場合は設計者又は工事

　縦筋上
下

100＜φ≦150

2-（2-D13）

ST 2-D13 @50

2-（2-D13）

ST 2-D13 @50

150＜φ≦250

4-（2-D13）

ST 2-D13 @50

2-（2-D13）

ST 2-D13 @50

※
※

25
0以

上

L2

L2

2φ 2φ

Dφ

（φ1＋φ2）x3/2以上

φ2

監理者と打合せのこと。

12.コンクリートブロック塀

ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造(１)

かさ木ブロック

D10 基本ブロック
横筋用ブロック

400 400

150

120

10
0

1,
00

0
30

0
40

0

1,
40

0

400150

18
0

D10

D10

D10
D13

D13

D10

50

高
さ

1,
20

0以
下

D10

150

120

高
さ

2,
2
00

以
下

10
0

1,
40

0
30

0
40

0

1,
80

0

400 400 400150 400

10
0

1,
40

0
30

0
40

0

1,
80

0

50 50
25

d

立面配筋図 控壁部断面配筋図

D10

D10

D13

D10
D13

D13

D13

D10

D10

D13
横筋用
ブロック

縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)

水平補強筋
1-D13以上,ℓ=1200

L2 L2

H

φ φ

150

(外壁)1-D13以上
(内壁)2-D13以上

(ロ)

D

L2

150以上

D10@150ダブル

D10@200ダブル

D13
溶接L=100

D13

D13

L2

※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。

(外壁)1-D13以上
(内壁)2-D13以上

【ごみ置き場棟】　
　壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）



【ごみ置き場棟】　部材リスト
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構造図

八潮市立新設小学校建設工事（建築工事・外構工事）




